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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一話　謎の転校生










　日も暮くれ、そろそろ夕食となる宮みや間ま家リビング。


　宮間夕ゆう菜なは面おも白しろくなかった。何な故ぜなら、疑問が心にぶら下がっているからで、かなり複ふく雑ざつな心境であった。


　彼女はそれほど隠かくしごとをしない性格である。正しよう直じきというか素す直なおで、あまり後ろ暗いことをしないのがモットーになっている。だからといってそれを他人に強きよう要ようしたりはせず、自分だけの決めごとにしていた。


　しかし例外が一つだけある。言うまでもなく式しき森もり和かず樹きのことである。和樹のことはなんでも知っておきたく、また教えて欲ほしいと思っているのだ。彼女の視し界かいには彼の姿すがたが九十九パーセントを占しめていて、人生の全すべてを担になっている。隠しごとをするのもされるのもノーサンキューであった。


　もし和樹が隠しごとをしていたら、脳のう内ないでは即そく「浮うわ気き」に繫つながる。「他ほかの女と後ろ暗いことをするから隠すんです」という理り屈くつであった。


　立場を変えて和樹から見ると、根も葉もない言いがかりである。およそ浮気はしたことが一度もない。なにしろモテもしなければ、浮気をする度ど胸きようもないのである。夕菜は「和樹さんはかなりもてるタイプ」と言うが、本当にそうなら今いま頃ごろは嬉うれし恥はずかしハーレム状態で、とっくに連れん載さいは終しゆう了りようしていた。


　しかし夕菜としては納なつ得とくできない。実は最近、納得できないだけのことがあったのだ。そんなわけで彼女は、二階から降りてきた和樹に訊きくことにした。


「どういう関係なんですか」


　いきなりこんなことを言われて、まともに答えられる人間はいないだろう。和樹も当然のようにしどろもどろになった。


「ええーっと……なにが？」


「あの女の子のことです」


　和樹ははっとして身体からだを硬かたくした。浮気がばれたからではない。夕菜が「女」について言げん及きゆうすると、なんであろうと惨さん劇げきが起こるため、生せい存ぞん本ほん能のうが働はたらくのである。


　だが夕菜は、今はまだ怒おこっていなかった。


「この間の女の子です。屋上にテレポートしてくれましたよね」


「え……ああ……」


　つい先日、和樹はＢ組のクラスメートに引っかけられ、例によって死の危き険けんにさらされた。それを救ってくれた女子生徒がいたのである。


「誰だれなんですか？」


「いや……誰なんだろ」


「知ってる人ですよね」


「知らないけど……」


「本当に？」


　彼女の目が、すっと細くなる。


「ほ、本当だって」


　和樹は慌あわてたように手を振ふった。


「誰だかさっぱり分かんないよ。心当たりないから、ほんと」


「そうですか……」


　夕菜はいったん矛ほこを納おさめた。


　噓うそをついている態たい度どではなかった。和樹はいつもうろたえるので、傍はた目めには虚きよ実じつは不明なのだが、夕菜には分かった。


「でも、その娘こがなんなの」


　やや平へい静せいになった和樹が聞き返す。


「和樹さんは気にならないんですか」


「なんで」


「態度です。和樹さんへの態度。なんだかとても親したしそうでした」


　夕菜の心に、どうも引っかかるのであった。和樹は首を捻ひねっていた。


「なんていうか……気になるじゃないですか」


「そう？　だって名前も知らないんだよ」


　和樹はむしろ、そこまで夕菜が言い続けている方が分からない、と言いたげであった。


「それはそうですけど」


　言いよどむ夕菜。


「彼女のこと、夕菜は知ってる？」


「いえ、知りません」


　すると、階段がきしむ音がし、神かみ城しろ凜りんが降りてきた。


　トレーナー姿で、珍めずらしく髪かみを後ろに結むすんでいる。勉強の邪じや魔まにならないようにしていたのだろう。


　ちょうど良かったので、彼女は凜に訊きいてみた。すると剣けん豪ごう少女は、あっさりと答えた。


「二年生の山やま瀬せ千ち早はやさんではないのですか」


　夕菜と和樹はきょとんとした。聞き慣れない名だ。


「最近転てん校こうしてきた人ですよ。前に一度会ってます」


「あ……」


　ようやく夕菜は思い出した。以前休みの相そう談だんをしているときに、偶ぐう然ぜん廊ろう下かで遭そう遇ぐうしたのだ。


　明るく活かつ発ぱつそうなタイプで、わざわざ向こうから挨あい拶さつしてくれた。そういえば「友達になってくださいね」と言っていた。


　和樹はまだ「誰だろ」などと口にしていた。


　今度は夕菜が説明した。それでようやく思い当たったようであった。


「山瀬さんか……Ｆ組なんだっけ」


「確たしかそう言ってました」


「覚えてなかったなあ。結けつ構こう美人だよね」


「ええ……」


　そこで夕菜は、はっとして話題を戻もどした。


「その山瀬さんが、和樹さんと親しそうだったんですよ」


「そうだったっけ」


「ええ。前から知ってるみたいでしたよ」


　彼女はまた、面白くなさげな顔つきになった。


　自分のまったく知らない女性が和樹になれなれしいのは、あまり愉ゆ快かいなことではない。ましてや千早は明めい朗ろうで快かい活かつ、おまけに美人ときていた。


「でも全然知らないんだけどなあ」


「どこかで会ったことがあるのではないか」


　凜が口を挟はさんだ。


「ないよ。あまり他のクラスの人と話さないから」


「そうか？　夕菜さんの話では、お前が知っていてもおかしくはなさそうなんだが」


「転校生のことは分かんないよ」


　転校生ではなくても、分からないことは多い。葵あおい学がく園えんに綺き麗れいどころは多いが、その方面に全くうとかった。


「山瀬さん、和樹さんに詳くわしいみたいでしたけど……」


　なおもこだわる夕菜。


「んー、でも知らないし」


「忘れてるだけじゃないんですか？」


「でも、夕菜のことも知ってるみたいだったよ」


「そうなんですよね」


　彼女も考えこんだ。千早は、二人の顔見知りだったような口ぶりだったのだ。


　凜も加わり話し続けるが、どうにも思い出せなかった。


　やがて、キッチンから背の高い女性が顔を出した。


「ちょっとなにしてんの。夕ゆう飯はんできるわよ」


　風かぜ椿つばき玖く里り子こがフライ返しを手にして立っていた。今日きようの料理当番なのである。


　ちょうどいいとばかりに、夕菜は玖里子にも話をした。


　玖里子も千早のことを「廊下で会った転校生」と覚えていた。ただし、それ以上の印いん象しようはない。


「玖里子さんも知らないんですか……」


「気になるの？」


「ええ」


「じゃあ、会えば？」


　え、という顔をする夕菜。玖里子はさも当然のように、


「会って話すればいいんじゃない？　訊けば分かるわよ」


「そうですけど……」


　夕菜は若じやつ干かん惑まどいを覚えた。物もの怖おじをする性格ではないが、相手を探さぐるようで居い心ごこ地ちが悪い。


「明日、一いつ緒しよに帰れば？　Ｆ組って誘さそえないほど遠いんじゃないでしょ」


「そうですね……玖里子さんも山瀬さんと会います？」


「あたし、生徒会の仕事があんの」


「凜さんは？」


「部活の用事があります」


「舞まい穂ほちゃんは……」


　辺あたりを見回したが、いつもの小さな身体がない。


「今日と明日は、紅あか尉いセンセの検けん査さがあるって。今日も帰りが遅おそくなるそうよ」


　代わりに玖里子が答えた。


「じゃあ二人だけですね」


　ちらりと和樹の方を見る。


「あ、僕ぼくも行くよ。山瀬さんに会ってみたいから」


「いいですけど、でも」


「どうしたの？」


「……なんでもないです」


　夕菜は嫉しつ妬と心しんとも言えない、ちょっとしたもやもやを抱かかえながら、夕食の支し度たくを手伝うことにした。





　　　　○





　次の日の放課後。


　和樹と夕菜は二年Ｆ組の教室に行こうとした。クラスメートに知られないように、こっそりと抜ぬけ出る。


　Ｆ組はＢ組の「最さい大だい敵てき性せいクラス」として位置づけられている。これはＢ組が毎月発行する地ち下か文ぶん書しよ「学園支配のための傾けい向こうと対たい策さく」に一ページ割さいて載のせられている。成せい績せき優ゆう秀しゆうでクラス仲も良いため妬ねたまれているのだ。友情に重きを置かないＢ組から見ると不ふ思し議ぎでしょうがなく、「あのクラスは全員異い星せい人じんに乗っ取られている」と信じられていたこともあった。


　そのため、意味もなくＦ組の生徒と会っていることが露ろ見けんすると、色々都つ合ごうが悪い。密ひそかに誘うことにした。


　しかしその心配は杞き憂ゆうであった。向こうから来たのである。


「式森君。宮間さん」
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　千早は軽く笑えみを浮うかべていた。


「よかったら一緒に帰らない？」


「う、うん」


　いきなりで驚おどろいたが、和樹と夕菜は急いで校舎の外に出た。


　Ｂ組に見つかることなく、敷しき地ちから出ることができた。和樹はかなり緊きん張ちようしていたが、千早は終しゆう始しにこにこしていた。


　和樹を中心に、銀杏いちよう並なみ木きを三人並んで歩く。


「ねえ、どこかに寄っていかない？」


　と千早。


「喫きつ茶さ店てんかファミレス行こうよ」


　今日は一日中晴れていたので、夕方になっても気温は下がってなかった。歩いているとじんわりと汗あせがにじみ出る。店はありがたかった。


　いつもとは違う角を曲がる。駅前へ行くことにした。


　あまり会話がない。千早は人見知りしているように見えないのだが、和樹も夕菜も、どう切り出していいかタイミングをつかめないのだ。


「あの……」


　恐おそる恐る、夕菜が言った。


「山瀬さん、どうして一緒に帰ろうって思ったんですか」


「なんとなくだけど、邪じや魔まだったかな」


「そうじゃないんです。わたしたちも誘おうって考えてましたから、びっくりして」


「なら良かった」


　あは、と笑う。


「式森君は？　あたしと一緒に帰る気だった？」


「う……うん」


「ありがとう。でも、はっきり答えてくれたら、もっと嬉うれしかったぞ」


　いたずらっぽく喋しやべっていた。


　駅前の商しよう店てん街がいに近づく。夕ゆう飯はんの材料を買う主しゆ婦ふの姿すがたが増ふえてきた。


「こっちに行こう。安くて美お味いしい喫茶店があるはずだよ」


　千早が裏うら通どおりへと進んでいく。


　和樹は感心した。自分の知らない道だったが、彼女は迷まようことなく歩いていた。


「良く知ってるね」


「まあね」


「前にこっち、住んでたの？」


「うーん……どうだろ」


　微かにだが、「部活の友達とね」と言った気がした。


　ややクラシックな造りの店まで来た。重そうな扉とびらを千早が引く。


　店内は明るかった。騒さわがしくなく、クリスタルを中心とした、涼すずしげなインテリアが飾かざられている。


　高そうだな、と和樹は感じたが、千早はさっさと座ざ席せきについた。


「安いから大だい丈じよう夫ぶ」


　メニューを見ると、確たしかに高くなかった。高校生でも払はらう気になる金きん額がくだ。


　和樹は烏龍ウーロン茶ちや、夕菜はオレンジジュース、千早はアイスティーを頼たのんだ。


　ウェイトレスが去ってから、しばらく他愛たあいのない話が続いた。


　学校の話がメインだ。転校生なためか、千早は葵学園のことを聞きたがった。和樹と夕菜は、文化祭や体育祭、Ｂ組が起こしたトラブルまで色々と話をした。


　千早はどの話題でも楽しそうだった。まるで好きな映画を見るように、にこにこしながら聞いている。ただ、一年生の頃ころの話だけは、それほど熱心ではなかった。


「山瀬さん。一年生のとき、近所にいたの？」


　と和樹は言った。


「どうして？」


「なんだか知ってるみたいだから……」


「そんなことないよ」


　と言っていたが、一いつ瞬しゆんだけ寂さびしそうな表ひよう情じようを見せた。


　小こ腹ばらが空すいたので、和樹はウェイトレスを呼んだ。


　メニューのサンドイッチが目立っていた。添てん付ぷされている写真には、パセリとハムがパンからはみ出しそうになっていて、食しよく欲よくをそそった。


　千早もメニューを見つつ、


「式森君、それマスタードが効きいていて辛からいよ」


「そうなんだ」


「辛いの苦にが手てでしょ。止めた方がいいよ」


　和樹はトーストに変え、ウェイトレスに告つげる。ふと気づき、


「僕が辛いの苦手だって知ってるんだ」


「うん」


　うなずく千早。


「山瀬さん」


　夕菜が口を挟はさんだ。


「和樹さんのこと、詳くわしいんですね」


「そうかな」


「ええ、ずっと前からの知り合いみたい……」


「だったら良かったんだけどね」


　彼女は和樹を見た。


「式森君、あたしのこと前から知っていた？」


「いや……ごめん、山瀬さん転校生だから知らないけど……」


「ほら。宮間さん、知り合いじゃないよ」


　千早は、残念だけどね、と付け加えた。


　夕菜はまだ納得がいかないらしく、


「でも、なんだか山瀬さん落ち着いてますから。その……こんなこと言ってごめんなさい、和樹さんに遠えん慮りよがありませんよね」


「遠慮してるよ」


「そうなんですか」


「うん。だって式森君にも宮間さんにも、会って間がないでしょ。だから遠慮してる方だよ。あたしが知らないこと、たくさんあるもん。さっきの話だって、あたし初めて聞いたことばっかりだったもん。楽しそうでいいなって思ったよ」


「楽しいかなあ」


　和樹がうんざりしたようになった。


「楽しそうだよ」


「だって文化祭も体育祭も、全部うちのクラスが滅め茶ちや苦く茶ちやにするんだよ。疲つかれるだけだって」


「あたしはそういうのに憧あこがれる」


「わたしも楽しかったですよ」


　夕菜も千早と同じことを言った。


「Ｂ組の人たちって仲良しじゃないですか。だからいい思い出ばかりです」


「仲なんか良くないよ」


「いいですよ。皆みなさん和樹さんのことが大好きじゃないですか」


「そりゃ好きだって言ってるけどね」


「楽しいですよね」


「楽しくないところまで、無む理りに楽しくなったって言うか……なんかの陰いん謀ぼうで笑うのを強要されたことはあるかも」


「ひねくれないでください。もっとＢ組の人たちを素す直なおに見ればいいんです。いいクラスなんですから」


「いやそれはないよ」


「あります」


「ないって」


　断だん固ことして否ひ定ていする和樹。およそＢ組に関しては、悪意が制服を着ている集団であると信じていた。


　千早は二人のやりとりを、笑いながら眺ながめていた。


「仲いいよね。式森君と宮間さん」


　和樹はどきっとした。すかさず彼の腕うでを夕菜が摑つかむ。


「仲いいですよ」


「羨ましいな」


　和樹はどきどきしたまま、狼ろう狽ばいを続けていた。夕菜はここぞとばかりに腕をからめてくる。


　彼は反射的に身体を引いた。


「あーっ、そうやってわたしを避さけようとする」


「い、いや、避けようとしたんじゃなくて……びっくりしたから」


「びっくりすることないじゃないですか」


「だって……」


　和樹は助けを求めるように千早に視し線せんを向ける。彼女はまだ笑いながら、


「宮間さん、こういうときは怒っていいと思うよ」


「ほら。山瀬さんも言ってます」


「ええーっ」


「そのままでいてください」


　結局和樹は、夕菜に密着されたままフレンチトーストを食べることになった。


　千早がその姿を、じっと見つめている。


　和樹はそれが、なんだかくすぐったかった。千早の視線は好こう奇き心しんだけではない。昔むかしを懐なつかしむようなものなのだ。小さい頃のアルバムを開き、写真を指さして記き憶おくをたどるような、そんな感じ。


　夕菜も同じことを思ったらしく、


「山瀬さん、なにかあったんですか？」


「なに？」


「ずっと和樹さんを見てますから」


「ごめんごめん。三本の指でパンをつまむ癖くせがね、変わってないなって」


「変わって……？」


「あっ、そういう食べ方なんだなって」


　彼女は急いで訂てい正せいした。


「良く知ってますね。和樹さん、食べ方が変わってるんですよ」


　夕菜が言った。


「そうかなあ」


　納得いかない和樹。


「そうですよ。修学旅行でも言われてたじゃないですか」


「……修学旅行、どこだった？」


　千早が訊く。


「京都でした」


「二年生の時だよね」


「ええ。楽しかったです。お寺とかたくさん見て回りました。怖こわい目にもあったんですけど」


　少しだけ、千早の身体に緊きん張ちようが走った。


「……他の学校の生徒とかと、一緒に移動しなかった？」


「えーっと、ないですね」


　考えてから、夕菜は続けた。


「ずっとうちのクラスの人たちと一緒でした。もし他の学校の人たちもいたら、すごくいい思い出になったかもしれません」


「そっか……」


　寂さびしげな顔をする千早。


「やっぱり覚えてないか」


「？　なにがでしょう」


「なんでもない。あたしも修学旅行が京都だったから、ちょっとね」


「そうなんだ」


　和樹が明るい顔になった。


「山瀬さんも同じだったんだ。どこ回ったの」


「清きよ水みず寺でらとか賀か茂も社しやとか」


「それ、僕たちと同じとこだよ」


　ちょっとした発見に、和樹は勢い込んだ。


「もしかしたら、一緒の順路を回ったり、一緒のところでお参まいりしたかもね」


「したんじゃないかな。お昼も一緒に食べたりね」


「だったら良かったね」


　和樹は笑った。夕菜もつられて笑う。その間、千早はなにも言わなかった。


「……あたしの修学旅行もね、楽しかったんだよ」


　静かに千早が喋しやべる。


「最初は仲の良い女の子達と回っていたんだけど、途と中ちゆうで昔の知り合いに会ったんだ。久ひさしぶりだったから、びっくりした」


「ドラマみたいだね」


「そうなんだけど、本当のことなの。でね、あたしも怖い目にあっちゃって、そのときは驚おどろいたけど、やっぱり楽しかった。懐かしい人だったから、そのことがもう忘れられないんだ」


「ふうん、そんなに懐かしかったんだ」


「うん。飛び上がるくらい嬉うれしかったよ。夢ゆめかと思った」


「その人って……男なの？」


　千早は、じっと和樹を見つめた。


「どっちだろ」


「教えてよ」


「教えられないな。というか……思い出して欲しい」


「えっ」


「無理だよね……」


　最後の言葉は、小さすぎて聞き取れなかった。


　しばらく沈ちん黙もくが続く。三人は飲み物のお代わりを頼んだ。もちろん料金を取られるが、リーズナブルなので気にならない。


　新しいグラスが運ばれてくる。和樹は薄うすい紙を破って、細いストローを取り出した。


　千早がさりげなく、紙を取り上げて丸めた。


「あー、山瀬さん」


「水すい滴てきたらして、しわくちゃになったの延のばすんでしょ。駄だ目め。テーブルが濡ぬれるから」


「……よく分かったなあ」


　和樹は感心した。千早は「まあね」と呟つぶやいている。


「……やっぱり山瀬さんって、和樹さんのこと良く知ってるみたいですね」


　と夕菜。


「そうでもないよ」


「癖くせまで知ってましたよ」


「でも、あたしが知っていても、式森君が知らなかったらストーカーだよ」


「そうかもしれませんけど、前からの友達みたいですから」


「それ、なんだか嬉しいな」


　千早は屈くつ託たくのない表情になった。


「式森君の友達か……。あたし、前にもそんなこと言ったよね。覚えてる？」


「うん」


「わたしも覚えてます」


　廊下で出会ったときだ。千早は明るい表情で、「友達になって欲しい」と口にしたのだ。


　千早がかしこまった。椅い子すに深く腰こしかけ、膝ひざに両手を置く。


「じゃあ、あらためてお願い。友達になってくれますか」


「もちろん」


「いいですよ」


　千早は、心しん底そこほっとしたようになった。


「良かった。あたし、こういうの苦手なの」


「なんだか、お見合いみたいでしたね」


　夕菜がくすりとする。


「転校生だしね、やっぱりこっちに友達いないから」


「いないんですか？　山瀬さん社交的に見えるのに」


「いたっていうか、いなくなったのかな」


「いなくなったって……なにか不幸でも……」


「ちょっと違ちがうんだ。宮間さん、例たとえばさ、小さいころ友達だった人と、ずっと友達でいたいと思う？」


　奇き妙みような質問だったが、千早は真しん剣けんだった。


「ええ。思います」


「じゃあ、その友達が宮間さんのこと忘れちゃったらどう思う？」


「それは……嫌いやです。わたしが覚えているのにその人が忘れてるなんて、友達じゃないっていうか……今までのことが全部なかったことと同じです。そんなの寂しすぎます」


「そうだよね。あたしだって同じだよ」


　彼女は木製の椅子にもたれた。ふっと息をつく。


「Ｂ組に杜もり崎さき沙さ弓ゆみって娘こ、いるでしょ」


「ええ」


　背の高い格かく闘とう美少女である。二人とも良く知っていた。


「昨日きのう、あの娘に会ったんだ。少し話もしたんだけど……」


　ふと視線をそらした。


「沙弓って無口でしょ。お喋りじゃないよね。だからかもしれないけど、なんだかあたしのこと警けい戒かいしててね。ずっとよそよそしかった。中学の時の話題もしたんだけど、嚙かみ合わなくて。あたしのこと分からないみたいなんだ」


　遠くを見るような目になる。諦あきらめたような、それでいて寂しそうな瞳ひとみをしていた。


「それにあたしの知り合い──修学旅行の時の懐かしい人にも会えたんだけど、やっぱり覚えていなかった。悲しいよね。覚かく悟ごはしていたし、こうなると思って転校した。だけどやっぱり現実は辛い。自分のせいだから、嘆なげいちゃいけない。罰ばつなんだよね。でも──」


　目を閉とじた。達たつ観かんしたような色が浮かんでいる。二人は、千早の身体が遠くに行くような雰ふん囲い気きすら感じた。


「あの……山瀬さん」


　和樹がゆっくり声をかける。


「僕にはなんだか分からないけど、なにか悩なやみがあったら……」


「ごめん、独ひとり言だった。でも、ありがと」


　彼女は腕時計を眺めた。


「そろそろ出ようか。結けつ構こう時間すぎちゃった」


「そうだね」


「ごめんなさい、わたし、その前に」


　夕菜が立ち上がり、店の奥おくへ向かう。トイレだろう。


　店に他の客はいない。和樹と千早は、二人きりになった。


「あのさ、式森君」


「なに」


　千早は声を潜ひそめていた。


「宮間さんって、やきもち焼き？」


「えっ」


　非常にはっきりした回答があるが、彼女の口からこんな質問が出たことに驚いた。


「……うん。かなり」


「そっか。あたしも恨うらまれちゃうかな」


「どうしたの」


「ちょっと来て」


　千早が立ち、和樹の腕を引く。


「ど、どうしたの!?」


「いいから早く」


　彼女は強ごう引いんに、和樹を喫茶店から連れ出した。





　夕菜がいないまま、和樹は千早と外に出た。そのまま駅とは反対方向に歩いていく。


「どこいくんだよ。夕菜は……」


「すぐそこ」


　そこは公こう園えんであった。和樹にはあまりなじみがないが、以前いなくなった舞穂を探した時に、ここまで来たことがある。


　陽ひは沈しずんでいたので、薄うす暗ぐらかった。街がい灯とうの明かりも弱々しい。


　千早の手が離はなれた。和樹は彼女と向かい合う形になった。


「ごめんね。こんなところまで連れてきて」


「まあ……いい、けど」


「訊きたいことっていうか、話したいことがあるんだ」


「それ、夕菜が一緒じゃ駄目なの？」


「いない方がいい」


　そう言ってから彼女は、


「座らない？」


　ベンチを指さした。


　二人は古ぼけた、石でできた長椅子に座った。


　男女並んだ格かつ好こうになる。まるでカップルだった。


　和樹は戸と惑まどったままだった。いきなり公園に連れてこられ、二人きりになっても話題がない。


　千早にはあるようだった。


「ねえ式森君、さっき訊かなかったんだけど、一年生でも文化祭はあったよね」


「そりゃあったよ」


「でも喫茶店じゃ話をしてくれなかったよね。二年生の話はあったけど」


「だって夕菜が知らない話題をするのも嫌だったから。二年生になってから転校してきたんだ」


「優やさしいね。でも今は二人だけだよ。聞かせて」


　せかされる形で、和樹は話を始めた。


　一年生の文化祭は、クラスあげての演えん劇げきであった。縁えんがあってＦ組と合同でやることになり、ギリギリまで練習と準じゆん備びを続けていた。当日は手て違ちがいで火事が起こったものの、内容はおおむね好こう評ひようであった──


　和樹の説明に、千早はいちいちうなずいていた。


「楽しそうだね」


「まあ……楽しかったかな」


「思い出に残った？」


「残ったね。びっくりしたから」


　火だるまになった怪かい物ぶつに、襲おそわれそうになったのである。


「それだけ？」


「うん……？」


「Ｆ組の生徒のことは？」


「えーっと、相そう馬ま君と一緒に実行委員をやった」


「それだけ？」


「それだけかな。男同士だしね。たいした話も……」


「そうだよね……」


　千早は一瞬うつむくが、すぐに顔を上げた。


「じゃあ、あたしの文化祭の話をするね。その前に、ひとつ約やく束そくして欲しいんだけど──」


「なに」


「あたしの話を最後まで聞いて欲しいの。式森君には馬ば鹿か馬鹿しいことかもしれないし、あたしが変なこと言ってるように聞こえるかもしれない。でも、茶ちや化かさないでいてね」


「茶化さないよ。そんなことしない」


　きちんと和樹は答えた。女性に対して失礼なことをするのは、そもそも彼には不ふ可か能のうであった。


「良かった。では言います。あたしも一年生の時、演劇をやりました」


「そうなんだ」


「あたし達の演劇も、やっぱり他のクラスと合同。あたしは実行委員をやって、他のクラスの男の子と一緒になって脚きやく本ほんを作ったり、準備に没ぼつ頭とうしてた。それでね、やっと当日に間に合ったんだけど……」


　一度喋るのを止め、視線を和樹に合わせる。


「主役の男の子が酔よっぱらっちゃって、出演できなくなっちゃったの。女の子も駄目で、あたしが代わりに舞ぶ台たいに出た。相手の男の子は、他クラスの実行委員が代役をやった」


「へえ……」


　和樹は目を丸くした。


「僕の時と同じだよ」


「そのはずだよ。それで、やっぱり火事が起こって舞台は全部燃もえちゃった。あたしはその後引っ越こしちゃったけど、そのこと、特に男の子との想おもい出は、今でもしっかり心に刻きざみ込んでいます。さて──」


　彼女はクイズの司し会かい者しやのように、間をおいた。


「その男の子は、誰だれだと思いますか」


「……分かんないよ」


　和樹はあっさり根を上げた。


「ヒント。修学旅行で出会った人と、同一人物です」


「分かんない」


「ヒント。その人とは、温泉旅行でも一緒になりました」


「誰なんだろ……」


「ヒント。あたしが大好きな人です」


「うーん……」


　千早が真剣なので、和樹も本気になった。しかし、まったく思い当たらない。


　彼女の口調だと自分の知り合いのようなのだが、心当たりがない。そこまでプライベートに踏ふみ込める関係の人物はたいして多くない。もし知っていたら、すぐに思い当たるはずであった。


　かなりの時間、和樹は悩なやんでいた。


「……分からない？」


「……うん」


「では答え」


　彼女は和樹の真っ正面を向いた。その瞳の真剣さに、和樹の鼓こ動どうが速くなる。


「それは──」


　千早が口を開く。そこから一人の男の名が告つげられようと──


　しなかった。


　彼女が口をつぐんだのだ。明らかになにかを言おうとしていたのだが、強制的というより、おそらくは自分の意い志しで、彼女は喋るのを止めた。


「……やっぱり言えないや」


　千早はうつむいた。


「言ってもいいはずなんだけど……駄目だ。やっぱり」


　和樹から離れる。くるりと背を向けた。


「……山瀬さん、なにかあったの？」


「契けい約やくしたんだ。もう気にしなくていいんだけど、あたし、自分のやったことに責任があるから。妹や宮間さん、風椿さんに神城さん、あのちっちゃい女の子。それに式森君にも迷めい惑わくかけたから、まだ言う資し格かくはない」


「迷惑？　僕に？」


「そう。たくさん迷惑をかけたよ」


　和樹はなにを言ってるんだとばかりに、微笑ほほえんだ。


「そんなことないよ。まだ会ったばかりじゃないか。迷惑なんてあるはずないって」


「会ったばかりなんだよね。だから、これからいい想い出を一から作る。そうしてから初めて、あたしは式森君に、自分の大事なことを教えます」


「ふうん……」


　和樹はまだ、なにがなんだか理解できなかった。


「分かんないけど、できることがあれば、協力するよ」


「いいよそれで。今は十分」


　彼女はにこりとした。


　すると公園の入り口から、「こらーっ」と罵ば声せいが響ひびいてきた。


　夕菜が凄すごい勢いで突とつ進しんしてくるところであった。


「もーっ、二人きりでなにしてるんですか！　いきなりいなくなったと思ったら！」


　腕を振り上げ、呪じゆ文もんを唱となえようとする夕菜。そこを千早が近寄って、止める。


「安心して宮間さん。なにもしてないから」


「信じられません！」


「本当。あたしと式森君にはなにもないし、宮間さんとの仲を邪じや魔まをすることもないよ」


　それから彼女は耳元に口を近づけ、


「式森君は、あなたのものだから」


「えっ……」
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　夕菜の顔面が、朱しゆ色いろに染そまった。腕がゆっくりと下がる。


　千早は離れた。それから手を振る。


「今日はありがとう。式森君、宮間さんを送ってあげてね」


「……一緒に帰らないの？」


「あたしは一人でいいよ。そうだ、宮間さん」


　彼女は両手をメガホンみたいに口に当てた。


「宮間さんのものだけど、今だけだからね！」


　彼女はそれだけ告げると、小走りに去って行った。




　第二話　千早の料理道場










　神かみ城しろ凜りんは、こそこそしていた。


　自分に自信を持ち、常に背せ筋すじを伸のばして歩く彼女が、人目を忍しのぶようにしているのは珍めずらしい。しかも学校の中である。ほとんど挙きよ動どう不ふ審しん者しやであった。


　早朝や授業中はそれほどでもない。だが昼食後になると、彼女の眼めはしかられる寸前の子犬のようになり、気もそぞろ、人の話も上うわの空となる。放ほう課か後ごになると大変で、なんとかして姿すがたを隠かくし、自分の存そん在ざいを消そうとする。


　彼女がこれほど怯おびえるのは滅めつ多たにないことである。ここ数日は特に酷ひどく、まるで指し名めい手て配はい犯はんのようであった。


　この日も凜は、ホームルームが終わるや真っ先に教室を飛び出した。クラスメートの「部活出ないの？」の言葉も振ふり切って、下げ駄た箱ばこまで走る。


　そして、いきなり慎しん重ちようになった。


　ちらちら周囲をうかがい、壁かべづたいに、しかも木の陰かげを選んで移動を始めた。あきらかになにかに警けい戒かいしている風であった。


　下校する生徒たちの、奇き異いな視し線せんも気にせず、校門までたどり着く。


　足を止める。身をかがめ、左右を確かく認にん。


　人ひと影かげはない。


　ほっと胸をなで下ろし、一安心とばかり外に出ようとする。が、


「神城さん」


「ひゃっ!?」


　凜は跳とび上がると同時に、振り返った。


　そこにいたのは夕ゆう菜なの母親、宮みや間ま由ゆ香か里りであった。


　由香里はにこやかな表ひよう情じようで、凜を見つめていた。


「お早い帰りなのですね」


「は……はい」


「その様よう子すでは、部活動もお休みなのですか」


「え……ええ」


「わたくしがどうしてここにいるか、お分かりですね」


「承しよう知ちしてます……が……」


「が？」


　由香里が繰くり返す。凜は意を決して、言った。


「わ、私は、その、あのような特とつ訓くんを、もう遠えん慮りよしたいかと……」


「遠慮ですか？」


　夕菜母の声こわ音ねは変わらない。それが彼女には、不ぶ気き味みであった。


「控ひかえめなのですね、神城さんは」


「そうではありません！　私はガレー船の漕こぎ手ではないのです。来る日も来る日も同じことの繰り返しは、さすがに……！」


「神城さん」


　由香里の声が、若じやつ干かん低くなった。


「お料理も剣けん道どうと同じです。練れん習しゆうこそが上じよう達たつの道なのです」


「それはそうですが……」


「それにわたくしは約やく束そくしました。立りつ派ぱな日本の淑しゆく女じよになれるよう、神城さんを鍛きたえると」


「し、しかし料理ではなくてもよいのではないかと」


「よくありません。他た家けの娘むすめさんとはいえ、あのような料理を放ほう置ちしては、全すべての母親の名折れです。ここしばらく神城さんの姿が見えませんでしたが、もう逃にがしませんよ」


　凜の腕うでが摑つかまれた。華きや奢しやで、どう見ても凜の方が力がありそうなのに、どうしてかまったく外せなかった。


「お願いです。武ぶ士しの情なさけです。見み逃のがしてください」


「残念ながら今は江え戸ど時代ではありません」


「後ご生しようです……！」


　凜は悲ひ鳴めいを上げながら、ずるずると引きずられていった。





　　　　○





　翌日。昼休み。


　凜は心身共に疲つかれ果てた様子で、中庭に座り込んでいた。


　昨日きのうはほぼ一晩中、由香里の手によって料理の特とつ訓くんをさせられていたのである。包ほう丁ちようの使い方に始まり、米の研とぎ方、出だ汁しの取り方、煮に付つけの仕方と、「殿との方がたの心をほっとさせるような」調理法を教え込まれていた。


　ただし、これで上う手まくなったのかというと、別になっていない。一部の調理法はむしろ低下していた。成果が出れば凜もやる気が出るのだろうが、見事に変化がないため、ここまでやつれているのであった。


　そんな彼女を、式しき森もり和かず樹きほか、いつもの面めん子つが心配そうに覗のぞき込んでいた。


「凜ちゃん、平気？」


　和樹の言葉に、凜は息も絶たえ絶だえに答えた。


「平気じゃない……」


　疲ひ労ろう困こん憊ぱいのあまり、授業中も半分眠ねむったようになっていたのである。おかげできちんと取ったはずのノートには、象しよう形けい文も字じが書いてあった。


「お母様って、そんなに厳きびしいですか？」


　宮間夕菜が訊く。


「厳しいなどというものではありません。夕菜さんは、よく耐たえられましたね」


「お料理は好きですから」


「私にとっては苦く行ぎようです。米は洗せん剤ざいで研ぐものではないとか、味み噌そ汁しるに仁じん丹たんを入れるなとか、隠し味とは調味料を金きん庫こにしまうことではないとか、もう覚えることばかりで頭が爆ばく発はつしそうです」


「それって普ふ通つうじゃ……というか凜さん、お米を洗剤で研ごうとしたんですか？」


　した。


　凜はこのように、料理への知識が普通ではないのである。学校の成績もいいし、人格も安定しているのだが、家事だけは駄だ目めなのだ。米こめ粒つぶに写しや経きようをすることより困こん難なんなのである。


「でもまあ、夕菜ちゃんのお母さんがイタリアに行くまでの我が慢まんじゃないの？」


　風かぜ椿つばき玖く里り子こが言う。


「先の見えない苦しさじゃないんだから」


「そうなのですが、どうも私を見てやる気がみなぎっているらしく」


　と凜。


「『このままでは安心してイタリアに戻れない』などとおっしゃるのです。悩みを解決して、すっきりしたいと」


　現在のところ、由香里の気がかりは二つある。


　一つは夕菜の恋れん愛あいである。未来の夫（のはず）である和樹との仲が一いつ向こうに進しん展てんしておらず、市し街がいの破は壊かいばかりが派は手でになっていた。母親として誠まことに頭が痛い。


　もう一つが凜の料理である。「下へ手た」という単語の定てい義ぎを根こん本ぽんからやり直さなければならないほどの腕うで前まえなので、見み過すごしておけないのだ。むずむずするのである。彼女の身体からだに流れる女の血がそうさせるのだ。


　凜にしてみれば、たまったものではない。


「嫌いやだったら、適てき当とうにやってなさいよ。夕菜ちゃんのお母さんもいつかはイタリアに行くんだし、もしかしたら、間違って凜の腕うで前まえが上がるかもしれないし」


「間違って上がるのも妙みような話ですが……」


「あんたもなんだかんだで続けてるんだから、たいしたもんだとは思うけど」


「下手よりは上手い方がよいので」


「そりゃそうね。じゃああんたが頑がん張ばるってことで」


　と玖里子が言ったが、凜の顔はいっそう暗くなった。


「実は……夕菜さんのお母様が、試し験けんをすると言っているのです」


「なによそれ」


「私の作る料理がどれだけ美お味いしくなったか、テストをしたいらしいのです。もし不合格だったら、考えがあると」


「考えって？」


「私にもさっぱり」


　凜は何度も由香里に聞いたのだが、夕菜母は微笑ほほえむだけでなにも答えてはくれなかったのだ。


「自信はあるの？」


　無言で首を振る凜。


「でしょうねえ……」


「にゃー、凜さんは、いつも通りでいいと思うー」


　栗くり丘おか舞まい穂ほが、背せ伸のびをしながら言う、


「そうか？」


「うん。とっても酷ひどいご飯はんだから、食べた夕菜さんのお母さんが病気になったり、もしかしたら死……」


　玖里子が急いで舞穂の口を塞ふさいだ。


　凜はげっそりし、珍しく、羨うらやましそうに他ほかの女の子たちを見つめていた。


　夕菜はもとより、玖里子も、舞穂でさえ料理は上手い。料理当番は輪りん番ばん制せいなのだが、三人とも競きそうように美味しい食事を作ってくるのだ。凜だけが論ろん外がいなのである。


　中庭の一角を、無む言ごんが支配する。凜は試験のことでどんよりとし、他の面子は哀あわれむようになっていた。


　別方向から声がかかった。


「式森君」


　小さく手を振っているのは、転校生の山やま瀬せ千ち早はやであった。


「伊い庭ば先生が呼んでたよ。なんか用事忘れたんじゃない」


　いけねと呟つぶやき、和樹は職しよく員いん棟とうに走っていった。


　あとには底なし沼ぬまに落ちたような女の子たちが残った。


「どうしたの？」


　疑ぎ問もん符ふを浮うかべる千早に、夕菜が説明をした。


　聞かされた千早は目を丸くしていた。「およそ食べ物と名付けるのにためらいが出る」ということが、どうしても理解できないようであった。


「でも、テストがあるなら、それまでに上手くなればいいんじゃないかな」


「それができれば苦労しない」と、凜も含ふくめた全員が唱しよう和わした。


　さすがに千早も驚おどろいたようで、


「そ、そうなのかな。やってできないことないと思うけど」


「どうでしょう」


　夕菜が疑問を口にする。


「みんなで協力すれば、できるんじゃないかな」


「全員でですか」


「あたしも手伝うよ」


「山瀬さん、料理は自信あります？」


「そこそこ。あたしも下手だったけど、特訓したもん。神城さんならできるって」


「前向きですね」


　夕菜は感心した。彼女も悲ひ観かん的てきな方ではないが、なにしろ凜の料理である。


「やってみようよ」


「……いいけど」


　消しよう極きよく的な賛さん成せいをする玖里子。


「どこでやる？　夕菜ちゃんのお母さん、学校の外で待ちかまえてるわよ」


「調ちよう理り実じつ習しゆう室しつでいいですよ。あたし、頼たのんでみます」


「……じゃ、やるか」


　玖里子に続き、夕菜と舞穂もうなずいた。


「清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りるつもりで」


「にゃー、ドン・キホーテだー」


　変な言い回しに千早は戸と惑まどった様子を見せたが、すぐに「許可をもらってくるから」と告つげて、去っていった。





　　　　○





　その日の放課後。


　葵学園の調理実習室に、一行は集合した。千早が頼んだおかげで、かなり遅おそくまで使えることになっていた。


　水道とガスを確かく認にんする。主役の凜だけではなく、和樹も含めた全員がエプロンを着用していた。


「なにから作りましょうか」


　と夕菜。


「お母様は、テーマとか言いました？」


「そういうのはありません。ただ、『美お味いしい料理を作って欲ほしい』と」


　曖あい昧まいかつ困こん難なんな課題であった。


　凜はエプロンのひもを締しめ直した。


「とりあえず、まともな弁べん当とうを作れるようになろうと思います」


「前にもそんなことしましたね」


「はい。せめてあれよりも上じよう手ずにならないと」


　彼女はまな板を用意した。布ふ巾きんで表面を軽く拭ふく。


「とりあえず、ウインナーでも……」


　凜がぶつぶつ呟つぶやく。千早は彼女の手つきをじっくり眺ながめていた。


　その袖そでを、玖里子が引っ張った。


「山瀬さん、もっと下がった方が良いいわよ」


「はい？」


　いつの間にか、夕菜も舞穂も、遠くに離はなれてこちらをうかがっていた。和樹なんぞは一番隅すみっこで小さくなっている。


「え、どうして……？」


「早く」


　千早は強ごう引いんに連れてゆかれた。


「はいこれ」


　玖里子に、巨きよ大だいな透とう明めいの板を渡わたされた。暴ぼう徒との投石から身を守る盾たてみたいだ。「これの陰かげに隠かくれて」と言われる。よく見ると、全員同じようにしていた。


　千早は怪け訝げんに感じながらも、言うとおりにした。なんだか機き動どう隊たい員いんのようであった。


「始まるわよ……」


　玖里子が囁ささやく。


　やがて。


　空気を切り裂さく音がした。


　なにか飛んできた、と千早が思った瞬しゆん間かん、尖とがったものが板の表面に突つき刺ささった。


「こ……これ……」


「頭を上げちゃ駄だ目めよ」


「風椿さん……包ほう丁ちようが……」




[image: ]


　凜の手元にあったはずの刃は物ものが、一直線に向かってきたのである。盾たてがなかったら、眉み間けんに刺さっていたはずであった。


「あ、あたし、神城さんに嫌きらわれることしたのかな……」


「考えたら死ぬわよ」


　忠ちゆう告こく通り、千早は心を空からっぽにしようとした。


　しかし状じよう況きようがそれを許さなかった。どこぞの国のデモ隊のように、様さま々ざまなものが飛んでくるのである。おたま、菜さい箸ばし、鍋なべ、フライ返し、空あき缶かん等など々など。次から次へと樹じゆ脂しの盾にものが当たり、瞬またたく間にでこぼこになっていく。


　千早の心には信じられない気持ちと、恐きよう怖ふが渦うず巻まき、ただただ震ふるえ上がっていた。


「山瀬さん。動かないで、じっとしていてください」


　夕菜に言われるまでもなかった。身体が硬こう直ちよくしていたのである。


　コンロがまるで油ゆ田でんのように炎ほのおを噴ふき上げている。爆ばく竹ちく顔負けの音を立てて油が跳はね回り、水すい蒸じよう気きが実習室に立ちこめた。


　凜は材料相手に孤こ独どくな戦いを続けている。両手を使い、刃は物ものを振り回していた。


　千早にはこれが現実とは思えなかった。どう考えても戦せん場じようである。おまけに、彼女を除けば全員冷れい静せいに事じ態たいを受け止めていた。こっちは動けないというのに。


「きゃっ！」


　足あし下もとに柳やなぎ刃ば包丁が突き刺さった。九十度曲がっている。そのため盾を回り込んだのだ。なんとなくだが、「あ……包丁も折れることあるんだな……」と思った。


「ねえ、山瀬さん」


　和樹が後ろで手て招まねきをしていた。


「ここまで来た方がいいよ」


「う……うん」


　歩けるかなと思ったが、幸い先ほどのショックで緊きん張ちようが解とけていた。


　和樹の隣となりに並ならぶ。


　彼の盾たてもでこぼこになっていた。ここまで飛んできたらしい。


「山瀬さん初めてなんだから、目をつぶっているといいよ」


「式森君……よく平気だね」


「あまり平気でもないけど」


　和樹が首をすくめる。回転しながら飛来した鍋なべの蓋ふたが、樹じゆ脂しの上三分の一をごっそり刈かり取った。


「いつもこんななの？」


「今日はちょっと激はげしいかな」


　和樹の言葉に、夕菜も前を向いたままうなずいた。


「……みんな落ち着いてるね」


「だって凜さん、料理下へ手たなのー」


　これは舞穂だ。にこにこしている。この小さい娘こは、なにがあっても楽しそうだ。


「だから盾も用意したんだよ」


「……そういう問題なのかな」


　かんかんかんと音がする。散さん弾だんみたいなものが降り注いでいるのだ。恐おそる恐るうかがうと、凜が電でん気き洗せん濯たく機きばりのスピードで米を研といでいた。


「こ、これ……米こめ粒つぶなの……？」


　樹脂製の盾に蜘く蛛もの巣す状じようのひびが入る。今にも砕くだけそうだ。


「ね……近寄っていい？」


　千早は恐きよう怖ふが抑おさえられなくなった。返事を待たず、和樹にしがみつく。


「や、山瀬さん？」


「怖こわい……」


「……あーっ、なにしてるんです」


　振り向いた夕菜が怒ど鳴なった。


「山瀬さん、勝手なことしないでください！」


「宮間さん……あたし本当に怖いんだけど……」


「和樹さんに抱だきつくなんて！」


　ぱかーんと甲かん高だかい音がした。フライパンが真っ二つになったのだ。


「離はなれてください！」


「だって……怖……」


「だからって！」


　夕菜が喧けん噪そうの中、割って入ろうとする。


「夕菜夕菜、引っ張らないで！」


「和樹さんもへらへらしない！」


「してないから！」


　また炎が上がった。油に引いん火かしたらしい。燃もえ上がり方が化学工場の火か災さい並なみだ。


　熱波が押おし寄せる。


「あちあち！」


「そんなに山瀬さんとくっついていたら、熱いに決まってます！」


「そうじゃなくて！」


　弁解する和樹に激げつ高こうする夕菜。


　千早はそれどころではない。死の予感すらしてきたのだ。


　落らく雷らいばりの衝しよう撃げき。コンロが吹ふき飛んだのが見える。さしもの凜も転てん倒とうする。


「撤てつ退たい！」


　盾を投げ捨て、玖里子が叫さけぶ。


「もうここはもたないわ！　逃げるわよ！」


「やっぱりー」


　こんな状況になっても舞穂は楽しそうだ。


　玖里子は匍ほ匐ふくのまま前進し、目を回している凜を引きずった。手で逃げろ逃げろと合図をする。


「どこに逃げるんです!?」


　和樹が訊きく。


「どこでもいいわよ！」


　怒ど鳴なり返す玖里子。室内の温度が急きゆう上じよう昇しようするのが分かる。


　千早も怯おびえている場合ではなくなり、必ひつ死しになって逃げ出した。夕菜は逃げながら、まだなにか和樹に言っている。


　全員、調理実習室から脱だつ出しゆつした。


　爆発が起こったのは、その直後であった。





　爆発直前、夕菜と玖里子が魔ま法ほうで防ぼう壁へきを張ったため、被ひ害がいは最小限に食い止められた。それでも調理実習室の被害は甚じん大だいで、復ふつ旧きゆうさせるのには魔法だけでは追いつかなかった。


　とりあえず、被害回復はできる限りおこなうことにして、あとは玖里子が業者を呼んで直すことにした。


　人じん的てき被害はなかった。奇き跡せき的にも薄うす汚よごれただけである。ただ凜だけは、相当しょげていた。


「やはり、私には料理の才能はないのでしょうか……」


　皆みな「分かりきったことを」という顔をしていたが、口に出したりはしない。


「……まあ、ここまでのことができるのも、才能には違ちがいないわ」


　と玖里子。


「どんどん被害が大きくなってますからね」


　夕菜もうなずく。


「生きてるんだから、いいんじゃないかな」


　和樹は達たつ観かんしたようだ。


「いつになったら学校が壊こわれるのー？」


　舞穂は無む邪じや気きである。


　さすがに千早はなにも言わなかったが、「大だい丈じよう夫ぶなのかな……」と思っていた。


「ここまできたら、あとには引けないわよね」


　玖里子が凜に確認をする。


「ええ……」


「試験が待ってるわけだし、合格しないとなにがあるか分からないから」


「はい」


　悲ひ壮そうな表情の凜。


「でも、お母様はそれほど厳きびしいことは言わないと思いますけど」


　と夕菜。


「案外、今のままでも大丈夫じゃ……」


「ですが、私にかなりプレッシャーをかけているのです。なにか考えるところがあるらしく……」


　頭を悩ましている。千早だけが「この破は壊かい活動のせいじゃないかな」と思っていた。


「考えていてもしょうがないわ。続き続き」


　玖里子が手を叩たたいた。


「凜は料理の準備をして。あたしたちは防具を用意しないと。とりあえず米軍用のボディアーマーと、チタン装そう甲こうのシェルターと、バリケード用のコンクリートブロックと……」


「待ってください風椿さん」


　慌あわてて千早は止めた。


「料理を作るんですよね」


「死にたいの？」


「死にたくありませんけど……でも戦争じゃないんですから」


「似にたようなものだと思うけど」


「もっと工夫しましょうよ」


「どうやって？　凜に改かい造ぞう手しゆ術じゆつでもほどこす？」


「それはちょっと……」


　とっさにはいい手段を思いつかないが、少なくとも料理っぽくはしたかった。


　和樹が小さく手をあげた。


「僕たちが、遠くから無線で指示するのは？」


「自信がない……」


　と凜が答える。


「結局は同じ失敗を繰くり返すような気がする」


「じゃあ二に人にん羽ば織おりみたいに、凜の手をあたしたちが摑つかむとか」


　これは玖里子。


「そうやって、こっちで動かせば」


「それは料理と言えないような……」


　夕菜が言った。


「でしたら、いっそわたし達で作りましょう。下ごしらえだけでもすれば、かなり楽になります」


「いえ、やはり自分で作りたいのです」


　凜が反はん駁ばくする。


「そうでなければ意味がありません。夕菜さんの母上も、許してくれないでしょう。そもそも私自身のためになりません」


　なにか期きするものがあるのか、いつの間にか彼女の決意は固くなっていた。


　全員、うーむと唸うなった。


　凜が作るということ自体、かなり高いハードルなのである。ことごとく失敗しているのだ。舞穂が一人だけ「夕菜さんのお母さんに無む理り矢理食べさせちゃえば、ショックで許してくれるか、死……」と言い出したが、よってたかって黙だまらせた。


　しばらく考えてから、千早が言い出した。


「やっぱり、あたし達が手伝うしかないのかな……」


「そりゃそうよ。だからさっきからこんなに……」


　玖里子の言葉を千早は制した。


「そうなんですけど、もっと確実にやりましょう。遠くから見てるんじゃなくて、あたしたちは近くにいるようにするんです。神城さんが変なことしようとしたら、その場で注意すれば」


　つまり、すぐそばで監かん視しをしようというのである。離れているから、凜の暴ぼう走そうを止めようにも止められない。ならばいっそ近くにいれば、手出しもしやすいというわけである。


「あたしたちが作ることになるんじゃない？」


「料理するのは神城さんです。あたしたちは忠告して、危あぶなくなったら止めます」


「……そうね。他ほかにアイディアもないから」


　玖里子が賛さん成せいした。和樹、夕菜、舞穂とも異い存ぞんはない。


　それから凜を取り囲んでの料理特とつ訓くんが始まった。


　やってみると、存ぞん外がいうまくいった。凜が危険な行こう為いをしようとするときは、誰かが手を出して止めるのである。一人だけではなく、五人で見ているため、かなりのピンチにも土ど壇たん場ばでなんとかなった。


　ただし、スピードはかなり遅おそくなった。意見をするのも五人なのである。和樹はそれほど言うことがないが、女の子達はいずれも料理ができるので口出しするのだ。それらが適てき切せつなだけに、凜の手はかなり鈍にぶくなっていた。


　どんどん夜は更ふけていき、やがて空が白しらみ始めた。


　注意深くなっただけあって、弁当はかなり形になってきた。大勢で作っただけのことはある。


　この時間になると、完かん徹てつ同どう然ぜんである。危き険けん性せいが薄うすれたこともあり、まず和樹がダウンした。部屋の隅すみで横になる。


　続いて玖里子も眠ねむりこけ、舞穂も丸くなった。夕菜もうつらうつらと船を漕こぐ。


　気づくと、起きているのは凜と千早だけになっていた。


「山瀬さん、眠くないのですか？」


　凜が訊きいた。


「もうそろそろ朝になります。お疲つかれでは」


「ん？　あたし、結構夜よ更ふかしする方だから」


　千早はちょっと笑った。


「平気だよ。神城さんは大だい丈じよう夫ぶ？」


「私はなんとか仕上げないと」


　そう言って、まな板に向き直る。


　まだまだぎこちないが、つきっきりで注意しているせいか、少なくとも室内を破は壊かいするようなことはなくなっていた。


「疲れたら遠えん慮りよなく休んでください」


「平気だって。神城さんは？」


「私はかなり眠いですが、なんとか……」


　あくびを嚙かみ殺す凜。千早はそんな仕草を見つめながら、


「ね、なんでお弁当にこだわってるの？」


「え……」


　剣けん豪ごう少女の手が、一瞬止まった。


「普ふ通つうの食事でも良かったんじゃない？　カレーとかなら簡かん単たんだったよ」


「……思い入れがあるのです」


　凜は、声を小さくして喋しやべった。


「以前……その、お世話になった先せん輩ぱいが転てん校こうすることになって、弁当を作ろうとしたことがありました。それ以来、料理をしようとすると、思い出してしまって」


「その時はきちんとできたの？」


「完成はしました。ただ渡わたす機会を逸いつしてしまい……」


「……そうなんだ。あたしにもね、似にたような想おもい出がある」


　ざるを洗ってかごに入れた。


「あたしね、すっごく料理が下へ手たで、お母さんから『人を殺す気なの!?』って言われたことがあるんだ。好きじゃなかったし、妹の方が上う手まかったんだよ」


「そうですか？　とてもそうは見えませんが」


「本当。だから練習したんだ。料理をね、食べて欲ほしい人がいたから」


　千早は一度手を止める。記き憶おくを探さぐり、ゆっくりと語った。


「一年生の時なんだけどね……気になる男の子がいて、その子のために練習する気になったんだ。自分でも不ふ思し議ぎなんだけど、そうなるとなんでもできちゃうんだよね。ずーっと頑がん張ばって、人ひと並なみに料理ができるようになった」


　にこりとした。


「コックさんみたいにはいかないけど、食べた人に喜んでもらえるくらいにはなったと思うよ」


「羨うらやましいですね……。私はいつになるやら」


　ため息をつく凜。


「その男は食べたのですか？」


「ううん。まだ機会はなし。いつか食べてもらえたらいいけどね」


　悲しげに睫まつげが揺ゆれる。凜は自分の手元に集中していて、千早の心の変化に気づかなかった。


「……神城さんもいるんだよね」


「……は？」


「お弁当食べてもらいたい人がいるんじゃないのかなって」


「先輩は引っ越しされてしまったので」


「そうじゃなくて、今」


「なっ……なにを言うのです！」


　凜の顔が、見る見るうちに紅こう潮ちようした。体温まで急きゆう上じよう昇しようした感じだ。


「そんなことはありません。今はあくまで自分のためです！」


「そう？　料理の試験なんて無む視ししちゃえばいいのにやる気あるから、本当は誰だれかのためなんじゃないかなって」


　眠りこけている和樹をちらりと眺ながめる。


「あたしの知ってる人かな」


「気のせいです！」


「そうかなあ。結けつ構こう自信あるんだけど」


「誤ご解かいしないでください！　食べて欲しい男など一人も──」


「男なんて言ってないよ？」


　剣豪少女は絶ぜつ句くし、うなじまで真まっ赤かにさせていた。


「……うう……」


　千早は破は顔がんした。凜の肩かたをぽんぽん叩たたく。


「そっか、じゃあ余計ちゃんと作んなきゃね」


「ですから、誰かのためではなくて……！」


「プチトマト洗あらって」


　言い訳なんか聞こえないとばかり、指示を再開する。


　凜は今までの会話を忘れようとして、黙もく々もくと作業を続けた。すると、


「痛っ」


　中指の先に赤い条すじが走った。勢い余って切りつけたのである。


「血、出ちゃったね。絆ばん創そう膏こう持ってくるよ」


「いいです。自分でやります。そもそも余計なことを言うからですね……！」


　千早は苦笑いをする。


「あたしのせいなの？」


「そうです！」


　凜は怒おこりながら「鞄かばんに絆創膏がありますから取ってきます」と告つげ、荒あら々あらしく扉とびらを開けた。


　千早はちろりと舌を出すと、パイプ製の椅い子すに座った。ずっと立ち続けだったので、さすがに疲れていた。


　ぼんやりと食材の山を眺める。やがてふと思い立ち、再び立ち上がった。





　　　　○





　朝。まだ生徒は登校していないが、すっかり陽ひは昇のぼっていた。鳥の鳴き声も聞こえている。


　和樹は目を擦こすりながら起きあがった。しばらくぼんやりとすると、ゆっくりと周囲に目をやる。


　自分の部屋でないことに気づき、いきなり目が覚めた。隣となりで寝ねている少女を揺ゆり動かす。


「夕菜、夕菜　起きて！」


「ん……和樹さん……」


「寝ぼけてないで。僕たち料理の手伝いしていたんだよ！」


　夕菜もがばっと身を起こした。


　玖里子と舞穂は夕菜に任まかせ、和樹は凜を探さがした。


　剣豪少女は千早と一いつ緒しよに、まだキッチンに向かっていた。ただその顔には、ある種の充じゆう実じつ感かんのようなものが浮かんでいた。


「凜ちゃん、料理は……」


「できたぞ」


　彼女は、手の中の弁当箱を差し出した。


　そこにはまぎれもない「手作り弁当」があった。ゴマを載のせた白米も、タコの形のウインナーも、ほどよい焦こげ目のついたミートボールも、丁てい寧ねいに詰つめられている。


　しかもそれらは原形を保たもち、どれも美お味いしそうであった。


　和樹には驚おどろきと疑問が、同時に押おし寄よせた。


「……これ、食べられるの？」


「お前は本当に失礼なやつだな」


「こう言っちゃなんだけど、凜ちゃんの料理だよ」


「今度は大だい丈じよう夫ぶだ」


　自信たっぷりであった。隣の千早も口くち添ぞえをする。


「ちゃんと作ってあるよ」


「でも……」


「食べてみれば？」


　千早は余あまったとおぼしきおかずを見せた。弁当箱ではなく皿さらに載せられていたが、同じものだ。


　和樹は箸はしを手にしたものの、いざ目の前にするとやはり躊ちゆう躇ちよした。


「あ……えーと、ゆ、夕菜。一緒にどう？」


　夕菜にも強ごう引いんに箸を渡わたす。


「わたしも……ですか」


「僕だけ病院行きってのも……じゃなくて、食べてみようよ、ね」


　彼女もかなりためらっていたが、意を決したのかウインナーをつまんだ。


「分かりました。これを」


「僕はこれにする」


　ミートボールを箸で摑つかむ。


　和樹と夕菜は見つめ合った。それから「いっせーの、せ」で口に放り込む。


　目を固くつむって嚙かみ砕くだく。やがて、


「……あれ？」


「美お味いしい!?」


　今度は二人とも、驚きよう愕がくで顔を見合わせた。


「凄すごい、凜ちゃんこれ食べられるよ！」


「ちゃんとしたお料理になってます！」
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　和樹は玖里子と舞穂も呼んだ。半はん信しん半はん疑ぎであったが、強引に食べさせる。


　すぐに、驚きの声が響ひびき渡わたった。


「なにこれ!?　あたしの舌がどうかしちゃったの!?」


「うにゃー、美味しいけどつまんないー」


　勝手なことばかり言った。それほど意外だったのだ。どれだけ食べてもまともな味がしたので、最後に玖里子は「雹ひようでも降るんじゃないかしら」と外ばかり眺めていた。


　凜は咳せき払ばらいをした。


「皆みなさん、なにやら私の人格を無む視ししたような態たい度どを取られていますが、味はいかがでしたか」


「美味しかったよ」


　和樹が言い、他ほかの女の子たちも認める。


「これならお母様も、文句を言えません」


　夕菜だけではなく、玖里子、舞穂とも一致した意見となった。とにかく否ひ定ていのしようがない味であった。


　凜は満足げに壁かべ掛かけ時計を見上げる。


「善は急げです。夕菜さんのお母さんに会ってきます。もう起きているでしょう」


「凜さん、わたしも付き合います」


　夕菜だけではなく、和樹も言った。


「僕も行くよ」


「あたしも」


「舞穂もー」


　全員で行こうと盛もり上がる。しかし千早だけは、眠そうに手を振ふった。


「ごめん、あたしはキャンセル。眠くなってきたから」


「そっか、山瀬さんはずっと手伝っていたんだもんね」


「うん」


「すみません。ありがとうございました」


　凜が頭を下げる。


「恩おんに着ます」


「いいよ、気にしなくて……。じゃ、あたしはこれで」


　彼女は生なまゴミの入った袋ふくろを抱かかえた。


「これは捨てとくから」


「ごめんね、山瀬さん」


　和樹が申し訳なさそうにした。


「いいって。じゃあね」


　千早は大きな袋を抱かかえたまま、調理実習室から出て行った。





　ゴミ袋を校舎の裏うら手てにある収集所に置いた。ちらほらと、登校してくる生徒の姿すがたが見えた。


　千早は一度あくびをすると、縛しばってあった袋を解といた。


　中からは、先ほどのと寸すん分ぶん違わぬ弁当箱が出てきた。開けると、やはり同じご飯はんとおかずが並ならんでいる。


「……ちょっとライバルに甘あまかったかな」


　彼女はすり替えた弁当箱をしばらくもてあそんだ。しばし独ひとりごちる。


「ま、いいか。神城さんにも悪いことしたんだし」


　かけた迷めい惑わくは償つぐなわなくちゃねと呟つぶやく。それからおかずをつまんで、口に入れた。


「……うわっ、まず……」


　千早は口を塞ふさぎ、誰かに見られてなかったかと、急いであたりを確かく認にんした。




　第三話　秘める想い










「んー……」


　放課後の生徒会室で、風かぜ椿つばき玖く里り子こは本日何回目かのうなり声を発した。


　今日きようの彼女は忙いそがしかった。設楽したらヶが原はら高こう校こう生徒会との折せつ衝しように加え、校こう則そくに変へん更こうを加えようとする教師をキャバクラの割引券で懐かい柔じゆうし、文化祭での売り上げの残りが今いま頃ごろになって出てきたので、帳ちよう簿ぼをいじってとぼけた。他ほかにもネズミが出るとか朝から鳩はとがうるさいといったわけの分からない揉もめ事まであり、政せい党とうの事じ務む局きよく長ちようとマンションの管理人を一いつ緒しよくたにしたような感じであった。


　午後になってようやく暇ひまになったので、椅い子すを四つ並ならべて寝ねっ転ころがり、今は携けい帯たい電でん話わをいじっている。


　液えき晶しよう画が面めんを見ながら、「ほお」とか「あら」とか呟つぶやいている。せわしなく親おや指ゆびを動かしていたが、やがて止まった。


　じっくりと、画面を眺ながめる。


　それから「むー」と栗くり丘おか舞まい穂ほの真ま似ねをしつつ、身体からだを起こす。役員の女の子に声をかけた。


「アルバムある？」


「はい？」


「去年のアルバム。校内行事の写真を貼はった奴やつがあるでしょ。生徒会で保ほ管かんしてなかった？」


「そこの棚たなです」


　玖里子は自分で取りに行った。何なん冊さつかテーブルに積み上げ、端はしからめくっていく。


　何回か見直してから、「ないな……」と呟いて閉とじる。


「あたし、これからなにか用あったっけ」


「特にありませんが」


　眼鏡めがねをかけた一年生が返事をした。


「例の大会以来、設楽ヶ原高校とは小しよう康こう状じよう態たいです。本日の会かい談だんでしばらくは問題ありません。教職員からも抗こう議ぎはないでしょう」


「ならいいわ。それでさ、葵学園うちの生せい徒と名めい簿ぼって手に入らない？」


　女子役員は首をかしげた。


「名簿なら年度の初めに配はい布ふされるはずですが」


「あんな簡かん単たんなのじゃなくて、入学するとき、大きいカードに履り歴れきを書かされるじゃない。あれが見たいの」


「入手は可か能のうですが……」


　彼女はしばらくためらった。


「学校の金きん庫こ室しつに保管されているので、原げん本ぽんに当たるには時間がかかります。工こう作さく資し金きんも必要になりますので」


「原本はいらないわ。情じよう報ほうの一部が欲ほしいだけ。生年月日や家か族ぞく構こう成せいとか魔ま力りよくも不要。ただ、今までなにをしていたか、が知りたいのよ」


「でしたら、オンラインされていますから、抜ぬき出せば問題ありません。紙でコピーを取るよりは楽です。どなたのデータが？」


「この娘こ」


　玖里子は名前を告げた。


「時間かかる？　セキュリティがしっかりしてるんじゃない？」


「足そく跡せきを消すのに手間はかかりますが、すぐにできます。データベースを発はつ注ちゆうした業者には生こ徒ち会らの息がかかっていますので」


　そう答えると、女子役員はパソコンを起き動どうさせた。





　玖里子は情報をメモに取らず記き憶おくしてから、生徒会室を出た。自分の教室に戻もどろうとする。


　途と中ちゆうで式しき森もり和かず樹きと宮みや間ま夕ゆう菜なに会った。二人は玖里子に手を振っていた。


　彼女は軽く手を上げる。


「二人で帰るところ？　相変わらず仲がいいわね」


「なんですか、いきなり」


　和樹が苦く笑しようする。


「一緒に暮くらしているじゃないですか」


「ちょっとね。あんた達だけ？」


「さっき凜りんさんを見ましたけど」


　夕菜が後ろを振り向く。


「舞穂ちゃんは教室にいます。一緒に帰るつもりです。玖里子さんは？」


「帰るつもりだったんだけどね」


　彼女はしばし言葉を切り、


「思いついたことがあんのよ」


　玖里子はずっと、先ほどからあることを考えていた。どうということではないが、なぜか引っかかるのである。


　こう見えても細かいことが気になる性格である。がさつではあるのだが、一度引っかかるとどうしても追つい及きゆうしたくなるのだ。


「それでね、あんた達にも協力っていうか、手伝って欲しいんだけど……」


「いいですけど」


　和樹は気軽に応じた。


「僕たちだけですか？」


「凜や舞穂ちゃんもだけど」


「呼んできますよ」


「いいわ。あたしが呼んでくる。あたしの教室の前で待っていて」


「じゃあ鞄かばんを取ってきます」


「早くね。二年生のフロアであんまりうろうろしないで」


「はあ。一体なにを……」


「後で話す」


　そう告げると、玖里子は廊ろう下かを走った。





　和樹と夕菜、それに神かみ城しろ凜と舞穂は、三年Ｅ組の教室にいた。正確には教室の前の廊下、である。


　ここで立ち話としゃれ込んでいた。ただし内容はちょっと変わっていた。


「まあ詳くわしいことは省はぶくけど」


　と玖里子は言った。


「気になる娘こがいるので調べたい、というわけ」


「誰だれが気になるんですか？」


　和樹が質問する。


「山やま瀬せ千ち早はや」


　はっきりと、玖里子は答えた。


　和樹達は、同じように疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。


「玖里子さんも何回か会ったじゃないですか」


「会ったわね」


「普ふ通つうでしたよ」


「そうね。あたしも普通だと思っていたけど、色々とね」


「なんですかそれ」


「色々よ」


　彼女は生徒会室でのことは伏ふせていた。なんとなくだが、あまりおおやけにしない方がいいだろうという予感がしていた。


「でもなんか引っかかるのよ」


「にゃー、山瀬さんが美人だからー？」


　舞穂が訊きく。


「美人ね。あたしほどじゃないけど。でもそうじゃなくて」


　彼女はぐるっと一同を見回す。


「あんたたちも疑問に思ったりはしてない？　初対面なのになんでも知ってそうだとか」


　夕菜が凜と顔を見合わせていた。


「確たしかにそうかもしれませんけど」


　と夕菜。


「でも人のことは分からないですから」


「夕菜さんのおっしゃるとおりです。疑問がないとは言いませんが」


　凜ははっきりと、玖里子をいぶかしがっていた。


「あたしは気になるのよねえ……くだらないと分かってんだけど。あのね、山瀬さんって、最近あたしたちと一いつ緒しよにいるじゃない」


「そうですね」


「なんで一緒にいるの？」


　皆、きょとんとした。


「なんでって、それは……」


　和樹が喋しやべろうとして、口ごもる。「言われてみれば」という顔をしていた。


「えー……友達だからじゃないんですか」


「友達だから。それはいいわ。なんで友達になったの」


「理由はいらないと思うんですけど」


「それはそう」


　あっさりと玖里子は認める。しかし表ひよう情じようには、ありありと疑問の色が浮かんでいた。


「だけどさあ、もしかしたらなにかがあるかもしれないじゃない。ほら……あー、なんていうかな、あたしたちと同じような」


　和樹は相変わらず要よう領りようの得えない顔をしている。夕菜と凜は、今の言葉にぴんときたのか若じやつ干かんこわばった。


「裏うらがありそうじゃない」


　和樹が笑った。


「裏って、まさか世せ界かい征せい服ふくとかですか」


「馬ば鹿かね。もっと身近なことよ」


「……はあ？」


　玖里子は和樹に聞こえないよう、「鈍どん感かんを相手にすると疲つかれる」と呟く。それから女の子だけに手て招まねきをし、


「和樹は離はなれてて」


「なんなんです」


「女だけの話になるから」


　玖里子は和樹を遠ざけると、声を潜ひそめた。


「あのさあ、あたし考えたんだけど……山瀬さんってあたしたちと目的同じなんじゃない？」


　夕菜がぐっと顔を近づける。


「目的って、まさか……」


　玖里子はうなずいた。


「和樹よ」


　さっと青くなる夕菜。凜は平へい静せいを装よそおっているものの、こめかみから一ひと条すじの汗あせが垂たれていた。ずっとにこにこしているのは舞穂。


「でっ、でも、山瀬さんがなんで」


　夕菜がなんとか立ち直って訊く。


「心当たりはない？」


「そういえば……『今だけだから』とか言われましたけど……あれってやっぱり和樹さんのこと……」


　彼女は首を振った。


「でもでも、わたし達、山瀬さんと前に廊下で会ったのが初めてなんですよ。それだけで和樹さんのことが……」


「そうなのよ。だけどねえ、なんかあの娘こ、あたしたちのことをずっと前から知ってるようなのよね。前に見たことある？」


「ありませんけど」


　夕菜も凜も、もちろん舞穂も、記憶にはない。


「なくたっていいし、細かいことなんだけど、別にあたしたちの生活が変化するってわけでも……いや、どうだろ……」


　ぶつぶつ独ひとり言を言う玖里子。


「とにかく、あたしは山瀬さんがライバルになるんじゃないかと思ってるわけ。しかもかなり手て強ごわい」


「そ、そんな……」


　夕菜の顔色がどんどん悪くなる。ただでさえ和樹の周囲には女の子が群がっており、しかも本人は（夕菜視し点てんで）浮うわ気き性しようである。そこに「美人の転てん校こう生せい」などというマンガの登場人物みたいな人が現われたら、どうなるか分かったものではない。


「ど、どうしましょう」


「山瀬さんを見極めるのよ。手伝ってもらえる？」


「やります」


　決意も固く、うなずく夕菜。


「しかし、そこまでする必要があるのですか」


　まだ冷静な凜が言う。


「あるわよ。これ以上ライバルが増ふえて、あんた平気なの？」


「いやライバルなどと、私は……」


「平気なんだ」


　剣けん豪ごう少女はやや動どう揺ようしたようで、


「それは……多少気になるところではありますが……」


「でしょ。だから、確かく認にんしたいわけ」


「どうするのです」


　玖里子はここで、和樹を呼んだ。


「和樹、あんた山瀬さんのこと気になる？」


「普通ですけど」


「そう。でも向こうはそう思ってないかも」


「……なにをですか？」


　玖里子は口がむずむずして、鈍感男に何か言ってやりたくなった。しかし、あえてそのことには触ふれない。


「……なんかあたしの頭に引っかかっているわけ」


「気にしなくていいんじゃないんですか」


「ストッキングを裏返しにはいたみたいで、変な気分なのよ」


　玖里子はおかしな譬たとえをすると、全員を見渡した。


「それでみんなに協力して欲しいのよ。ちょっと演えん技ぎ力りよくが必要だけど、たいしたことじゃないわ」


「別にいいですけど」


　と和樹が言い、他の女の子たちも同意した。


　夕菜が手を上げる。


「なにをすればいいのでしょう」


「あーごめん。その都つ度ど言うから、従って」


「舞穂もー？」


　小さな女の子が自分を指さす。


「もちろん」


　玖里子はそれから腕時計を見て、


「じゃあ役やく割わりを言うから、十五分後にスタートね」


　と告げた。





　　　　○





　玖里子は二年生の教室が並ぶ廊下で、山瀬千早を捕つかまえた。彼女はちょうど帰ろうとしていたところだった。


「暇ひま？」と訊いたら「はい」と答えた。「あたし、まだ部活に入ってませんから」と続けていた。


「じゃ、ちょっと付き合ってくれる？」


　玖里子は返事を待たずに歩き出していた。千早は「いいですよ」と言ってついてくる。


　三年Ｅ組まで来て、教室の扉とびらを開ける。


　下校時間なので、中は空からっぽ同然である。千早は興きよう味み深そうに、三年生の教室を眺めている。もっとも、他ほかの学年とそれほど違いはないのだが。


　中央には打ち合わせ通り、和樹と夕菜が、離れたところには凜と舞穂がいた。


「あ、式森君だ」


　千早が手を振る。


「山瀬さん、そこ座すわって」


　和樹と夕菜の正面に、椅子が置いてあった。千早はそこに腰こしかける。


　正対するようになった。まるで面めん接せつである。和樹と夕菜が面接官で、千早が受ける側。玖里子は二人の後方に位置している。


「えーっと、あたし、まだ大学の推すい薦せん入にゆう試しの練習とかしなくていいはずなんだけど」


「面接練習じゃないから」


　玖里子はそう言いながら目で合あい図ずをした。凜と舞穂がさりげなく、千早の真後ろに移動する。


「なんていうの、あたしたちって、まだ山瀬さんのこと良く知らないから、ここらでじっくり話をして、親交を深めた方がいいかなと思ったわけ」


「そうなんですか。でもやっぱり面接みたい」


「気にしなくていいから」


　強ごう引いんに千早の疑問を封じた。


「じゃ、夕菜ちゃんから」


「はい。えー」


　夕菜はこほんと咳せき払ばらいをした。


「山瀬さんはどこの生まれですか？」


「……やっぱり、面接じゃ」


「質問にお答えください」


　千早は「面接っていうか、被ひ告こくへの質問？」と嘆なげいたが、「東京だけど」と答えた。


「そうですか。えっと、次は……」


　玖里子から教えられた質しつ問もん事じ項こうを思い出すように、


「小学校はどこですか」


「区く立りつ島しま砂すな小学校」


「中学校は？」


「島砂第一中学校」


　よどみなく答える。玖里子は「間ま違ちがってないわね」と呟いた。


「では、高校はどこなんですか」


「島砂一中を卒業してから、神か奈な川がわの清せい修しゆう学がく園えん。卒業と同時に引っ越こしたことになってるから」


　奇き妙みようなことを言った。夕菜は気にしていないが、玖里子の眉まゆがぴくりと動いた。


「えっと、じゃあ……」


　玖里子はそっと夕菜の背中をつついた。


（変へん更こう。あれに移って）


（もうですか？）


（いいから）


　夕菜は何度も咳払いをした。
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「では……和樹さんのこと、どう思いますか」


「式森君？」


　千早が聞き返す。


「ええ」


「そうだなあ……」


　彼女は考え込むように、唇くちびるに指を当てた。


「うん。いいと思ってるよ」


「なんか……微び妙みようですね」


「そうだね。でも噓うそをついたわけじゃないよ」


　軽く笑っている。


「式森君は素す晴ばらしい人だよ。それは本当に思っている。だからあたしは友達になれたことが凄すごく嬉うれしいし、宮間さんたちがとても羨うらやましい。あたしが葵学園に転校できて、ここにこうしているのはとても幸運だし感かん謝しやしている。これは噓偽いつわりのない本当の気持ち。これで答えになってる？」


　夕菜が黙だまった。やや口を尖とがらせている。


　玖里子にはその気持ちが分かった。千早の言げん動どうがあまりにも余よ裕ゆうのあるものだったので、なにもできなくなったのだ。皮ひ肉にくではなく本心にしか聞こえないので、なおさらだ。


「でも……」


　ようやく夕菜が言い返した。


「和樹さんは勉強もできないですし、スポーツもできませんよ」


　隣となりで和樹がしょげている。ときどき夕菜はこういう容よう赦しやのないことをする。


「関係ないな。あたし、通つう知ち票ひようと友達になったんじゃないから」


「う……」


「ところでこれ、なんの質問なの？」


　そう言いながら、ちらっと和樹を見たりする。


「な……なんでもいいじゃないですか」


　夕菜はふてくされたように言った。


　どうにも旗はた色いろが悪い。玖里子はいくつかの状じよう況きようを想そう定ていし、アドバイスを与あたえるために夕菜の後ろに位置したのだが、こんな状態ではなにをやっても逆ぎやく効こう果かになりそうであった。


（夕菜ちゃん、ほら、しっかり）


　とりあえず励はげましてみる。


「……山瀬さん、さっき本心だって言ってましたけど」


「うん」


「あれで全部なんですか」


「本心の一部かな」


「じゃあまだ気持ちを隠かくしているんですよね」


「さあ。どうだろ」


　夕菜の顔つきが険けわしくなっていく。千早の心情を確かめたいと言い出したのは玖里子だったが、そんなことはどうでも良くなってきたらしい。


　彼女は椅子を動かした。和樹の隣にべったりと張り付く。


　露ろ骨こつに腕を組む。


「じゃあ山瀬さんは、和樹さんのことをなんとも思ってないんですね」


「そうは言ってないよ」


「じゃあこういうことをしても平気ですか」


　夕菜は絡からめた腕に、頰ほおをすりつけた。


　慌あわてたのは和樹と玖里子だ。


「ゆ、夕菜」


（ちょっと夕菜ちゃん、やり過ぎ！）


　彼女は聞いていない。いっそう腕に力を込こめていた。


「宮間さん……大だい胆たんだね」


　さすがに千早は困ったような表情を浮かべていた。


「大胆ですよ。奥おくさんですから」


「うわ。そういうこと言っちゃうんだ」


「言っちゃいますししちゃいます」


　なにをするんだ、と思った玖里子を置き去りにして、夕菜は手を伸のばした。


　和樹の制服のボタンを外そうとする。


「でえええっ！」


　と叫さけんだのは当然和樹。


「夕菜夕菜、ちょっと！」


　彼女は抗こう議ぎを聞き流し、千早によく見えるようにしながら、ボタンに指をかける。


「動かないでください」


「なんで!?」


「わたしは奥さんなんですから」


　理論的なのかそうでないのか、いまいち不明なことを言いつつ、前をはだけようとする。


「やめてって！」


（夕菜ちゃん、そういうことはあたしの専せん売ばい特とつ許きよよ！）


　和樹は半泣きになりながら抗議し、玖里子は声を潜ひそめて文句。そして凜は、


（夕菜さん、どうして破は廉れん恥ちなことをするのです!?）


　剣豪少女は手信号で言ってきた。あらかじめ決めておいたサインである。念ねん話わでは、カンがいいと悟さとられてしまうので手の動きだけにしておいたのだ。


　それを凜が、振り回すようにして使っている。


（どうしてそんなことばかりするのです。高校生の身分で許されると思っているのですか！）


　あまり千早にプレッシャーを掛かけるのもなんなので、凜と舞穂は喋しやべらない取り決めだった。なので今も声を出すのは遠えん慮りよしているのだが、そのためか動きは激はげしい。


　夕菜は聞こえないふり、ではなく見ないふり。


「和樹さん、抵てい抗こうはしないでください」


「なんかそれ、いかがわしいんだけど……」


「いかがわしくていいんです」


　夕菜は余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。千早に見せつけるという行こう為いが、精神の留とめ金がねをいくつか解除してしまったのかもしれない。


　凜の腕振り回しは止まらない。


（なんでそこまでするのですか！　どんな必要性があります！　見み損そこないました、もっと分別をわきまえた常識人だと思っていたのに、式森のことになるとこのようなことを……！）


　こんな複ふく雑ざつな会話がこなせるようサインは決めていなかったのだが、そう言っているようにしか見えない。横にいる舞穂は、「きっと夕菜さんは和樹君とあんなことやこんなこと」と、それ以上はとても書けない指の動きをしていた。


「るんるんるーん」


（見えていないふりをしないでください！）


「るーん」


（本当は見えているんですね、見えているんでしょう!?　見えてますね！）


　凜が背後で騒さわいでいるのに気づかぬまま、千早は顔を背そむけた。さすがに気き恥はずかしくなったらしい。よく見ると、額ひたいにうっすら汗のようなものが浮いている。


（山瀬さん、動どう揺ようしてるみたいね……）


　玖里子が囁ささやいた。


「ほらやっぱり。わたしは正しいんです」


（正しくはないわよ）


　夕菜は相変わらず「男の服を脱ぬがす」という作業に熱中している。「きゃっ、もう和樹さんったら」なんてことを言っており、息こそ荒あらくないが、目は明らかに興こう奮ふんしていた。


「もう少しですよ、和樹さん」


「な、なにがもう少しなの」


「女の子に言わせないでください」


　さすがに玖里子も呆あきれた。


（あのね夕菜ちゃん……）


「夕菜さんっ!!」


　凜が勢いよく立ち上がった。ついに限界を超こえたのだ。千早のことなど無む視しして夕菜に摑つかみかかる。


「それ以上はさせません！」


「人の恋こい路じを邪じや魔ましないでください！」


「こんな欲よく望ぼうまみれのどこが恋路ですか！」


　凜が真しん剣けんを鞘さやから抜ぬいた。夕菜も負けじと精せい霊れい召しよう喚かんを始める。


「そもそも夕菜さんが、式森の隣にいることがおかしかったのです！」


「凜さんこそ、興きよう味みないふりをしていたくせに！」


「道どう徳とく観かん念ねんからの義ぎ憤ふんです！」


「噓ばっかり！」


　夕菜の精霊が形作られないまま、刀身にまとわりつく。凜はそれでも振りかぶった。


「もはや我が慢まんの限界です！」


「それはこっちの台詞せりふです！」


　ほとんど決けつ闘とう状じよう態たいであった。和樹はショックで目を回し、舞穂は無む邪じや気きに「どっちも頑がん張ばれー」と応おう援えんしている。


　玖里子は被ひ害がいを受けないように離れ、深々とため息をついた。


「……あたしのミスか。ま、こうなることは予想できたわね。教室壊こわれたらあたしのせいよねえ。言い出しっぺだし」


　千早が近づいてくる。


「質問、おしまいですか？」


「ん？　ああ」


　こうなっては千早の心を見み極きわめるもなにもないだろう。自分の気持ちに忠実な女の子たちが争っている真まっ最さい中ちゆうである。他た者しやの心をおもんぱかる余裕はない。


「終わり終わり。ごめんなさいね」


「止めなくていいんですか？」


「疲れたら勝手にやめるわよ」


　玖里子は隅すみに置かれていた自分の鞄かばんを持った。


「一緒に帰らない？」


「いいですよ。宮間さんたちと式森君は……」


「舞穂ちゃんがいるから被害はそれほど広がらないでしょ。後あと始し末まつは明日あたしがやるとして……。和樹は、慣れているから」


　死にゃしないわよと告げた。千早は不ふ思し議ぎそうではあったが、納なつ得とくしたのか笑っていた。


　二人は戦い続けるアマゾネスたちを放ほう置ちして、学校を出た。





　　　　○





　帰り際に玖里子は、千早に「うちに寄らない？」と誘さそった。


「いいですけど、どこの寮りようですか？」


「寮じゃないわよ。一いつ軒けん家や」


「そんなとこ、住んでいいんですか？」


「事情があんの」


　しばらく歩いたのち、家に着く。


　幸さいわい夕菜父も、母親の由ゆ香か里りもいなかった。玖里子は玄げん関かんの鍵かぎを開け、「上がって。楽にしていいから」と千早に言った。


　ソファに案内し、自分は二階に上がって鞄を置く。着き替がえないで下りた。


　千早は行ぎよう儀ぎ良く座すわっていた。


「広い家ですね」


「そうかしら」


「あたしの実家より広いです。一人で住んでいるんですか？」


「違ちがうわ」


　誰と住んでいるのか知りたそうだったので、付け加えた。


「和樹や夕菜ちゃんたちと暮くらしてるから」


　動どう揺ようしたかどうかは分からない。ジャブにしては弱かったかしらと考えながら、冷れい蔵ぞう庫こを開けて缶かんジュースを取り出す。


「コップいる？」


「そのままでいいです」


　オレンジジュースを千早に渡わたした。玖里子はコーラ。


　立ったまま半分ほど飲み、それからソファに腰こしを沈しずめる。
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　しばらく天てん井じようを眺ながめて思し案あんした。


「……ねえ山瀬さん」


「なんですか」


「質問してもいいかしら」


　くすりとする千早。


「さっきの続きですか？」


「今度は二人だけだから、小こ細ざい工くなしってことで」


　頭を戻もどし、千早の顔を正面から見つめる。


「いいですよ」


「手て短みじかに聞くわね。あたしたちって、前から知り合いだったかしら」


「単たん刀とう直ちよく入にゆうですね」


「さっきまでのことは謝あやまるわ。馬ば鹿か馬鹿しいことをしたし、ああなったのはあたしの責任。だから今からははっきり訊きくことにしたの」


　玖里子は真ま顔がおになっていた。


「で、どうなの」


「……知ってどうするんですか」


「どうもならないわね。だけどあたしって、いったん気にし出すと止まらないのよ。あなた、ずっと前から和樹を知ってるような口ぶりよね」


「そうでしょうか」


「そうよ」


　玖里子は携帯電話を取り出した。素早くボタンを押おして、画が像ぞうを呼び出す。


　画面を千早に向けた。


「これ、誰か分かる？」


　Ｖサインをした女の子と、戸と惑まどったような少年が写っていた。


「……あたしですね」


「それに和樹。あたしこんな写真を撮とった記き憶おくなんか全然ないんだけどさ」


　コーラの残りを飲み干す。


「なんで山瀬さんが写っているのかしら」


「なんででしょうね」


「これって、あたしたちが温泉旅行をしたときの日付なのよ。静しず岡おかに行って帰ってきただけなんだけど」


　あえてじろっと睨にらんだ。


「山瀬さんが転てん校こうしてくるより前の話なの」


　千早は表情を変えなかった。明らかな時間の矛む盾じゆんだったが平然としている。というよりも、予想していたかのような態たい度どであった。


「驚おどろかないのね」


「驚いてます」


「噓うそはなし。あなたの履り歴れきも調べたけど、あたしたちとはどこにも接点なかったわ。特に和樹とは。でもなんか、『式森君』に詳くわしいじゃない。どうして？」


　和樹と千早は昔むかしからの知り合いではないか。


　玖里子はそう疑っていた。もしかしたら、昔は葵学園にいたのかも知れない。写真もなにも残ってはいないが、そうとしか思えなかった。


　そして静岡でなにかがあった。いつものメンバーで遊んだことしか覚えていないが、携帯の写真には千早が写っている。


　つまり、千早もいたのだ。恐おそらく一緒に旅行をした。現地で出会っただけかも知れないが、とにかくそこにいた。


　そしてなにかが起こった。


　どんな事じ件けんかは不明だが、自分たちの記憶を消すようななにかがあったのだ。恐らくそのとき記録すらもなくなって。なんらかの理由で携帯の写真だけが残った。


　千早はなにも言わない。動揺しているようにも感じられない。少なくとも、表面上は平静だった。


「どうして、そんなことを知りたがるんですか」


「ライバルが増ふえるのが嫌いやだから、って夕菜ちゃんたちには言ったんだけど」


　身を乗り出す。本当はここまでするつもりはなかった。しかし言葉がスムーズに口から出た。


「妬やいてるのよ」


　千早は初めて、驚いたようになった。


「風椿さん、らしくないですね」


「そうかしら。だってあたしの知らない和樹を知ってるなんて悔くやしいじゃない」


「式森君とは男友達だと聞きました」


「そうよ。でも、いつまでもそれでいいなんて思ってないから。あたしだって、夕菜ちゃんや凜みたいに嫉しつ妬とするの。そんな感情くらいある」


　自分の気持ちをはっきり告げていた。プライドの高い彼女がこのようなことを同性に喋しやべるのは、これが初めてだった。


「残念だけど、和樹相手のレースじゃ、夕菜ちゃんや凜がリードしてるわ。あたしはずっと後ろ。でもね、だからってなにもしない、できないなんて嫌よ」


　台詞せりふを切った。しばらくためらった後、はっきりと言う。


「好きな男のことなんだから」


　しばらく、二人の間は沈ちん黙もくが支配した。


　玖里子がここまで言うのは、生まれて初めてのことである。男と二人だけで遊びに行ったことは数限りなくあるが、その時ですら言げんを左右にして伝えなかった。それが今、初対面同然の同性に、心の奥おく底そこにあることを吐と露ろしていた。


　無言の時間は、それほど長く続かなかった。


「……その気持ち、分かります」


　そう言ったのは千早だった。戸惑う玖里子。


「どういうことよ」


「あたしも風椿さんと同じなんです。焼き餅もち妬やいたり、ひがんだりしてました。それだけじゃないですね、もっと駄だ目めな、最低なところまで落ちてました。自分の気持ちをどうしても伝えられなくて、酷ひどい事件を起こしました」


「それ……もしかして静岡であったことなの？」


「言えません。言わないって決めたんです。それに……ごめんなさい、話しても分からないことだらけでしょうから」


　馬鹿にされているとは感じなかった。恐らく、本当に理解しがたい何かがあったのだろう。


「風椿さんが疑問に思うのは当然だと思います。ほのめかすことばかりしてますから。でも、あたしはみんなに迷めい惑わくをかけたんです。本当に、してはいけないことでした。今は償つぐないなんです。それが終わるまで喋らないようにしてます。多分、さっきの写真は償いを忘れさせないために、それだけが残ってるんでしょうね。こうして、風椿さんに言われているんですから」


　千早も玖里子と同じくらい真しん剣けんだった。深しん刻こくさで言えば、彼女の方が明らかに上だ。


「本当に償うつもりだったら、もう二度と会わないのが良かったのかもしれません。でも、それじゃ謝あやまることもできないから……」


　償いか。玖里子は心の中で、彼女の台詞を繰くり返した。


　十代の高校生が口にするには、あまりにも重く、不自然な単語だ。第三者から見たら生意気で背せ伸のびしていて、きっと変に思われる。そんな言葉、そもそも今の時代に使う人間がいるのだろうか。


　しかし、それでも千早は使うことをためらわなかった。きっと、そう決心させるだけのなにかがあったのだ。


「それで、その償いは、いつ終わるわけ？」


「分かりません。みんなの手助けができて、あたしが自分で納なつ得とくできたときだと思います」


「いつになるか分かんないじゃない」


「覚かく悟ごしてます」


　寂さびしそうだったが、同時に強い意い志しが感じられた。


　玖里子は半分だけ納得していた。もう半分が、まだ訊きたいことがあるとうずうずしている。


「あたしと同じだって言ったわよね」


「はい」


「あんたもあたしと同じ。だったら、和樹のことが好──」


　いきなり千早が遮さえぎった。


「言わないでください」


「なんで。あたしとあんたしかいないわよ」


「それは全部すんでから、式森君にはっきり伝えます。ですから、それまで内ない緒しよにしててください」


「──そう」


　玖里子は全身の力を抜ぬいて、だらしなくソファにもたれた。


「あたしが自分のことを喋ったのに、あんたは言わないなんてずるいわよ」


「風椿さんのことも内緒にします」


「当然よ。天下の風椿玖里子が男のことで嫉しつ妬としたなんて知られたら、笑い死にするのが出てくるわ」


　壁かべにかかっている時計を見る。かなり過ぎていた。


「そろそろ夕菜ちゃんたち帰ってくるわね」


「あたしは寮に帰ります」


　千早が立ち上がった。


「夕ゆう飯はん食べていってもいいわよ」


「いえ。門限に間に合わなくなっちゃいます」


　ぴょこんと頭を下げる千早。


「今日はどうもありがとうございました」


「礼を言われるようなことはしてないけど」


「あれだけでも話せて、少し楽になりました。やっぱり誰かに聞いてもらいたかったんです」


「そうね。あたしもよ」


　顔を見合わせて、二人は少しだけ笑った。


　玄関まで千早を見送った。外はすっかり暗くなっていた。


「それじゃあ風椿さん、さようなら」


「さよなら、千早」


　彼女は歩こうとした足を止めた。なんとも言えない仕草を見せる。


「えっと……今」


「恋敵ライバルはね、下の名前で呼ぶようにしているの」


　そして玖里子は小さく手を振った。




　第四話　試験勉強裏講座










　式しき森もり和かず樹きは授じゆ業ぎよう終しゆう了りようのチャイムが鳴なると同時に教室を出た。鞄かばんを小こ脇わきに抱かかえ、廊ろう下かでしばらくきょろきょろする。


　誰だれもいない。他ほかのクラスも授業が終わっているはずだが、誰も出てくる様よう子すはなかった。がらんとしている。


　それは彼にとって、あまり都つ合ごうが良くなかった。生徒たちが行き交かって雑ざつ然ぜんとしていたほうがいいのである。身を隠かくせるからだ。今の和樹には、隠していたい事じ情じようがあった。


　少しの間イライラと時計を見たり、二年Ｂ組の教室を眺ながめたりした。やがて教室から、一人の少女が現われる。


「ごめんなさい」


　宮みや間ま夕ゆう菜なが、和樹を見るなり謝あやまった。


「松まつ田ださんに捕つかまって、遅おくれちゃいました」


「仕し方かたない。もう大だい丈じよう夫ぶ？」


「ええ。どこに行くんですか？」


「図と書しよ室しつ」


　和樹は即そく座ざに返へん答とうした。


「昼に玖く里り子こさんと話し合ったんだ。しばらくそこに身を隠そうって」


「学校の中ですよ!?　安全なんですか」


「分からない。でも今はそこくらいしかないんだ。家に帰るわけいかないんだから」


「……そうですね」


　夕菜はうなずいた。その顔には、なにやら悲ひ愴そうなものが浮うかんでいる。


　二人の会話には、明らかな緊きん張ちよう感かんがあった。身を隠すとか安全とか、他た者しやが聞いたら「亡ぼう命めいでもするのか」と口出ししたくなる内容である。少なくとも高校生のものではない。だが和樹と夕菜は真ま面じ目めも真面目、冗じよう談だんを言ってるつもりはまるでなかった。


　和樹がそわそわし出す。


「いつまでもここにいると危あぶない」


「凜りんさんはいいんですか？」


「もう伝えてある。行くよ」


「……はい」


　和樹は夕菜をうながす。二人は後ろを振ふり返らずに走り出した。





　　　　○





　図書室というものは、本を購こう入にゆうする量と同じくらい廃はい棄きをする。世の中に本は無む限げんと言っていいくらいあるが、スペースは有ゆう限げんだ。購入を続けていればいつかは捨すてる日が来るのである。


　しかし葵あおい学がく園えんの図書室には、例外的に大量の本があった。歴れき代だいの司し書しよと図と書しよ委い員いんがとにかく捨てたがらなかったため、詰つめ込こめるだけ詰め込んだのである。そのため、大型の本ほん棚だながいくつも設せつ置ちされ、床ゆかから天てん井じようまで隙すき間まなく本で埋うまっていた。


　決して狭せまくはないのだが、それでもスペースは足りなくなり、泥どろ縄なわ式しきに棚は並ならべられていった。おかげで内部は迷めい路ろみたいになってしまい、図書委員でも「どこがどうなっているのか」分からなくなってしまった。


　古い本が多いためにかびくさく、おまけに一年に一回ほど、迷路みたいな構こう造ぞうを利用して良からぬことをたくらむ男女が出てくる。勉強する生徒ももちろんいるが、「ちょっとヤバイところ」としての評ひよう価かが定てい着ちやくしていた。


　だが今の和樹と夕菜には、それが都合良かった。身を隠すのに絶ぜつ好こうの場所なのである。


　二人は入り組んだ本棚の奥おく、入り口から見えないところにいた。


　さきほどからずっと身をかがめている。まるで石の陰かげのダンゴムシだ。陽ひがあたらないので、余よ計けいそう見えた。


「……二人とも、来るのでしょうか」


　夕菜が、もう何度目かになる質しつ問もんを発した。


「来るよ」


　和樹は安心させようと、力を込めて答えた。


「玖里子さんも凜さんもきっと来る。四人でこの危き機きから脱だつ出しゆつするんだ」


「わたし、不安です……」


「大丈夫だよ」


　木の床ゆかを踏ふむ音が響ひびいた。二人ははっとして振り返る。


　風かぜ椿つばき玖里子と神かみ城しろ凜がいた。


　どちらも息を切らしている。走ってきたのだろう。


「ごめん、待たせた」


　玖里子が詫わびた。


「見つからないようにしたから、時間くった」


「跡あとをつけられたりとか、しませんでしたか」


「平気だと思う。わざと遠回りしてきたから」


　玖里子と凜は数回深しん呼こ吸きゆうをして、同じようにしゃがんだ。


　合ごう流りゆうしたことで、和樹と夕菜はそれまでよりもほっとしていた。だがずっと支配している緊張感は、完全には解とけていない。


「どうするのです、これから」


　皆みなの不安を代だい弁べんするかのように、凜が言った。


「しばらくここにいるしかないんじゃないかな」


　と和樹。玖里子も首しゆ肯こうして、


「そうね。どっちにせよ、家には戻れないわ」


「やっかいですね」


　家というのは当然、現在暮らしている宮間健けん太た郎ろう宅たくである。この四人には、帰りたくても帰れない事情があった。


「ほとぼりが冷さめるまで、身を隠しているしかありませんか……」


　凜がため息をつく。彼女にしては珍めずらしい。


　三人は黒くろ髪かみの剣けん豪ごう少女を同どう情じようの目で見ていた。ここ数日最大の被ひ害がい者しやなのである。


「凜はずっと、あの『勉強』に付き合わされていたもんねえ」


　玖里子は心しん底そこ同情している口調であった。


「なんでこんなことになったんでしょう」


　夕菜が嘆なげく。


「本当はテスト勉強をするはずなのに」


「インターネットの使い方を教えたのがいけなかったのかなあ。検けん索さくとか便利なんだけど」


　和樹は呟つぶやいた。玖里子がそのあとに、


「呑のみ込みいいからねえ。ロックやパスワードも、どうやってかくぐり抜けちゃうのよ」


「また画が像ぞうや情じよう報ほうも多いんですよね」


「そうねえ。しかもそういうところを探さがすのも上う手まいのよ」


　全員、「はーあ」と息を吐はいた。まるで愚ぐ痴ちの大会であった。


　凜が、日本刀をぎゅっと抱えた。


「いつまで潜せん伏ぷくしているのです？」


　玖里子が返事をする。


「少なくとも、テストが終わるまでね」


「テストですか……」


　凜は恨うらめしそうになる。


「私達もテストの勉強をしなければならないのに」


「そうねえ。でも勉強しようとするとあんな目にあうのよ。堂どう々どう巡めぐりね」


「悪あく循じゆん環かんを断たち切らないと」


「できる限りやったわよ。でも悪意のない悪意には勝てないわ」


「うう……。しかし、いつまでも図書室にいるわけにはいきません」


「そうだけど……」


　不ふ意いに玖里子が顔を上げた。つられて他の人間も、彼女の目線の方向に向く。


　ショートカットの女子生徒が立っていた。その娘こは、きょとんとした顔つきで和樹たちを眺ながめていた。


「……式森君たち、なにしてるの？」


「山やま瀬せさん」


　和樹はなるべく小さい声で返事をした。


「なるべく身をかがめて。そこにいると危あぶないから」


「危ないって……なんで？」
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　山瀬千ち早はやは、心底不ふ思し議ぎそうにしている。


「えーっと……僕たちが危ないんだけど、とにかく見つかるとまずいから」


「なんかしたの？」


「したんじゃなくて、された」


「なにそれ……？」


「色々」


「もー、変なこと言わないでよ」


　千早が腰こしに両手を当てる。


「もうすぐテストあるんだよ。こんなことしてる場合？」


「だから勉強したいんだけど、させられるんだ。しょうがないから逃にげてるの」


「変なの。そうだ、探してる人いたよ」


　和樹は胸むな騒さわぎがした。


「……誰？」


「舞まい穂ほちゃん」


「げっ！」


　四人は一いつ斉せいに跳とび上がった。


「どしたの」


　和樹は顔面を蒼そう白はくにしていた。彼だけではない、他の女の子達も同様である。凜に至っては小こ刻きざみに震ふるえていた。


「や、山瀬さん、ここにいるって、舞穂ちゃんに知られてないよね!?」


「知られてないけど……」


「けど？」


「もう後ろにいるよ」


　急いで振り向くと、そこでは十三歳さいの高校生、栗くり丘おか舞穂が両手を振り回していた。


「にゃー、こんなとこにいたー」


　舞穂ははっきり分かるほど頰ほおをふくらませていた。


「みんないなくなっちゃうんだもん」


「ご……ごめん舞穂ちゃん。えっとね……こっちにもいろいろ事情があって」


「勉強したいー」


「僕たちもしたいんだけど……その……」


　和樹はちらちらと女の子達を見た。夕菜も玖里子も凜も、両方の瞳ひとみには「逃げる逃げる逃げる」と書いてあった。


「えー……また今度！」


　いきなりダッシュをする。夕菜たちも、一いつ斉せいに走り出した。


「にゃ、またー！」


「舞穂ちゃん、テストが終わったらね！」


　和樹の台詞せりふは、ドップラー効こう果かと共に図書室に残されていった。





　千早はぽかんとしたまま立ち尽つくしていた。和樹が意味不明なことを言い続けていると思ったら、突とつ然ぜん走り去ったのである。彼だけではなく、他の女の子まで同じだった。


　舞穂はなにやら怒おこっていた。


「うにゃー、あんなことばっかりー！」


　文句を言い続けている。目が大きいためか、怒った顔もなかなか可愛かわいい。


「いつまでたっても勉強できないよー」


　千早はなるべく刺し激げきしないように訊きいた。


「なにかあったの？」


「舞穂が勉強したいのに、誰も一いつ緒しよにやってくれないの」


「式森君たち、一人でやるタイプなんじゃないの？」


「違うもん。前はみんなで勉強していたのに。にゃー、酷ひどいよー」


　葵学園はもうすぐテスト期間に入る。勉強にいそしむ生徒たちの姿は、そこかしこで見られた。舞穂もやりたいらしいのだが、誰も付き合ってくれないらしい。


　千早は舞穂の頭をなでながら、


「それはちょっと酷いよね」


「でしょ」


「じゃあ、あたしが一緒にやってあげるよ」


　にこりと微笑ほほえんだ。


「本当？」


「うん。どうせしなきゃならないんだから。誰かと一緒に勉強するのって、好きだよ」


「舞穂も好きー。千早さんと一緒にする」


　彼女は跳とび上がらんばかりに喜んでいた。


「ちょうどいいや。ここでしよっか」


「わーい」


　図書室には自じ習しゆう用ようの机つくえが数多くある。静かなので、雑ざつ音おんに悩なやまされることなく勉強に集中することができた。


　二人は空あいている机を探して座った。入り組んだ本棚の近くにあり、ちょうど図書室の中央あたりだった。


　千早は自分の鞄から、筆ひつ記き用よう具ぐと教科書を出した。


「舞穂ちゃん、教科書は？」


「持ってくる」


　教室まで戻もどるのかなと思っていたら、舞穂は本棚の奥へ消えていった。


　やがて、大量の本を抱かかえてくる。


「にゃー、重いー」


　千早は手伝い、本を机の上に載のせた。


「教科書じゃなくていいの？」


「うん。図書室の本でいい」


　舞穂は千早の正面に座っていた。背が低いので足が床ゆかに届とどかず、ぶらぶらしていた。


「じゃ、なにからしよっか」


「これ」


　舞穂が本の表紙を見せた。


「保ほ健けん体たい育いく……？」


「うん」


　千早は、そんな科目の参さん考こう書しよもあるのねと感心した。舞穂はにこにこしながらページをめくっている。


「それでねそれでね、こことか勉強するの」


　勢いきおいよくページを見せた。


　次の瞬しゆん間かん、千早だけ時の流れが止まった。


　しばらく参考書を凝ぎよう視ししていたが、見る見るうちに顔が赤くなっていく。


「えっと……舞穂ちゃん……そこは……」


「×××なとこー」


　舞穂は嬉うれしそうに言った。


「あのねあのね、×××で×××××が×××になって、男と女が××××な……」


「駄だ目め、舞穂ちゃん！」


　千早は急いで身体からだを伸のばし、舞穂の口を塞ふさいだ。椅い子すがひっくり返り、大きな音を立てる。


　離はなれたところで勉強をしている三年生が、じろりとこちらを向いた。千早は愛あい想そう笑わらいをして椅子を戻す。


　小声で舞穂に言った。


「なんてこと言うの……！」


「だって書いてある」


「そうだけど、わざわざ言うこと……」


「勉強だもん。読まなきゃ覚えないもん」


　当然だ、と言いたげである。


　千早はまだ顔面を赤くしていた。


「そんなところ、テストに出るの？」


「分かんない。でも舞穂は好きだから勉強するの」


　つまり、テスト範はん囲いとも言えないところを学ぼうというのである。


「式森君とも、こんな勉強してたの？」


「うん。そしたら嫌いやがって逃にげるんだもん。夕菜さんも玖里子さんも凜さんも、みんなどっか行っちゃうの」


　舞穂はまた頰ほおをふくらませた。


　ようやく千早は和樹たちが逃げ回っているわけを理り解かいした。テスト対たい策さくとは名ばかりの、エロな勉強会なのである。確たしかに姿すがたを隠かくしたくもなる。


　千早は頰の熱を感じながら言う。


「ずっとこんな勉強をするの？」


「うん」


「……あの、あたしはちゃんとテスト勉強がしたいから……」


　不ふ意いに、舞穂の目に涙なみだが浮うかんだ。あっという間に溢あふれんばかりになる。


「わーん、千早さんまでー！」


「ちょっと、舞穂ちゃん」


「舞穂のお願いを聞いてくれないよー！」


「そ、そんなことないから」


　千早は周囲を見回しながらなだめた。


「一いつ緒しよに勉強したいって。でも、そんな単語は試し験けんに出てこないから」


「噓うそつき」


　両目を涙で一いつ杯ぱいにし、口を尖とがらせる舞穂。


「千早さんは噓つきだ」


「噓じゃないから」


「舞穂と勉強するって言った」


「勉強するよ。それは本当。でもこれは……」


「ここにいて」


　じっと見つめられ、千早はたじろいだ。


「舞穂は一緒にやりたい」


「でも……」


「やるの」


「……うん」


　うなずかざるを得えなかった。


　舞穂はたちまち機き嫌げんを直すと、また参考書を開いた。千早はさりげなさを装よそおいつつ言う。


「どうせなら、別の教科にしよっか。テストは近いんだし」


「いいよ。じゃあ国こく語ご」


　千早はほっとした。


「そうね。それがいい」


　現代文も古こ典てんも、彼女は得とく意いだ。中学生のころから成せい績せきは上じよう位いだった。活かつ用よう形けいも暗あん記きしているし、漢かん文ぶんだって読みこなせる。


　自分の教科書を広げる。舞穂に分からないところがあったら教えようと考えていた。


　しかし舞穂の持っている本を見て、彼女は戸と惑まどった。文庫本だったのである。


「それで勉強？」


「うん。現代文。先生が文章を沢たく山さん読まなきゃ駄だ目めだって言ってたから」


　それは事実である。現代文の解かい釈しやくは読んできた本の量でかなり左右されてしまうのだ。そのため受じゆ験けん対たい策さくでは、暗記でなんとかなる古典の方に力を入れるよう勧すすめる先生もいる。


「なに読んでるの」


　文庫本にはカバーがかけられていて、タイトルが見えない。


「これー」


　千早は舞穂から本を受け取った。


　目を通し、また顔が紅こう潮ちようしてくる。


「こ……これ」


「読んでみて」


「え……え」


「早く」


　急かされて、仕方なく千早は読み上げた。


「えっと……か、彼は、力なく横たわった女体に近づくと……その……な……舐なめ回すかのように眺ながめ……指を彼女の……彼女の……かの……」


　ぱたんと本を閉じる。


「読んでよー」


「……一応聞くんだけど、これなんの本」


「官かん能のう小説」


　千早は机に突つっ伏ぷした。それから顔を上げ、


「こんなのテストに出ないから！」


「沢たく山さん読むのが重要なの」


「そうだけど、これは違うの！　舞穂ちゃんはまだ読む必要ありません」


「むー、舞穂はもう高校生だよ」


「だからって……どうでもいいけど、なんでこんな本があるの」


「向こうの本棚にあった」


　どんな図書室なんだろと思いながらも、舞穂から本を取り上げた。


「にゃー、返してー」


「勉強が終わったらね」


「国語やってるのにー」


「現代文じゃなくて、別な科目にします」


　ごねられる前に、はっきり告つげた。舞穂はしばらくにゃーにゃー騒さわいでいたが、千早は無む視しした。


　やがて別な参考書を開いた。


「じゃあ数学にする」


　千早は頭の中で、ざっとおさらいをした。よし、数字の世界だから、エロワードが出てくる要よう素そはない。


　舞穂は参考書から問題文を書き写していた。数すう式しきも書いている。かなり熱心で、ノートはあっという間に黒くなった。


「にゃー、できた」


「解とけたの？」


　舞穂は首を振ふる。


「ううん。舞穂が問題を作ったの」


「作る？　なんでそんなことを」


「得意だから。ほらこれ」


　ノートには、複ふく雑ざつな数式が羅ら列れつしてあった。連立二次方程式まで多用されている。


「質問文はどんな？」


「ちゃんとあるよ」


　舞穂は自じ慢まんげに問題文を読み上げた。


「男の人をＡ、一人の女の人をＢ、もう一人の女の人をＣ、三人が入ったラブホテルをＤとします。ＡとＢとＣは３Ｐをもくろんでいましたが、Ｄのフロントで阻そ止しされ、室内ＥにはＡとＢだけが入りました。このときＡとＢのプレイ回数、Ｅの稼か働どう率りつが八十を超こえたときのＤの値……」


「待って待って！」


　千早は慌あわてて遮さえぎった。また離れたところの三年生の目線を感じたが、あとで謝あやまることにして、今はエロ数学阻止に全力を尽くした。


「それのどこが数学なの!?」


「難むずかしそうな問題でしょ」


「難しいとかそういうレベルじゃなくて」


「あとね、自じ動どう販はん売ばい機きで売られている器き具ぐとかも出てくるの。ＦとＧに代入して」


「それはいいから」


　なんとか喋しやべるのを止めさせたが、舞穂は不満顔。


「だってラブホテルってこういうところだよ」


「そうなの？……って、とにかくテストと関係ないことはやっちゃ駄目」


「あー」


　舞穂がにゃははと笑う。


「千早さんって、ホテル行った経験ないんだー」


「……うるさい！」


　そうやって話を終わらせたが、直後に「あたしってちっちゃい女の子を怒ど鳴なるような人間だったかなあ」と、自じ己こ嫌けん悪おに襲おそわれた。


　当の舞穂は平気な顔をしている。


「もっと問題作ろっか」


「いらない」


　とにかくまともな勉強がしたかった。


　千早は舞穂を「空気みたいなもの」として扱あつかうことに決めた。そうすれば、エロワードに悩なやまされずにすむ。一緒に勉強するという当初の目的から離れるが、今はエロから遠ざかりたかった。


　一いつ心しん不ふ乱らんに教科書とノートを眺める。


　目の前の数式に神しん経けいを集中し、雑ざつ音おんをシャットアウトする。これ以外に重要なものはないと、決めてかかった。


　しかし、視し界かいの端はしで頭がちらちらしているのは、なんとも気にかかる。


　舞穂は何冊もの本を開き、内容の抜ぬき書きをしていた。どの本もハードカバーの分ぶ厚あついやつで、統とう計けい資し料りようのようだ。


「舞穂ちゃん、なにしてるの？」


　空気扱いは中止して訊きく。


「社会の勉強」


「歴史？」


「うん。ヨーロッパに売ばい春しゆん婦ふがどれだけいたか、年代別に並ならべてるの」


　千早はへたり込んだ。


「……どんな歴れき史しよ」


「世界史かな」


「そういうことが訊きたいんじゃないの！」


　机を叩たたきたくなったが、さすがに迷めい惑わくを考えて堪こらえた。


「もっと別なことをしなさい」


「にゃー、だったら英語にする」


　舞穂はあっさりと、別の本を手元に引き寄せた。今度は題名に金きん箔ぱくが圧おされた、やたら豪ごう華かな本だ。中には英文がびっしり。


「これ……分かるの？」


「分かるよー。舞穂、外国の言葉得意だもん」


　千早も英語は得意な方だ。いつも国語と英語でかなりの点を稼かせいでいる。それでも、こんなに専門用語で一いつ杯ぱいな洋書は読まない。


　しかし舞穂は分かるらしい。さっきから辞じ書しよも引かずに読んでいる。


「それどんなことが書いてあるの？」


「色々ー」


「色々って？」


「Ｆ×××とか、そんなのー」


「……やっぱり」


　がくっとなる千早。これは彼女にも理解できた。いわゆるＦ言葉である。


「もうっ、真ま面じ目めにやってると思ったら」


「真面目だよー。アメリカの性せい風ふう俗ぞく事じ情じようが沢山──」


「英語も駄目！　別なの！」


「これは？」


　化学の参考書だった。


「それにするわ」


「えっと、性せい病びよう治ち療りよう薬やくの作り方」


「化学とちょっと違う！　次！」


「情じよう報ほう。インターネットでアダルトサイトを無料で観みる方法」


「十八歳さい未満は駄目！　次！」


「生物。海かい綿めん体たいの膨ぼう張ちようについて」


「絵に描かかないで！　次！」


「古文。山にマツタケを──」


「ストップ！　次！」


「日本史。春しゆん画がの全すべて」


「次ー！」


　しばらく、舞穂が繰くり出すエロ資料を千早がはねのける作業が続いた。


　ほとんどの科目でエロをやられ、千早はがっくりとうなだれた。まったくテスト対たい策さくの勉強になっていなかった。


　二人の机には、資料が山のように積まれていた。第三者に見られたら、絶対誤ご解かいされる光こう景けいである。そもそも、こんな本が図書室にあったことが信じがたい。


　疲つかれ切り、ぐったりする千早。舞穂はまだまだ体力に余よ裕ゆうがあるらしく、なにやらノートに書き留とめていた。


「……今度はなにをやってるの」


「もう一度国語」


　舞穂はノートを見せた。千早は顔をしかめ、


「また？　官能小説はだーめ」


「今度は違ちがうよー」


　舞穂はハードカバーの本を手に取った。背に日本文学全集と書いてある。


「教科書に載のってるような本」


「ふーん。私小説？」


「えーとね。恋愛ものなの。男と女が出会ったり別れたり」


「……やっぱり舞穂ちゃんには早いんじゃない？」


「早くないよー」


　千早は官能小説よりはましかと思い、それ以上追つい及きゆうしなかった。少なくとも、いきなりベッドインすることはあるまい。


　しばらく無言の時間が続いた。


「舞穂ちゃん」


「にゃ？」


「その男と女の話って、どういうの？」


「んーとね、男の人と女の人がね、出会ってからくっつくんだけど貧びん乏ぼうになって、だけど健けな気げに暮くらしていくんだけど病気になって、お金がないから死んじゃうの」


「……救われないんだね」


「うん」


　舞穂は楽しそうだ。悪あく趣しゆ味みというより、文学書として面おも白しろいのだろう。


「あたしはそういうのはやだ」


「そうなの？」


「好きな人とはきちんとくっついて、幸せに生きたい。途と中ちゆうで迷めい惑わくかけることはあっても、最後は後こう悔かいしないような恋れん愛あいがいいから」


　ぼんやりと、一人の少年を思い浮かべる。過去の償つぐないもしなければならないが、なにより恥はじることのない未来にしなければならなかった。


　舞穂はそんな気持ちを知ってか知らずか、本を読み続けている。


「こういうのも勉強になるよ」


「そう？　どんなことに」


「舞穂と和樹君の将来とか」


　千早は息を詰つまらせた。


「え……式森君と……？」


「そうだよ。舞穂、和樹君の女になるんだもん」


「……ええっ！」


　またまた三年生が渋しぶい顔をしたが、千早はもう気にしていなかった。


「ま、舞穂ちゃんは……式森君のこと……」


「好きだよー」


　屈くつ託たくのない顔で答える。


　千早は頭がくらくらしてきた。和樹がもててるとは知っていたが、こんな小学生みたいな娘こまでとは予想以上だ。


「でも舞穂ちゃん、いくらなんでも子供じゃ……」


「舞穂、子供じゃないよ。和樹君と離れられない関係だもん」


　また穏おだやかではないことを言う。


　舞穂は首のチョーカーをいじった。


「これね、ないと舞穂の魔ま法ほうが変なことになっちゃうの。他ほかの人の魔力を吸すい取っちゃうんだって。だけど、和樹君と一緒にいれば平気なの」


　千早は目をしばたたかせる。


「それって、式森君の魔力と関係してるの？」


「うん。舞穂がいれば、和樹君の魔法はぼーそーしないですむんだって。だから一緒にいるの。そうすれば、舞穂も安定してるんだって」


　いまいち分からないところもあるが、なんとなく理解はできた。


「だから、舞穂はずっと和樹君といれば、デートと結けつ婚こんとかできるんだよ」


　またこんなことを言う。魔力と関係あるのか。


「そ……そうかな」


「そうだよ」


　舞穂の中では、整せい合ごう性せいがとれているようであった。


　千早は心がずしんとなった。なんとまあ、ライバルの多いことだ。遠い道のりと知ってはいたが、ゴールはさらに遠くなった。しかもこの娘、将来はかなりの美人になりそうである。


　そんな千早を、舞穂はじっと眺めている。


「がっかりしたの？」


「えっ」


　不意をつかれて、つい声が出た。


「千早さんも和樹君が好きなんだ」


「ちょ、ちょっと待って。そんなに大声で──」


「そうなんだー」


　仲間が増ふえたのがよほど嬉うれしいらしく、椅子の上で飛び跳はねていた。


「わーい。千早さんも仲間だー。わーい」


「もう……」


　それほどはっきりと隠すつもりはなかったが、いざ言われるとさすがに恥はずかしかった。


「じゃあ、不ふ倫りんするね」


「……え？」


　思わず聞き返す千早。


「舞穂は将来、不倫とか慰い謝しや料りようとか修しゆ羅ら場ばとかやりたいの。だから舞穂と和樹君がくっついたら、千早さんが奪うばいに来て」


「な、なんで」


「だって普ふ通つうじゃつまんないんだもん。もっとどうにもなんない、ぐちゃぐちゃどろどろがいい」


　千早は頭を抱えた。


「あ……あたしはやだ」


「なんでー？　楽しいよお」


「楽しくない！　平へい穏おんなほうがいいから」


「やだー。舞穂がマダムで、千早さんは泥どろ棒ぼう猫ねこの役ね」


「勝手に決めない！」


　舞穂が口をつぐんだ。不満そうなのが、ありありとしていた。


「……千早さんわがままばっかり」


「あたし、わがままなんて言ってないのに……」


「舞穂が嫌きらいなんだ」


「嫌いとかじゃなくて……」


「舞穂と和樹君にやきもち妬やいてるんだ」


「それも違う……」


　この裏うら表おもてのなさは羨うらやましいとは思うが、幼おさなすぎてやきもちまでいかない。なにしろ、妹の神かみ代よより年下なのだ。


　しかし舞穂には関係ないらしく、


「舞穂と和樹君のこと、知りたい？」


「それは……まあ」


　このちっちゃい娘と和樹が離れられない理由は聞かせてもらったが、現在どういう仲なのかは知らなかった。夕菜たちとは見ていれば分かるが、この娘だけは摑つかみ所がないのである。


　舞穂は椅子に座り直した。


「あのね、舞穂と和樹君は、一緒に住んでるの」


　以前玖里子に案内されたあの家だろう。千早は、もうなにを言われても驚おどろかないぞと心に誓ちかった。


「それで毎晩ね、みんなでご飯を食べてるの」


「ふーん」


「それからね、ビデオとか観みるんだけど」


「けど？」


「女教師××××ってビデオなのー」


　千早は椅子から転ころげ落ちそうになった。早くも誓いは破られ気味だった。


「そ、それって、アダルトビ……」


「あとはね、セーラー服×××××とか、××××熟じゆく女じよとか、露ろ出しゆつ×××とかね」


「待った待った！　なんでそんなのばっかり──」


「そうだよ。そんなのばかりじゃないよ。インディーズ系けいの×××や×××××とかもちゃんと押おさえてるの。さすが千早さん」


　褒ほめられても嬉しくなかった。というか、褒められるべきなのか。


「ビデオを観たあとはね、みんなでお風ふ呂ろに入るの」


「お風呂!?」


「そこで背中の流しっこをして、それだけじゃつまんないから、みんなで××××を××して×××なこととか──」


　千早はたまらず耳を塞ふさいだ。もはや顔だけではなく、全身も真まっ赤かだ。


　しかし舞穂は止まらない。


「お風呂からあがったら寝ねるんだけど、その前に色々用意があるんだよ」


「どんな!?」


　もはや千早は、やけになっていた。


「ムチとかロウソクとか木もく馬ばとか手て錠じようとかロープとか。あとビデオカメラもいるし首くび輪わもいるしグリセリンもいるの。それでね、和樹君をみんなで××××××にして、××××や××なんてことをしてから、××って──」


「あー、もうやめてー!!」


　ついに千早の恥ずかしさは限界を超え、図書室の中にも拘かかわらず叫さけんでいた。おかげで舞穂の「……だったらいいなって思ってるの」という台詞せりふを聞いていなかった。


「こんなこと聞いてたなんて妹に知られたら、絶対怒おこられちゃう」


　ここ一時間足らずで、教科書に絶対載らない単語を、嫌というほど覚えてしまった。間違った大人の階段を駆かけ上がった気分である。


　相変わらず舞穂はにこやかであった。


「にゃー、千早さんも、一緒にやるんだよ」


「……へ？」


「だって和樹君のこと好きなんでしょ。だからやるの」


「あ、あたし、そういうのはまだ……」


　千早は急いで否ひ定ていした。このままではいきなりアブノーマルな世界に突とつ入にゆうしてしまいそうだ。いくらなんでも免めん疫えきがなさすぎる。


「そういうの、よく分からないから。無理、本当に無理。絶対無理……」


「やるのー。千早さんにはね、××××で×××な道具があるから、制服を着たまま××××って──」


　千早は聞いていない。さしもの彼女も、ついに卒そつ倒とうしたのであった。





　　　　○





　和樹たちは、こわごわ図書室を覗のぞいた。舞穂と千早がいつまでたっても出てこないので、様子を見に来たのだ。


　二人は中にいた。ただ、舞穂はいつも通り元気だったが、千早は妙みようにやつれていた。


　恐おそる恐る和樹が声をかける。舞穂が大きく手を振ふった。


「にゃー、ここー」


　二人が座っている机のところまで歩く。


「勉強してたの？」


「うん。千早さんとしてたー」


　満足げであった。


　一方の千早は、どんよりとしている。


「あのー……山瀬さん？」


　千早が濁にごった瞳ひとみを向けた。


「その、舞穂ちゃんとずっと勉強してたんだよね。大だい丈じよう夫ぶだった？」


「式森君……」


　彼女は悲ひ痛つうな声で、


「あたし、負けないから」


　そう言うと、和樹の手をぎゅっと握にぎりしめた。
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　第五話　封印は記憶の奥に










　フラッシュバックかどうかは分からない。だがその光景はあまりにも鮮あざやかだったので、式しき森もり和かず樹きは鮮せん明めいに記き憶おくすることになった。


　最初に感じたのは音だった。轟ごう音おんが足あし下もとから響ひびいていて、耳だけではなく全身を覆おおっている。次に感じたのは、意い外がいにも匂におい。鼻び孔こうの奥おくを柔やわらかく刺し激げきするこの感かん触しよくは、水の存そん在ざいを知らせるものだった。


　最後は色。和樹の眼前は霧きりで煙けむっており、風景をくすんだものにしている。だがすぐ向こうに存在するのは、堂どう々どうたる瀑ばく布ふ。滝たきから流れる膨ぼう大だいな水が、和樹の前に立ち塞ふさがっているのであった。


（これは……）


　無む意い識しきに口を開け、茫ぼう然ぜんと滝を見上げる和樹。水流が頭ず上じよう遥はるか高くから溢あふれており、足下のさらに下へ落ちていく。自然の造ぞう形けい物ぶつは、畏い怖ふと恐きよう怖ふを存ぞん分ぶんに与あたえていた。


　ふとあたりを見回す。誰だれもいない。


（なんで……僕ぼくはここに？）


　不明であった。ここがどこなのか、なんでいるのか、まるで分からない。覚えのない風景だ。ただ目の前に滝があるだけ。


　どうなっているんだと思い、ここから離はなれようとする。だが、足がまったく進まなかった。方向を変えることはできるのだが、歩けない。今立っているところで、ぐるぐる回ることばかりおこなっていた。


（な……なん……）


　焦あせりが出てくる。身動きが取れないも同然だということが、焦しよう燥そうに拍はく車しやをかけていた。


　遠くに誰かが現われた。


　逆ぎやつ光こうになっており、顔は見えない。人だと判はん別べつできるだけの影かげだった。


　影が近づいてくる。


　徐じよ々じよに、ぼんやりした形からはっきりとした人影となっていく。背せ丈たけも、身体からだのラインも分かるようになってきた。和樹は確かく認にんしようと目を細める。


（……女の子……？）


　次の瞬しゆん間かん。


「……和樹さん」


　動かされ、和樹は目を覚ました。


　宮みや間ま夕ゆう菜なが手を伸のばし、肩かたを揺ゆり動かしている。起こす声はそれほど大きくない。授じゆ業ぎよう中なのだから当たり前だ。


「あ……」


　和樹はまぶたを半分だけ開けたまま頭を上げた。教きよう師しが黒こく板ばんに板ばん書しよをしており、教室内は筆ひつ記きの音が静かに流れていた。


　隣りん席せきの夕菜が、心配そうに言った。


「どうしたんです？　いきなり寝ねちゃうなんて」


　いつの間にか眠っていたのだ。自分でも、どうして授業中に昼寝を始めたのか覚えがない。昨晩は九時間も睡すい眠みんを取ったのだが。


「具ぐ合あい、悪いんですか」


「さあ……」


　どこかが痛いことはない。寝起きのため、頭が若じやつ干かんぼうっとするだけだ。


「保ほ健けん室しつに行ったらどうですか」


　んー、と返事をした。ただ眠っていただけなので、とりたてて体調が不良だとは思わない。ただ、近ちか頃ごろ、頻ひん繁ぱんに居い眠ねむりをする傾けい向こうにはあった。


「悪くなる前に診みてもらった方がいいですよ」


「そうだなあ……」


　ぼんやりと、養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきを思い出す。得え体たいが知れないが、腕うでは確かだ。


「こら、式森！」


　突とつ然ぜん、授業をしていた伊い庭ばかおりがこっちを向いた。


「ぼけっとしてるんじゃない。ここ、読んでみろ」


　和樹は「はい」と返事をし、急いで立ち上がった。


「……農のう場じようの攻こう略りやく法ほう。ゾンビ化した村人への攻こう撃げきは、慣なれないうちは頭を狙ねらわず連れん射しやで倒たおそう。井戸の上にある真しん珠じゆのペンダントは、つっかえ棒ぼうを先に撃って蓋ふたをすれば、『臭』の文字は付かず高く売れる……」


　教科書代わりの攻略本を読みながら、放課後になったら保健室に行ってみようと、和樹は思った。





　　　　○





　葵学園の保健室。


　紅尉は極きわめて難むずかしい顔をしていた。


　難しいといっても、この人物は元より感情を表さないタイプであり、表しても本心かどうか分からないことが多い。表ひよう情じようと感情があまり一致しないのである。つまり、顔つきだけで噓うそをつくタイプなのだ。


　このときも、紅尉が本心から深しん刻こくなのかどうか、和樹には分からなかった。


「ふむ……」


　紅尉は保健室内に据すえられている、ごてごてした機き器きの数すう値ちを見つめたり、プリントアウトされたグラフを眺ながめている。


　それらの機器はコードを介かいして和樹に繫つながれていた。彼の魔ま力りよくや健康状態を確認、記録しているのである。


「あまり具合が良くないと言ったな」


「というか、すぐ眠くなるんです。寝たら寝たで、変な夢ゆめばかり見て。それも行ったことも見たこともないような場所なんです」


　あの夢に出てきた滝は、雑誌ですら見たことのないものだった。まったく記憶にない。


「……式森君、君……」


　紅尉はプリント用紙から目を離さずに言った。


「最近変わったことでもあったか」


「は？」


　和樹は若じやつ干かん間の抜けた返答をした。彼の感覚では、いつも通りの生活をしている。


　確かに宮間母来らい訪ほう以来、生活パターンに変化はあった。だがそれはトラブルの量が増ふえただけであって、いわば日常の延えん長ちよう線せん上にある。とりたてて報告すべきこととは思えない。もちろんトラブルが増えるのは不幸なことなのだが、和樹はすでに、そのあたりの感覚が麻ま痺ひしているのであった。


「特にありませんが」


　紅尉はまだ、数値らしきものを見ている。


　和樹は徐々に不安になってきた。


「あの、なにか……」


「このところ、君の魔力は非常に安定していた。栗くり丘おか君と一緒に行動していたのが良かったのか、安定を欠くことが少ない。天てん変ぺん地ち異いが起こることもなかった。世界にとっても非常にいい話だ」


　それはどうも、と和樹は答えた。彼の魔力が不安定な状態になると、地球が色々大変なことになるのである。近ちか頃ごろはそんな大それた事件もなく、ややもすると自らの体質を忘れがちであった。


「君の精神がタフになったせいかもしれない」


「……はあ」


　幽ゆう霊れいから復活して以来ずっと、女の子たちのトラブルに巻き込まれ続けたため、かなり鍛きたえられてはいた。


「しかしだ。ここのところ魔力に変化が見られる。突とつ発ぱつ的てきに数値が跳はね上がって、また落ちたりしている。コンマ数秒の中で発生しているので地球に影えい響きようはないが、君の中の魔力が揺ゆらいでいるのだ。それが体調に左右していると思われるが……心当たりはないかね」


　あまり考えるまでもなかった。


「えー、ありません」


「自じ覚かく症しよう状じようもなしか」


「ないです。さっきも言いましたけど、眠いだけで」


　紅尉は手元の用紙をめくった。


「しかし数値の異い常じようはある。と、すると……」


　整理された書類の束から、別の用紙を取り出す。しばらく読んでいた。


「……人間関係に変化はあったか？」


「なんです？」


「人間関係だ。君の魔力は精神状態と密みつ接せつに絡からみあっているからな。人づきあいで変化が起こる可か能のう性せいもある」


「そんなこと言われても……あ」


　和樹は思い浮うかんだことを口にした。


「最近なんですけど、友達になった女の子がいて」


　手て短みじかに話す。彼女は転てん校こう生せいで、同じ二年生だということ。明るくて活発で、誰にでも好かれる性格をしていること。何な故ぜか以前からの知り合いだったかのように振る舞うときがあること、など。


　紅尉は興きよう味み深げに聞き、メモに名前を書き留とめていた。


「この山やま瀬せ千ち早はやという生徒が、君と何か関係があったのかもしれんな」


「でも僕は、ちょっと前に初めて会ったばかりなんですよ。それまで全然知らなかったし」


「宮間君たちはどうなのかね」


　和樹はすぐに答えた。


「夕菜も、玖く里り子こさんも、凜りんちゃんも、舞まい穂ほちゃんも知らないはずです」


　紅尉は再ふたたび「ふむ」と呟つぶやいた。


「そうだろうな。私も知らん。この生徒の名前は記憶にない。転校生で間ま違ちがいはないだろう。しかし」


　養護教諭はメモの名前に、大きく丸をした。


「我われ々われが『知らない』と思いこんでいるだけかもしれない」


　その台詞せりふに、和樹は首をかしげる。


「僕たちが忘れてるってことですか」


「そうとも言うな」


「そんなことってあるんですか？」


　紅尉は返事をしなかった。なにか思案している様子で、しきりとボールペンでメモ帳を叩たたく仕し草ぐさを繰くり返していた。


　和樹は声をかけづらくなり、黙だまったまま座すわり続けた。


「……栗丘君にも変化が……紫し乃のの領りよう域いきか……」


　考えをまとめているのか、なにやら呟いている。


　やがて紅尉は奥の部屋へ引っ込んだ。しばらくしてから、トレーを持って出てくる。中には、薬くすり瓶びんと、注ちゆう射しや器きが収められていた。


　紅尉は瓶の中身を注射器で吸い出し、ピストンに親指をかけた。そして和樹へ向き直る。


「式森君、少し手伝ってくれるか」





　　　　○





　神かみ城しろ凜は生物部の部室にいた。部で飼かわれている生き物たちの生せい態たいを記録するためである。椅い子すに座り、ずっと水すい槽そうとにらめっこをしていた。


　水槽ではナマズが泳いでいる。先日までカエルの記録係だったのだが、このたびめでたくナマズ係に昇しよう格かくした。もっとも、作業内容に違いがあるわけではない。「昇格」なのはカエルよりナマズのほうが大きいからである。生物部では、大きい生き物の飼育係であればあるほど「昇格」という変なルールがあった。


　昇格一日目なので、凜はかなり真しん剣けんに観かん察さつしていた。とはいえナマズは、退たい屈くつそうに水槽の底に横たわっているだけなのだが。


　それでも観察ノートを埋うめていると、かちゃりと音がしたのが聞こえた。誰かが入ってきたようだ。


　先せん輩ぱいか、と思ったら違った。


「なんだ、式森……か」


　凜の台詞せりふの語ご尾びが、戸と惑まどいがちなものになった。


　和樹が部室に来るのは珍めずらしい。彼は爬は虫ちゆう類るいや両りよう生せい類るいに興きよう味みを示してはいない。むしろこわごわ触ふれるタイプである。しかし今は、そんなことは微み塵じんも感じられず、変に堂々としていたのである。


「凜ちゃん、ここにいたんだね」


　ゆっくりと入ってくる。


「話があるんだけど、いいかな」


「あ、ああ。構かまわんぞ」


　凜は椅子を勧すすめた。彼は座らず、正せい対たいしていた。


　妙みような雰ふん囲い気きを感じた。和樹は凜と一対一になると、途と端たんに挙きよ動どう不ふ審しんになる。視し線せんを合わさず、自信なさげになるのだ。それにイライラし、「男なんだからしっかりしろ」と声を張り上げたのも一度や二度ではない。


　なのに、ここではじっとこちらを見つめ、微かすかな笑えみまで浮うかべている。


「……なんの用だ。夕食なら玖里子さんの当番だが」


「その……電話あるかな」


　拍ひよう子し抜ぬけしながら、凜は壁かべの隅すみを指さした。立て替かえた部ぶ室しつ棟とうには、各部屋に内線電話が設せつ置ちされている。


　和樹は受話器を耳につけ、二言三言会話をすると、すぐ切った。


　それからまた、凜の正面に来る。


　妙な空気になってきた。


「ねえ凜ちゃん」


「なんださっきから」


　ふっと笑う和樹。


「僕のこと……どう思ってる？」


　いきなりなんだ、と凜は思った。なぜ突然こんなことを聞かれなければならないのか。


「どうもこうもあるか、お前への感情なぞ、前から変わらん」


　和樹の顔がすっと迫せまる。なぜだかいつもより、きりっとしているように見えた。


「本当に？」


「本当……だ」


　色々言いたいこともあるが、凜の気持ちは変わらない。いや、本当は様々な変化があり、彼女もそれを自覚しているのだが、認めたくないし口にしたくないのである。特に和樹の前では。


「そ……そんな話なら出ていってくれ。私は忙いそがしい」


「それだけじゃないよ」


　和樹の瞳ひとみが、凜の両目を捕とらえる。


「僕……凜ちゃんのことが……好きなんだ」


「な……ななななななんだとっ!!」


　心しん臓ぞうが跳ね上がった。


　いきなり面と向かって「好き」とは、こいつはなにを考えているのか。人の気持ちを考えたことがあるのか。言う方は勝手だが、言われた方の立場にもなれ。いくら二人きりとはいえ、ここは生物部部室だ。標ひよう本ほんや剝はく製せいがごろごろしているのである。ムードもなにもあったものではない。


　そもそも、いきなりなんてことを言うのだ。どういう心境の変化だ。頭をどこかにぶつけたのではないのか。勉強ができない男だったが、それ以外のところまで悪くなったのか。


　そういえば、以前もこんなことがあった。あのときは家で、いきなり迫られたのだ。


　凜は和樹をじっと見つめる。なにか違うような気がする。造ぞう作さが変わったわけではないが、この自信に満ちた面つら構がまえはどうだ。これはこれでいい男だが、こんなタイプだったか。それにしても一体──


　どぎまぎする凜。和樹は真ま面じ目めな表情だった。


「凜ちゃん……」


「か……からかうな式森！」


　凜は大声を出し、和樹から遠ざかった。


「侮ぶ辱じよくすると許さんぞ！」


　頰ほおが熱くなるのを感じつつ、日本刀を手元に引き寄せる。


　和樹は大おお仰ぎように両手を広げていた。


「からかってなんかないよ。僕は凜ちゃんが好きなんだ」


「白しら々じらしい言いぐさはやめろ」


「そんなことはないって。凜ちゃんが好きさ。ナマズより」


「それがからかってると言ってる！」


　鯉こい口ぐちを切った。抜くと同時に、横一文字に薙なぎ払う。


　和樹はあっさりと剣けん先さきをかわした。


　凜は手首を返し、袈け裟さ懸がけに斬きり捨てようとする。しかし和樹は踏ふみ込み、内側に飛び込んできた。


　次の瞬しゆん間かん、凜の手首が摑つかまれた。強ごう引いんに引っ張られる。バランスを崩くずし、和樹の身体に倒たおれ込む形になった。


「ふふふっ」


　不ふ敵てきに笑う和樹。一方凜は、自分が手もなくひねられたのを感じ、驚おどろき戸と惑まどっていた。


「し……式森」


「ふふっ。凜ちゃんは可愛かわいいね」


「なっ……」


　心臓が大きく跳ね上がる。いきなり告白されたときと同じくらい、どきどきしていた。


　和樹の顔がすれすれまで近づく。凜は顔を赤くしながら逃のがれようとするが、どうにもならない。


「どうするつもりだ……」


「決まってるじゃないか」


　唇くちびるがやけにゆっくり動き、やがて──


　部室の扉とびらが開いた。


　反射的に二人は振ふり向く。そこには目を大きく見開いた夕菜が立っていた。


「和樹さん……凜さん……。こ……こんなところでなにを！」


　彼女は全身を震ふるわせている。和樹がなにも言おうとしないので、つい凜が言い訳をした。


「い、いや、特になにも……」


「なにもって……わたしは和樹さんから来てくれって連れん絡らくを受けたんですよ。見せつけるためなんですか!?」


　まずい、と凜は感じた。ところがこんな状じよう況きようになってもまだ、和樹は冷静なままだ。


　凜を抱だきしめる力が強まった。


「この……うがー！」


　夕菜の手先が光った、と思ったら、あっという間に水流が発生した。詠えい唱しようなしの瞬間呪じゆ文もんである。精せい霊れいをとんでもないパワーで使し役えきしてできる技だ。


「浮うわ気き者ものがー!!」


　勢いよく十方向に水流が伸のび、全方位から二人を攻こう撃げきしようとする。凜に向かってくるのは二本。残りは全すべて和樹へ。


　凜は日本刀を風車のように回してはじき飛ばす。これだけでも腕にかなりの負ふ担たんがある。ちらっと和樹を眺めた。


　だが、彼は平然としていた。


　凜と、夕菜までもがぽかんとしていた。和樹は精霊魔法のオールレンジ攻撃を、全て避よけ、防いだのである。いつもなら「わー、ぎゃー」と叫さけんで半はん死し半はん生しようになるところだ。


　和樹はにやりとすると、後方に跳ちよう躍やくした。細い窓まど枠わくに足をかけ、後ろ手で窓を開ける。


「じゃ、また」


　そう告つげると、外に飛び出していった。


　残された少女二人は、しばらくぼんやりとしていた。とても和樹とは思えない運動神経を見せられたからであった。


「あれ……和樹さんですよね」


「恐おそらく……」


「どうしたんでしょう」


「私にもさっぱり」


　当初から様子がおかしかったのである。あそこまで素す早ばやい人間ではない。


「授業中は普ふ通つうだったのに……」


　夕菜はそこまで言うと、はっとして凜に目を向けた。


「凜さん、和樹さんといちゃいちゃしてましたね。あれはどういうことです!?」


「ちょ、ちょっと待ってください。あれは誤ご解かいです」


　慌あわてて弁べん解かいする凜。


「どこが誤解なんですか!?」


「えー……とにかく誤解です。それよりも式森を追いましょう。とにかく、奴やつが普通ではないことだけは確かです」


「……分かりました」


　凜と夕菜は、戦せん闘とうのおかげで荒あれた部室をそのままに、飛び出していった。





　風かぜ椿つばき玖里子は校舎のはずれにある芝しば生ふで寝ねっ転ころがっていた。怠たい惰だなためではない。一いつ緒しよに帰る約やく束そくをしているのに、相手がいつまでたっても来ないので、退たい屈くつなのである。


　共に帰るはずの相手は、和樹と夕菜であった。登校途中に約束したはずだが、待てど暮くらせどやってこない。そのためさっきから、あくびばかりしていた。おかげで眺めているのは青空と、ときどき横切る雲であった。


　ふと、顔に影かげが落ちる。


　青空を背に、和樹が立っていた。


「遅おそいわよ」


　和樹はらしからぬ表情を見せていた。


「夕菜ちゃんは」


「あとで来ます」


　玖里子は起きあがろうとした。それを、さりげなく押しとどめられる。


「寝たままで」


「そうはいかないわよ」


「どうぞ寝たままで」


　ぽん、と押された。それだけの動作だったが、玖里子は再び芝生に横になった。


「ちょっと。なに……」


　なにをするの、と言う間もなかった。突然和樹の身体がのしかかってきたのだ。


「えっ、ちょ……」


　両肩を押さえつけられ、足に体重をかけられている。上になった和樹は、不敵に笑っていた。


「なにすんのよこら」


「たまにはこういうのもいいでしょう。いつもと逆ぎやくで」


「あまり気分良くないわ」


　玖里子は睨にらみ返す。普段ならこれだけで和樹は目をそらし、狼ろう狽ばいまでするが、今は微び動どうだにしない。


「で、なにすんの」


「決まってるじゃないですか」


　和樹の息が、顔をなでる。


「いつものあれです」


「いつもはあたしが主しゆ導どう権けんを握にぎっていると思うけど？」


「世間はこっちが主流なんですよ」


　玖里子の目が細くなった。和樹ならこんな受け答えはしない。こういうときに、必要以上の軽口が出てきたりはしないのだ。明らかに、和樹であって和樹ではなかった。


　手首だけを動かし、指先をポケットに突っ込む。


「残念ね、あたしは上が好きなの」


　呪じゆ符ふを取り出す。小声で呪文を呟つぶやき、指ではねて空中に飛ばす。


「成兵チエンビン！」


　紙片は見る間に巨きよ大だい化かし、人の形をとった。手には紙の剣と紙の楯たて。和樹を包囲するように着地する。


　和樹が起きあがった。肩への圧力が減へる。玖里子は勝利を確信した。


「さあ和樹、どうしてこんなことする気になったのか、ゆっくり──」


　彼女の台詞は途中で止まった。


　半身を起こし、絶句したままになる。六体いたはずの成兵チエンビンが、かき消すようにいなくなっていたのだ。


　慌てて周囲を見る。微かすかだが、紙の燃もえかすが芝生に落ちていた。


　つまり、一瞬にして焼き尽くしたのだ。一つ残らず。


「あんた魔法……！」


　和樹は答えない。ただ玖里子を見下ろしていた。それは冷れい酷こくではなかったが、力の差を見せつけるかのようであった。


「ねえ玖里子さん、たまにはか弱い女の役もいいでしょう」


「な……なにをする気よ」


「知ってるくせに」


　再さい度ど押し倒される玖里子。すると突然、


「和樹さん！」


　夕菜の声が響ひびいた。


　顔面を紅こう潮ちようさせ、水流を腕にまとわせている彼女と、これまた怒いかり心しん頭とうに発し、日本刀を構えている凜がそこにいた。


「玖里子さんにまでそんなことを！」


「不ふ埒らちだぞ式森！」


　和樹に動どう揺ようは見られない。


「もう少し遅く来てもよかったよ」


「……浮気者！」


　夕菜の水流が突進し、凜が低く突っ走る。


　だがどちらの攻撃も空を切った。和樹が二人以上の素早さを見せ、二人の頭上を飛び越えたのである。


　背後に着地した和樹は、ひらひらと手を振り、身を翻ひるがえした。


「待ちなさい！」


「待て！」


「待つのよ！」
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　残された三人は、同時に叫び、追いかけた。





　和樹は走っていた。全ぜん力りよく疾しつ走そうではないので、息にそれほどの乱れはない。ただし心は、これ以上ないくらいに乱れていた。


「紅尉先生、どうなってんですかこれ!?」


　つい虚こ空くうに向かって呼びかける。


（心配するな）


　紅尉から念話による返事がある。


（もうすぐ終わる。我が慢まんしたまえ）


「我慢できませんよ！　なんなんですかあの薬は!?」


（君の精神と身体をリラックスさせるためのものだ。緩ゆるくなった精神のゲートに、私の意思を入り込ませた）


「なんか魔法とか使ったんですけど」


（当たり前だ。私が操あやつっているのだからな）


　和樹は（というか操っている紅尉は）、わざと校舎の中に入り、階段を上ったり下りたり、廊ろう下かの端はしまで行ってまた戻もどったり、あちこち走り回った。後方から聞こえる夕菜たちの叫び声は、そのたびに大きくなっているようであった。


「うわああ。怒ってる」


（そうだろうな）


「呑のん気きなことを言わないでください！」


　和樹の非難にも、紅尉の声こわ音ねに変化はない。


（わざとやっているのだ。君にストレスをかける必要がある）


「まだ終わらないんですか！」


（あと一人だ。そうしたら保健室に来ればいい）


「どうせ舞穂ちゃんでしょう」


（いいや、違う）


　和樹は二年Ｆ組の教室に飛び込んだ。


　中に生徒はほとんどいなかった。ただ一人、山瀬千早だけが驚いたように見ていた。


「式森君……どうしたの？」


「山瀬さん」


　和樹は大おお股またで歩み寄った。いきなり手を取る。


「や、やだ……」


「山瀬さん、好きだ」


　目を見み据すえて、はっきり告げた。


　千早の瞳に動揺が走る。いきなりのことに、驚いているのがありありと分かった。


「好きなんだよ山瀬さん」


　和樹は繰り返した。千早は何か喋しやべろうとしたが、唇くちびるを嚙かんだ。


「……やめてよ」


　彼女は少しだけ目を伏ふせた。それからはっきりと、


「さっきの言葉、式森君じゃないよね。今の式森君が、そんなこと言うはずないもの。誰なんですか？」


（ほお）


　珍めずらしいことに、感心したような紅尉の声がした。


（勘かんがいいな。神城君たちもそうだったが、即そく座ざに悟さとったぞ）


「それより先生、僕、山瀬さんに悪いことしたみたいですよ？」


（……いや、やはり彼女はなにかを知ってるな。連れてきてくれ）


「連れてって……え!?」


　和樹は自らの意思と関係なく、千早の腕を引っ張った。


「ど、どこ行くの式森君」


「えーっと」


（保健室だ）


「保健室！」


　それだけ言うと、手を繫つないだまま駆かけ出した。





　保健室まで走るのはそれほど難なん儀ぎではなかったが、背はい後ごから怒いかり狂くるった夕菜たちが追いかけてくるので、生きた心ここ地ちがしなかった。


　扉が開けっ放しだったので、そのまま飛び込む。


　紅尉は椅子に座って待っていた。その隣となりには栗丘舞穂もいた。


「紅尉先生！」


　和樹は、入った途と端たんに身体の自由を取り戻したので、遠えん慮りよなく大声を出した。


「どうなっているんですか！」


「さっきも言ったとおり、ストレスをかける必要があった。それで宮間君たちにも協力してもらわなければならなかった」


「ストレスって……あっ!?」


　手足が熱くなる。久ひさしぶりに感じる、魔力の鼓こ動どうであった。このまま放置すると、天てん変ぺん地ち異いが発生する。


　保健室に夕菜たちがやってきた。しかしそこまで気を回している余よ裕ゆうがない。


「わっ、やばっ……！」


「栗丘君がここにいるから、ある程度までは平気だ」


「最初からストレスかけない方がもっといいですよ！」


「そうはいかない。君の魔力をある程度解放して、意い識しきにシンクロさせる必要があるのだ。式森君と、山瀬君の」


　なんですそれ、と言いかけたところで全身が熱くなった。高こう揚よう感かんみたいなものが溢あふれ出そうとする。同時に、和樹は身体が引っ張られるように感じた。舞穂に魔力が吸い込まれる。


　紅尉の瞳が光った。


「すまないが、少し休んでいてくれ」


　紅尉が言うやいなや、夕菜、玖里子、凜、舞穂の身体が崩くずれ落ちた。和樹は血相を変える。


「先生！」


「眠ってもらっただけだ。君たちも、身体だけ眠ってもらう」


　え、と言おうとした瞬しゆん間かん、足あし下もとがなくなった。


「うわっ」


「きゃっ」


　周囲も一瞬にして暗くなった。それも、砂さ漠ばくか大おお海うな原ばらで、どこにもなにもないまま夜になったような虚きよ無む感かんだ。


「式森君……」


　千早が近づいてくる。紅尉は二人の前にいた。


「君は、身体だけ休息してもらった。頭の中は起きているから、私の声が聞こえるはずだ」


　和樹は返事をした。


「ええ。聞こえます。ここはどこなんです？」


「意識の中だが、誰かの意識に入り込んだわけではない。仮か想そうのフィールドを作り上げて、そこに意識だけを置いた」


　そんなことができるのかと驚きよう嘆たんした。分かってはいたが、この養護教諭はまったく得え体たいが知れない。


「なんか、ふわふわして気持ち悪いですよ」


「すぐ慣れる。君たちは似にたような経験をしてるからな。そうだろう」


　紅尉は千早に視し線せんを動かす。


　千早はしばらくしてからうなずいた。


「……はい」


　思わず和樹は「え」と声を出した。まったく覚えがない。


　紅尉は彼に注意を向けなかった。


「山瀬君、手て荒あらなことをしてすまなかった。しかし、どうも私の患かん者じやと君が密接に関係しているようなのでね」


　やっぱり僕は患者なのかと思ったが、さすがに口に出さなかった。


「最近こそ大人おとなしいが、式森君になにかあると世界がやっかいなことになる。たとえ兆ちよう候こうといえどおかしな変化は好ましくない。しかも、モニターしていたら栗丘君の数値まで変動し始めてね。どうにもやっかいなのだ」


　千早は、和樹の魔力について細かいところを理解していないはずだったが、大まかなところは飲み込めたようだった。


「それが……あたしと関係しているのでしょうか」


「している。式森君の現在の魔力は外がい部ぶ刺し激げき、とりわけ人間関係に根ざしたものに影響を受けやすくなっている。単なる転校生の君が、式森君に深く関わっているとしか思えない」


　養護教諭の言葉は、あくまで淡たん々たんと、事実だけを告げているようであった。


「実は、山瀬君の記憶の表ひよう層そうだけをサーチした」


　と紅尉は言った。


「混こん沌とんとした意識体と滝が表れた。なにを意味しているのか、これだけでは不明だ。すまないが、もう少し深いところまで探さぐらせてくれないだろうか」


　さすがに、和樹は口出しをしたくなった。それはプライバシーに立ち入る行こう為いである。魔法による心しん理り治ち療りようは、法律によって制限がかけられている。紅尉はそれらを踏ふみ越こえ、なおかつ心の底を覗のぞこうというのだ。


　だが千早は逡しゆん巡じゆんしなかった。


「どうぞ」


「すまない」


　それは一瞬だった。そう感じられたのではなく、本当に一瞬の出来事だった。


　紅尉は優やさしげな表情になっていた。


「……なるほどな」


　さすがに恥はずかしかったのか、千早の顔はやや赤い。それでもはっきりと喋っていた。


「ええ。これで全部です。静岡で、こういう事じ件けんがあったんです」


「紫乃が絡からんでいたとはな」


「ご存ぞんじなんですか」


「あれは妹だ」


　どうりで雰ふん囲い気きが似てると思いましたと千早は言った。和樹には、二人の会話が全くつかめなかった。


　しかし二人とも、説明してくれる様子はない。


「かなりたちの悪い悪あく霊りようだな。私の記き憶おくまで奪うばっていくとは」


「それもあたしのせいなんです。あたしと同化しつつあったみたいで……」


「君の魔力はそれだけ強力だということだ」


　紅尉は責めている口調ではなかった。むしろいたわっているようであった。


「それで……あたしをどうなさるつもりですか」


　思い詰つめた表情で、千早が訊きく。


「あたしのせいで式森君の魔力が変化するのなら、戻すのにどんなことでもします。いなくなれって言うのなら、あたし……」


　紅尉は馬ば鹿かなことを言うなとばかりに手を振った。


「式森君の魔力に影響していることだが、これはもうどうしようもない。君たちは出会ってしまったのだ。たとえ山瀬君が姿すがたを消しても、影響が残るのは避さけられないだろう。うまくやっていくしかない。それよりも」


　養護教諭の口調が静かなものになった。


「山瀬君、君自身がどうするかだ」


「え……」


　千早が言葉を詰まらせる。


「君は相当の覚かく悟ごで葵学園に戻ってきた。友人、知り合い、愛する人、全すべての記憶がリセットされている。そんな中で生きようというのだ。苦しみを受けて」


「あたしは……それだけのことをしましたから」


「私なら、苦しみから解放することができる」


　紅尉がはっきりと言い切った。


「今は強大な式森君の魔力と、君の意識がシンクロしている。神になったつもりはないが、これを使えば人々に君の記憶をよみがえらせることができる。君を元の生活に戻すことができる。どうかね」


　はっきりと、千早の顔に戸惑いが浮かんだ。


　和樹に、二人の会話の意味は分からない。ただこれが、千早にとってとても重大な決断であることだけは、言われなくても感じられた。


　彼女はなんらかの辛つらさ、苦しみを背負っている。それから解放されるのだ。答えは自明であるように思われた。


　が──


「いえ」
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　はっきりと首を振っていた。


「いいです。あたしはこのままで。あの悪霊と取引したときに決めた気持ちは変わりません。これが選んだ道です。このまま進み続けます」


「辛くはないか」


「楽しさに変えてみせます」


　にこりとする千早。


「そうか……」


　紅尉が肩の力を抜いた。残念がっているようにも見えた。


「山瀬君の意思は尊そん重ちようする。悪くない話なのだがな」


「感謝します。でも、こうするって決めてましたから」


「立りつ派ぱなものだ。本心から、そう思うよ」


「ありがとうございます」


　千早の表情は元に戻っていた。廊下で出会ったときの笑顔だった。


「あの……」


　恐おそる恐る和樹は言った。


「話は終わったんですか。よく分かんなかったんですけど」


「終わった。この仮か想そうフィールドは自動的に消しよう滅めつする。それで元通りだ。それと、君はもう滝が出る夢を見ることはなくなる。そういうことだ」


　紅尉が答えた。


「でも山瀬さんとはこれから……」


　千早がぽんぽんと肩を叩く。


「これまで通りだよ、式森君」


「でも、なにか記憶が戻るとかなんとか……」


「それはなし。でもね」


　彼女は和樹の瞳を見つめ、


「あたしは、これから記憶を作るほうが好きだから。式森君と一緒にね」


　そう言うと、照れくさそうに笑った。




　第六話　舞穂、デートをする










「あー……」


　式しき森もり和かず樹きは、きょろきょろとあたりを見み回まわした。


　葵あおい学がく園えん二年Ｂ組の教室。ちょうどホームルームが終わったところで、クラスメートたちは帰りの支し度たくをするか、部活動の用意をしていた。担たん任にんの伊い庭ばかおりは「セガマークIIのＲＯＭカセットを売ってる店があった」と言うやいなや、真っ先にいなくなっていた。


　和樹はなおも、背せ伸のびをしながら首を動かしていた。


「どうしたんですか、和樹さん」


　宮みや間ま夕ゆう菜なが話しかけてきた。アップにした髪かみと装そう飾しよくされた髪止めが、相変わらずよく似に合あう。


「いや、ちょっと。舞まい穂ほちゃんをね……」


　彼は栗くり丘おか舞穂を探さがしていた。さっきから姿すがたが見えないのである。


「舞穂ちゃんなら保ほ健けん室しつですよ。さっきの授じゆ業ぎようからいませんでした」


「そうなんだ。ならいいんだけど」


「用があるなら、わたしが呼んできましょうか」


「いや、そこまでは……」


　和樹は無む意い識しきのうちに、手首に巻いたリストバントをいじった。


　これは体たい調ちようを計けい測そくする装そう置ちである。発はつ汗かんや脈みやく拍はく、体温をリアルタイムで保健室に送っていた。現在の彼の魔力は身体からだの具合や精神面に左右されるため、養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきがつけさせたのだ。なにしろ、へたをすると地球に影えい響きようがあるのだ。


　最近はずっと安定していたので、あまり気にしたことはなかった。ところが紅尉が、「このところ君の魔力活動に変化がある」と言い出した。数値の上下動が激はげしくなっているらしい。まだ地球に影響があるところまではいかないものの、いい兆ちよう候こうとはいえない。しかも舞穂の魔力にも関かかわっている、という。


　なので最近の和樹は、舞穂のことを気にすることにしていた。場合によっては、自分も保健室まで出向かなければならない。


「待とうか」


「時間かかるみたいですよ。さっき紫し乃の先生が見えたんですけど、なんだか妙みような変化があるって……」


「なんだろ」


「よく分からないんですけど、紫乃先生、にこにこしてました」


　和樹は若じやつ干かん眉まゆをひそめた。紅尉の妹の紅尉紫乃は、人の嫌いやがるようなこと、人がとんでもないような目にあうことが大好きなのである。きっとろくでもない結果になることを願っているに違ちがいない。


　先に帰ろうかな、と考えていたら誰だれか教室に入ってきた。


「式森君……」


　二年Ｆ組の徽き章しようをつけたショートヘアーの女の子。山やま瀬せ千ち早はやであった。なんだか不ふ思し議ぎそうな顔をしている。


「どうしたの？」


「なんかね……」


　口ごもっている。言っていいものか、という感じだ。


「式森君に会いたそうな女の子がいたんだけど……。知り合いみたいで」


「女の子……？」


　和樹は首をかしげた。今ここにいない知り合いの女の子といえば、風かぜ椿つばき玖く里り子こか神かみ城しろ凜りんだけだが、千早も知っているはずだからこんな言い方にならない。


「どこのクラス？　何年生？」


「んー、よく分からないんだけど……すごい美人だったなあ」


「あ、知らない人だと思う」


　即そく座ざに返事をする。そもそも覚えがないのと、夕菜の機き嫌げんが悪くなっているのが、手に取るように分かるからだ。


　千早は釈しやく然ぜんとしないようで。


「でもその娘こは知ってるみたいだったよ。式森君の名前言ってたもん」


「いやでもそんな人は……」


　とその時。


　なにかが教室に飛び込んできた。


「うわっぷ！」


　和樹の視し界かいが暗くなった。入り口に振ふり向いたとたん、なにも見えなくなったのだ。誰だれかに抱だきつかれていた。


「なんだなんだなんだ!?」


　じたばたする和樹。夕菜は「ちょっと、なんですか！」と怒ど鳴なっており、千早は「あ、この娘」と呟つぶやいていた。


　抱きしめてくるのを無む理りやり引き剝はがす。そこで初めて顔を見た。


　くっきりと整ととのった眉。切れ長気味のはっきりした瞳ひとみ。薄うすく茶色がかったストレートロングヘアー。健康そうではちきれそうな肢し体たい。


　まったくもって、絵に描かいたような美少女であった。


　和樹はその娘を前にして固まっていた。


「……もう、こら！」
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　夕菜がその間に割って入る。女の子を睨にらみつけた。


「なんですかいきなり！　人のものに抱きついたりして！　いい度ど胸きようです、命が惜おしく……あら？」


　夕菜の台詞せりふが止まった。和樹と同じように硬こう直ちよくする。


　やがて二人は、全く同じことを口にした。


「……舞穂ちゃん!?」


「にゃはは」


　成長した姿の舞穂は、いつもの口調で嬉うれしそうに笑った。





　　　　○





　葵学園の保健室。


　この部屋の主あるじである紅尉は、手元の分ぶ厚あついカルテと和樹たちを、交こう互ごに眺ながめていた。


　眺められているのは和樹だけではなく、夕菜に成長した舞穂、呼び出された玖里子に凜もいた。なりゆき上、千早も付き合っている。


　紅尉がなにも言おうとしないので、和樹は先に質問した。


「あのー、紅尉先生、これはどういう……」


　横目で舞穂を見ながら訊きく。


「君のせいだ」


　養護教諭の言葉は、まったく簡かん潔けつなものであった。


「人間関係によって魔力が揺らぐと説明しただろう。それが栗丘君にも影響して、外見の変化に現われたのだ。私も最初はなにが起こったのかと思った」


　和樹の魔力と舞穂の魔力は深い関係にある。一時期はあまり離はなれて行動するなと言われていたくらいだ。


「首輪のおかげでこれくらいですんでいるがな」


「でもどうして舞穂ちゃんは成長しちゃったんです？」


「それは不明だ。だがどうしてこんな姿なのかは分かる。前に同じように成長したことがあったそうだが」


「えー、ありました」


　和樹と夕菜のデートの邪じや魔まをするため、舞穂がこの姿をとったことがあったのだ。


「魔力が記憶していたのだな」


　はあ、と和樹は相あい槌づちをうった。


　当の舞穂は自分が気に入ったのか、さっきから和樹にまとわりついている。口調こそにゃーにゃー言っているが、どえらい美少女なので、和樹はどきどきしっぱなしだ。おまけに夕菜がただならぬ雰ふん囲い気きを漂ただよわせているため、別な意味でもどきどきしていた。


「もしかして舞穂ちゃんは、ずっとこのままなんですか」


「そんなことはない」


　あっさりと紅尉が答える。和樹はほっとした。舞穂は「このままでもいいー」と騒さわいでいたが、聞こえないふりをした。


「人間関係に根ざした変化だから、落ち着けばいつかは戻もどる」


「いつごろでしょう」


「それは分からない」


　不安になるようなことをあっさり言う。


「もしかして、卒そつ業ぎようまでこのままとか」


「あり得るな」


　やった、と喜んだのは舞穂。また和樹に抱きついた。


「にゃー、ずっと和樹君と同い年だー」


　戸と惑まどったのは和樹。激げつ高こうしたのは夕菜である。


「舞穂ちゃん、ここぞとばかりに抱きつかないでくださいっ」


「また夕菜さんがやきもちやくー。でももう対等だもん。立場おんなじ」


「まだ子供でしょう！」


「今は大人おとなだもん。胸だって夕菜さんより大きくなったもん」


　舞穂は十三歳さいのわりには幼よう児じ体たい型けいで、身体はぺたんとしていた。それが今は出るところは出て、引っ込むところは引っ込んだナイスなバディである。玖里子に匹ひつ敵てきするスタイルだ。


　自分のコンプレックスを持ち出されて、夕菜はさらにヒートアップした。


「余よ計けいな自じ慢まんをしないでください！　愛があればいいんです！」


「舞穂も愛はあるよー」


　そんなことを口にしつつ、身体を押しつけてくる。双ふたつのふくらみを感じて、和樹の心しん拍ぱく数すうが上がった。


「にゃー、和樹君が赤くなったー」


「舞穂ちゃん！」


　つかみかかり、引き剝はがさんとする夕菜。舞穂は抱きついたまま、巧みにかわす。和樹を中心にして、二人はくるくる回った。


　夕菜はいつものように我われを忘れつつあったが、玖里子と凜はまだ冷静であった。


「舞穂ちゃんはこのままで、健康とかに不安はないの？」


　玖里子が紅尉に訊く。急きゆう激げきに成長させているのだから、どこかに悪い影響が出てもおかしくなかった。


「今のところは見られないな。成長といっても、魔法で精せい密みつな肉体の衣ころもをまとったようなものだから、いきなり変へん調ちようをきたすことはないだろう」


「このままでも問題ないわけ？」


「そうだ。やはり今のところは、だが」


　また舞穂がやったと喜ぶ。


「でもセンセはいつかは戻るって言いましたよね」


「ああ。時期は分からん」


「早める方法はあるんですか？」


　これならどうだと言いたげな、玖里子の口調だった。


　聞いた夕菜はそうかと手を打ち、舞穂は頰ほおを膨ふくらます。


「早めるなんてやだー」


「わがまま言うんじゃありません」


　夕菜が、嫌きらいな野菜を食べさせる母親のように言う。


「その格かつ好こうは不自然なんですから。元に戻ったほうがいいです」


「そんなこといって、舞穂が大人っぽくなったから焦あせってるんだー」


「舞穂ちゃん！」


　うわずったように叫さけぶ。


　紅尉はカルテを机つくえに置いた。


「方法はあるし、簡かん単たんだ。二人が長時間一いつ緒しよにいればいい」


「どういうことです？」


　と玖里子。


「前もそうだったが、式森君と栗丘君の魔力は、近くにいればいるほど安定する。そうすることによって、今度は離れても大だい丈じよう夫ぶになるわけだ。今の成長した姿は不安定な魔力の表あらわれだから、一緒に行動することで安定を取り戻す必要がある」


「なーるほど。それでいつもの舞穂ちゃんに戻るってわけね」


「そうだ」


「どれくらい一緒にいればいいんですか」


「不明だ。なにしろ初めてのことだからな」


　紅尉は人ごとのように言う。


「とすると、式森は舞穂ちゃんと、ずっと行動を共にすることになります」


　初めて凜が発言した。心中穏おだやかではなさそうだが、少なくとも表面上は見せていない。


「今も同どう居きよしているのだから、同じようなものだな。もっと密着というか、精神的にも近くなれば元に戻るのも早くなるだろう」


「では二人で出かけるとかが効果あるのですね」


「ありそうだな」


　話を聞いていた夕菜が、勢いよく舞穂に向かって喋しやべった。


「じゃあじゃあ、舞穂ちゃんはどこかに出かけてください」


「式森君もいなければ駄だ目めだぞ」


　紅尉が口を出す。


「和樹さんも一緒に」


「精神の問題だから、楽しくなるところがいい」


「遊ゆう園えん地ちとか」


「長時間だぞ」


「休日ずっと使ってください」


「できれば二人きりが好ましい」


「二人だけです」


　夕菜は目を輝かがやかせた。解決方法が見つかり、目の前が明るくなったようだ。


「つまり、舞穂ちゃんは和樹さんと休みの日に二人きりで、遊園地みたいなところに一日中出かければいいんです！」


「……あのー」


　黙だまって聞いていた千早が、恐おそる恐る口をはさんだ。


「それって、デートって言わない……？」


　一いつ拍ぱくおいて、保健室に夕菜の悲ひ鳴めいが響ひびき渡わたった。





　保健室だというのに、どたばたとした騒さわぎになった。


「やっぱり駄だ目めです絶対駄目です！」


　叫んでいるのは当然夕菜である。


「和樹さんと舞穂ちゃんがデートだなんて！」


　舞穂が「むー」とうなった。成長したままでやられると、なにやら倒とう錯さくした感覚に襲おそわれる。


「夕菜さんいいって言った」


「う……言いましたけど」


「二人っきりがいいって言った」


「……言いましたけど」


「一日中出かければいいって言った」


「……言いましたけど！」


　明らかに舞穂に分があった。しかも成長した姿なので、夕菜が一方的にわがままを言ってるように見えた。


「にゃー、和樹君とデートだー」


　舞穂が和樹の腕にしがみつく。夕菜は怒おこりたくても怒れず、顔を充じゆう血けつさせて口をぱくぱくさせていた。


　さすがに玖里子と凜も、なにか言いたそうな顔をしている。千早は微び妙みよう。


「ねーねー和樹君、どこに行くー？」


　無む邪じや気きに質問をする舞穂。和樹としては、いきなり聞かれても出てくるはずもない。そもそもいつの間に出かけることに決まったのか。


　しかしすでに、舞穂の中では決けつ定てい事じ項こうとなっていた。あとは「どこでデートをするか」なのである。


「舞穂はどこでもいいよー」


　一番困ることを言われる。和樹は仕方がないので考えることにした。


「えーっと……遊園地かな」


「駄目です！」


　また夕菜が騒ぐ。


「遊園地なんて、そんなデートの定番スポットに行くのは、神もわたしも許しません！」


　だってデートだし、という舞穂のもっともな意見は、怒いかりの前にかき消された。和樹は急いで代だい替たい案あんを持ち出す。


「じゃあ映画館とか」


「それも駄目だ」


　こう主張したのは、意外にも凜である。


「あんな暗くら闇やみの中に男女二人きりでは、なにが起こるか分からない。舞穂ちゃんでも危あぶなすぎる」


　舞穂が「うにゃー、ひどいー」と抗こう議ぎの声を上げたが、無む視し。


「あとは……水族館」


「やめときなさい」


　こう言ったのは玖里子である。


「万が一、魔法だなんだで水すい槽そうが壊こわれることになったら、とんでもない弁べん償しよう額がくになるわよ。あたしが後あと始し末まつすんのやだ」


　和樹はまた頭をひねった。


「動物園とかどうだろ」


「水族館と同じです」


　と夕菜。


「だったら博はく物ぶつ館かん」


「貴重な品物を破は壊かいしたら逮たい捕ほされちゃいます」


「美術館」


「和樹さん、絵とか分かりますか？」


「スタジアム」


「人ひと死じにが出るかも」


「それじゃあどこもないよ」


　和樹が根を上げた。だいたい水槽が壊れるとか人死にが出るとか、そこまで見み境さかいなく魔法を使うのは一人しかいない。口に出したら怒りを買うので黙っているが。


　夕菜はむしろ、勝ち誇ほこった表情をしている。確かにデートがなくなれば、彼女にとっては勝ちではある。


　しかし意外なところから、次の意見が出た。


「えーっと、そういえば駅前にショッピングセンターができたって聞いたけど……」


　控ひかえめに発言したのは千早であった。夕菜が即そく座ざに嚙かみつく。


「山瀬さん、あまり余よ計けいなことを……！」


「だって、舞穂ちゃんを元に戻すには、式森君と一緒にいたほうがいいんでしょ。ショッピングセンターならあまりデートっぽくないから」


　夕菜は一瞬言葉に詰つまった。駅前という近きん距きよ離りで、しかもショッピングセンターである。できるのはせいぜい買い物くらいだ。少なくとも遊園地よりはましと言える。


　感心したように玖里子が訊きく。


「なるほどねえ。あそこのショッピングセンターって、中にどんな施し設せつがあったかしら」


「食料品とか、そんなのばかりです。あとゲームセンターがあったかもしれないけど……」


「ゲーセンかあ」


　確かにファミリーの休日という雰囲気で、デートという気はしない。買い出しに近いものがあった。


　夕菜にはなおも納なつ得とくしがたいところがあったが、仕方がないとうなずいた。


「舞穂ちゃんに元に戻ってもらうためです。ショッピングセンターで妥だ協きようします」


「にゃー、舞穂のデートなのにー」


「デートじゃありません」


「デートなの」


「違います」


「だって和樹君と二人っきりだよ」


「ぐ……それでも違うんです」


「違わないもーん」


　はしゃぐ舞穂。


　夕菜は歯を嚙み鳴らした。悔しい二人だけで行動させないと、舞穂がずっと成長したままでいる時間が長くなる。彼女としては、そんな余計なライバルを増ふやすことは避さけたかった。


　とはいえ完全に二人っきりにさせるのも悔くやしい。せめてなんらかの形で見張りたかった。


　彼女は同どう志しを募つのろうと、顔を動かした。


　玖里子と凜は危き険けんを察さつ知ちして、素早く横を向いた。目を合わせたらなにかさせられると、知っているのである。


　ばっちり視線が合ったのは、まだこのグループに慣れていない千早であった。


　夕菜はゆっくり近づき、ぽんぽんと肩を叩く。


「山瀬さん」


「えっ、なに、なに？」


「協力してくれますね」


「なにを？　なんなの？」


「重要なことです。二人がいかがわしいことにならないための、使命なんですから」


　使命なんだと頭を抱かかえる千早。


　夕菜はそんなことはお構かまいなしに、デートだデートだとはしゃぐ舞穂を眺めながら、やきもちエンジンを全開にするのであった。





　　　　○





　そして週末。


　和樹と舞穂はおなじみの駅前までやってきた。


　元々倉そう庫こが立ち並ならんでいたところが整せい地ちされ、巨きよ大だいな建物がそびえていた。側面に大きく店名が書いてある。


「でかいなあ」


　和樹は思わず感想を漏もらした。食品売り場や雑ざつ貨かだけではなく、本屋や旅りよ行こう代だい理り店てんまで入っていた。敷しき地ち内には二百台収容の駐ちゆう車しや場じようまで併へい設せつされている。駅前にはずっと前からデパートがあるのだが、これから競きよう争そうが激げき化かしそうであった。


「行こう」


　和樹は舞穂に袖そでを引っ張られ、歩き出した。


　休日なので人は多い。子連れがたくさんいる。カートを押おして商品を山のように積んでいる人ばかりだ。


　ゲームセンターは一番上の階にあった。電子音が響ひびいているのですぐ分かる。足を踏ふみ入れた。


　巨大な筐きよう体たいをすり抜ぬけるようにして、奥おくに入る。中は父親に連れられた子供や、暇ひまそうな少年たち、何な故ぜか浪ろう人にん生せいらしき人たちでいっぱいだった。


　和樹はしばしばその人たちからの視し線せんを感じていた。


　ちらちらこっちをうかがっている。まず舞穂に目線が止まり、感かん嘆たんしたかのような言葉が聞こえ、隣となりの和樹に移る。そして落らく胆たんのような、呆あきれたような声が漏もれるのだ。


　当然だなと思う。そもそもゲームセンターに女の子の数は少ない。そこにやってきた舞穂は、とんでもない美少女となっている。そして一いつ緒しよにいるのは自じ他た共に認める地じ味み男おとこ。きっと運命や神を怨うらんでいるに違ちがいない。


「にゃー、なんか見られてる気がする」


　さすがに舞穂も感じ取ったようだ。和樹は「気にしなくていいよ」と答えた。


　ずらりと並んだ筐はこの前で、二人は立ち尽つくしていた。


「えーと、どんなゲームをやりたい？」


「にゃ、あんまりゲームを知らない」


　僕もなんだよと思った。和樹はゲームセンターに足あし繁しげく通ったりしない。コンシューマーのゲームですら疎うといので、分からなかった。


　伊庭先生ならひとつ残らず知ってるんだろうなと思いつつ、手近なマシンを眺ながめる。


　得え体たいの知れないシューティングゲームだった。


「舞穂ちゃん、こういうの得とく意い？」


「苦にが手てー」


「僕も」


　これはパス。その隣では格かく闘とうゲームのデモ画面が動いていたが、これもパス。


「和樹君、これはー？」


「麻雀マージヤンかあ。ルール知らない」


「脱だつ衣いじゃなーい」


「大きい声で言わない」


　結局クレーンゲームにした。


　ぬいぐるみがたくさん詰つめられている機械に小こ銭ぜにを入れる。舞穂がボタンを押した。


　クレーンがのろのろと移動を始めた。羊のぬいぐるみの上で止まると、アームを開いて下がる。


　角に引っ掛けたが、途と中ちゆうで落ちた。


「惜おしい」


　和樹は舌した打うちして顔を上げた。と、ガラスの向こうでなにかが動いた。


　爪つめで自分の頰ほおを引っかく。


「……舞穂ちゃん、向こう行こうか」


「いいけど」


　軽けい快かいにロックのリズムを刻きざんでいる筐体があった。音にあわせてボタンを押すゲームである。


「これやりたーい」


「『恋こいのマホウ』あるかな」


　なかった。


　しょうがないので、有名なバンドの歌でプレイした。例によって和樹は下へ手ただったが、舞穂はかなりの得点をマークした。リズム感がいいのだろう。


「勝ったー」


「おー、凄すごい」


　そう言ってから、ぱっと振ふり向く。


　少しだけ見えていた触しよつ角かくみたいな毛先が、さっと引っ込む。


　和樹は小走りにレースゲームに向かうと、椅い子すの陰かげを覗のぞいた。


「玖里子さん」


　逃げ出そうとしていたのは、玖里子と凜であった。


「さっきからずっと見てましたよね。なにしてんですか」


「バレたか」


　舌を出して立ち上がる玖里子。


「昨日きのうの夜、凜が不安だって言い出したのよ。ゲーセンでも、二人きりだとなにするか分からないって」


「わ、私は言ってません」


　慌あわてる凜。


「だからちょっとあとをつけようかと思ったわけ」


「……まったくもう」


　玖里子に悪びれた様子はない。和樹も今さら腹はらを立てる気にはなれなかった。


「でもね、あたしたちより、夕菜ちゃんが凄すごいわよ」


「は？　なんで夕菜なんです」


　彼女はにやっとして、


「デートの邪じや魔まをするってね、最初に言い出したのは夕菜ちゃんなの。また変なこと考えてたわ。山瀬さんも一緒」


　嫌いやな予感がした。夕菜のやきもちには手て加か減げんがない。一度やきもち回路のスイッチが入ると、あとは無む限げん大だいなのだ。今度も「全ぜん治ち××」と肩かた書がきがつくのだろうか。


　しかしその後起こったことは、和樹の予想を変な意味で裏うら切ぎった。


「よーよー、兄ちゃん」


「そ……そんな女放っておいて、俺おれたちと遊びにいこーぜー」


　一ひと昔むかし前まえどころか、今やネタとしか思えない台詞せりふが飛んできた。和樹は半分驚おどろき、半分怪け訝げんに思いながら振り向いた。


　そこには「男みたいな人」が二人立っていた。「みたい」なのには理由があって、どちらもサングラスをかけてだらしなくシャツを着き込こみ、いかにもな不良を演えん出しゆつしているのだが、胸も尻しりも男には不自然なくらい膨ふくれていた。そもそも、カップルの女ではなく男を狙ねらっているところが変わっている。


　二人とも帽ぼう子しをかぶっている。一人は髪かみがすべて隠れているものの、もう一人は後ろからはみ出ており、二ふた条すじに分かれて背中に流れている。おまけにどちらも話をするとき、喉のどを押さえて無む理り矢理声を低くしようとしていた。


「よー、どうしたい」


「に、にいちゃん……こっちにこいよー」
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　髪がはみ出ている方はいかにもな台詞を連発しているが、もう一人はうつむいていて、なんだか恥はずかしそうだ。舞穂の顔を見ようともしない。


「どうしたんだよ、びびってんのかー」


「び……びびって……宮間さん、あたし恥ずかしくて死にそう……」


「我が慢まんしてください。ここが勝負どころです」


「もうやだ……」


　和樹は「全部聞こえてるんだけどな」と呟つぶやいた。うんざりしながら、


「ねえ夕菜」


「お、俺は夕菜じゃねーよ」


「夕菜じゃないか」


　声を変えようとしても夕菜である。無論、玖里子に凜、舞穂にも分かっていて、全員呆あきれ返っていた。


　和樹が夕菜の帽子を取る。彼女は慌ててひったくり、かぶりなおした。


「な……なにをするんだよー」


「もういいってば」


「宮間さん、もう止めようよ」


　顔を真まっ赤かにしながら、千早が帽子とサングラスを取った。


「恥ずかしいだけ。変だよ」


　奇き怪かいな格かつ好こうをしているのが一人だけとなったが、まだまだめげる様子はない。なおも和樹に食らいついた。


「遠えん慮りよすんなよ、兄ちゃん」


　彼は自分がげっそりとしていくのを自覚した。


「だからやめなって。男をナンパするなんて、聞いたこともない」


「二十一世紀はそういうナンパがはやるんだよー」


「はやんなくていいよ」


「へっへー。俺は不良だからな。そういう正論は聞かないぜ。兄ちゃん、俺たちと遊ぼうぜー」


　サングラスの夕菜が和樹を強ごう引いんに引っ張った途と端たん、


「駄だ目めー」


　夕菜の手が、舞穂にとってはたき落とされた。


「和樹君に手を出しちゃ駄目。舞穂とデート中なの」


　彼女は和樹と夕菜の間に割って入っていた。いつもの小さい身体からだではなく、成せい熟じゆくした姿すがたなので、結けつ構こうな威い圧あつ感かんがある。


「舞穂の彼に手を出したら酷ひどいよ」


　彼、の台詞に夕菜の顔色が変わる。


「なっ、なにが彼なんですか……なんだよ。そんなこと誰が決めたんですか……決めたんだよー」


　たどたどしく言い直す。だが舞穂は引かない。


「舞穂が決めたの。今はデートしてるんだから、和樹君は舞穂の彼なの。だから邪魔しちゃ駄目」


「そ、そんな理り屈くつは許しませ……許さねーよ」


「それ、夕菜さんの理屈だ」


「わたしは……俺は夕菜じゃねーよ」


　聞いた舞穂がにかっとする。


「そーなんだ。夕菜さんじゃないんだ」


「と、当然だよ」


「じゃあただの不良さんだよね。なんの関係もない人だよね」


　舞穂は和樹に自分の腕うでを絡からめた。


　いつもの舞穂に比くらべ、明らかにやり方が違ちがっていた。育った自分の利点を熟知している。幼よう児じ体たい型けいとは違い、かなりスタイルがいいため、官かん能のう的な仕草となっていた。和樹の顔面は一気に赤くなり、心しん臓ぞうは早はや鐘がねのように乱打する。


「にゃー、和樹君が照てれてるー」


「……やめなさい舞穂ちゃん！」


　夕菜が怒ど鳴なるも、まるで余よ裕ゆうの表ひよう情じようだった。


「あれー、不良さんなのに、夕菜さんみたいー」


「わ……俺は夕菜じゃ……」


「夕菜さんじゃないなら、関係ない人なんだから、黙ってるの。今の和樹君は舞穂のものなの」


「かっ……関係ないわけ……うがー！」


　夕菜が自分で帽子をはぎ取って床にたたきつけ、サングラスを外す。黒いガラスの奥には、憤ふん怒ぬの瞳ひとみがあった。


「許しませんよ舞穂ちゃん！」


　彼女は右手を頭上にかかげた。空気がきらめき、光の粒つぶが渦うず巻まき状じようになって手首から指先へとまとわりついていく。誰よりも得意とする精せい霊れい魔ま法ほうだ。


「人の男を盗とるなんてー！」


　和樹は素す早ばやく床ゆかに伏ふせた。夕菜の魔法攻こう撃げきに対する条じよう件けん反はん射しやである。自分に向けられたものではなくても、巻まき添ぞえで被ひ害がいを受けることはあり得うる。同じようにして凜も筐体側に隠れており、玖里子は千早を引っ張って柱の陰に飛び込んだ。


　光の粒が水流へと姿を変える。上空で一回転すると、しぶきをあげて舞穂に襲おそいかかった。


「たあーっ!!」


　だが装そう甲こう車しや両りようの突とつ進しんに匹ひつ敵てきするはずの水流は、途中で四し散さんした。


　舞穂は平然としている。


「な……ウンディーネ！」


　再ふたたび精霊たちを集め、水流にしてぶつける。


　今度も同じだった。舞穂の身体に到とう達たつする前に勢いをなくし、切り裂さかれるように消失してしまうのだ。水すい滴てき一つつけることができていない。


　和樹はあっけにとられていた。彼だけではなく、玖里子も、凜も、千早も。そしてもちろん夕菜も。


「魔法障壁マジツクバリア……」


　夕菜の顔面は蒼そう白はくだった。絶対の自信を持っていたはずの精霊魔法が、まったくなにもできずに蹴け散ちらされていた。


　普段の舞穂は全く魔法を使わない。一方的に吸収するだけで、使えないのだと説明されていた。だが今は成長したせいなのか、遠えん慮りよなく使おうとしていた。


　舞穂の指先は細かく動いている。これだけで夕菜との間に障壁を形成したのだ。


「にゃー、夕菜さん」


　彼女の髪かみの毛は魔力のせいで完全な金きん髪ぱつとなり、毛先は光を放っていた。それでいて話し方は元のままなので、恐おそろしさが増ましている。


「今度はこっちからいくよー」


　右手を大きく振りかぶった。


　瞬しゆん間かん的てきに、手のひらから薄うすい青色の矢やが飛び出す。いわゆる「光の矢」だが、太さがプロレスラーの腕ほどもあった。


　放ほう電でんしながら夕菜に突き進む。


「きゃ……ウンディー……」


　水の精霊たちが防壁代わりになろうとするが、光の矢は楽々貫かん通つうし、爆ばく発はつした。


　爆風と共に吹ふっ飛ばされるゲーセンの筐体。そして夕菜。


　しかし腐くさっても清せい純じゆん風ふう武ぶ闘とう派はアイドル。髪がちりちりになりながらも、体勢を立て直して着地する。


「にゃ、不ふ死じ身みだ」


「和樹さんへの愛が私を生き延のびさせるんですっ！」


　今度は炎ほのおの精霊を召喚、盟めい約やくの名を矢や継つぎ早ばやに唱となえ、ザラマンダーにする。


「次は熱いですよ！」


「にゃー、無む駄だー」


　火か炎えんが四方八方から舞穂に襲いかかる。余よ波はでゲームセンターの機き械かい類るいは次々に発はつ火かし、和樹は熱さで転ころげ回った。


　だがこれも、舞穂に到達する前に霧む散さんした。自分の前面だけではなく、あらゆる方向に防壁を展てん開かいしている。そのため防いだザラマンダーの火の粉があちこちに飛び散っており、玖里子と千早が独自に精霊魔法で消火した。


　舞穂の髪がふわっと持ち上がる。


　突とつ然ぜん髪が無数の光の矢と化して発射された。前回の攻撃ほど太くはないが、今度は数が多い。残像を残しつつ夕菜を包む。


「きゃああああ！」


　細かい爆発がゲームセンターを満たした。爆風がクレーンゲームやらレースゲームやらをなぎ倒たおす。


「舞穂の勝ちー」


　無む邪じや気きに拍はく手しゆをする。


　音と煙けむりが収まると、そこにはぼろぼろになった夕菜が倒れていた。


　和樹は熱で悶もん絶ぜつしていたが、この光景には熱さを忘れた。


「舞穂ちゃん！　夕菜は……」


「手て加か減げんしたから、生きてるよー」


　その言葉通り、夕菜は両手で身体を支えながら、なんとか起きあがった。


　ふらふらしつつも、二本の足で立つ。


「ま、舞穂ちゃん……」


　夕菜はよろめきながら、精霊を召喚しようとする。だが魔力以前に気力が尽きたのか、光の粒はなかなか集まらない。


　彼女は諦あきらめ、代わりに半はん壊かいした両りよう替がえ機きを持ち上げた。


「げ……」


　和樹の口から驚きよう愕がくの声が漏もれる。小こ銭ぜにの詰つまった両替機を、力を込めて持ち上げたのだ。


「夕菜、それ、危あぶない……」


　和樹は舞穂の元に飛び込み、覆おおい被かぶさろうとする。


「それくらい平気だからー」


　舞穂は防壁を張り直した。今までは不ふ可か視しだったものを、対物理攻撃用に半はん透とう明めいのものにしている。


　夕菜はそれを知ってか知らずか、よろよろと両替機を凶きよう器きにしたまま近づいてきた。腰が定まっていなかったが、和樹を見て立ち直った。


「か……和樹さん……やっぱり舞穂ちゃんとくっついて……」


「いや、だって危ない……」


「彼だからいーの」


「この……」


　最後の力を振ふり絞しぼって両替機を振り下ろそうとする。


　和樹は怯おびえているが、舞穂はにこにこしっぱなしだ。半透明の防壁が、完全に保ほ護ごしている。どのような物理攻撃も防ぐはずであった。


　だがしかし。


　いきなり舞穂の身体が煙に包つつまれた。煙はすぐに消えたが、そこにはスタイルのよい美少女は跡あと形かたもなくなり、小学生のような小さい女の子がいるだけだった。


　同時に防壁も消えた。


　舞穂が目をしばたたかせる。


「にゃ……戻っちゃった」


「噓うそ……！」


　和樹の悲鳴はかすれて消える。そこへ落ちてくる両替機。


　ごん。


　和樹は激はげしい痛みの中、大の字になって倒れようとしていた。衝しよう撃げきで舞穂までが目を回し、夕菜も力尽きてひっくり返った。


「ふ、二人とも……大だい丈じよう夫ぶ!?」


　三人とも倒れ込むのを感じながら、「こういうパターンも珍めずらしいな……」と考えるのであった。




　番外編　グッド・デイ・サン……










　式しき森もり和かず樹きが生せい徒と会かい室しつを訪おとずれると、中には風かぜ椿つばき玖く里り子こしかいなかった。彼女は生徒会の役員ではないが権けん力りよく者しやで、机つくえもある。一番偉えらいはずなのだが何な故ぜか態たい度どには焦あせりが見えており、少々怒おこってもいるようだった。


「……だから、三日前に約やく束そくしたばかりでしょう!?」


　荒あら々あらしい声こわ音ねで、携けい帯たい電でん話わに怒ど鳴なっている。


「なんで今さら断ことわるのよ、あたしは約やく束そくを破やぶらないわよ……え、なに？」


　玖里子の目が細くなる。


「事じ情じようがある？　あたしの頼たのみ以上の事情なんてどこにあんのよ……は？　脅きよう迫はく!?」


　携帯電話を持つ手が白くなった。目の端はしも吊つり上あがる。


「どこの馬ば鹿かよそんなことしたの！　学校側の介かい入にゆうならあたしが揉もみ消けすわ。そうじゃない？　一年生の仕し業わざ!?」


　彼女は椅い子すに座すわり込んだ。それから何度か、首を動かしてうなずいていた。


「じゃあもういいわよ。中立を守ってくれれば、追つい及きゆうはしないわ……そう、ありがと」


　玖里子は疲つかれ切った様子で、携帯の通話を切った。畳たたんで、机の上に放ほうり投なげる。


　和樹をちらっと見た。


「来たの」


「ええまあ、来ました」


　本当は玖里子に呼ばれていた。だが機き嫌げんが悪そうだったので、あえて黙だまることにした。


　しばらく待っていると、彼女の怒いかりは徐じよ々じよに和やわらいでいった。張りつめていた空気が、徐々に薄うすれていく。


「ああ……あたしが呼んだんだったわね。悪かった。ごめん」


　和樹は空あいてる椅子を見つけて座った。


「なにがあったんですか？」


「なーんかね、選せん挙きよの邪じや魔まをされてんのよ」


　玖里子は、いかにも忌いま々いましそうであった。


「今度の会長選挙ですか？　僕ぼくはもう出ませんよ」


「出てくれなんて言わないわよ。選挙なんてつまんないのが一番だわ」


　高校の生徒会選挙なんてものは、たいていの場合、面おも白しろくないものと相そう場ばが決まっている。「生徒の自じ主しゆ性せいを高める」などというのは建たて前まえで、大半は学校側の管かん理り下かにあり、作業も雑ざつ用ようが多い。立りつ候こう補ほ者しやもまずおらず、誰か出てくれるようにアナウンスされるのが普ふ通つうだ。葵あおい学がく園えんもこの例に漏もれない。生徒会は一いつ般ぱん生徒にとって、まず縁えんのない存そん在ざいとして扱あつかわれている。


　ただし内ない実じつは大きく異ことなっていた。葵学園の生徒会はかなりの権けん力りよくを持っており、裁さい量りようの幅はばも大きい。予算の一部は機き密みつ化かされ、学校側ですらおいそれと手出しができないようになっている。そしてそれらは玖里子が握にぎっていた。


　もちろん一般生徒も、これらのことは知っている。玖里子が生徒会役員ではないにも拘かかわらず権けん限げんを持ち、一番偉えらいことも承しよう知ちしている。しかし予算の深しん部ぶや権限の細かいことといった肝かん心じんの所は何なん重じゆうにもカムフラージュされ、ほとんど知ることがない。


　これは全すべて、玖里子の作りあげたシステムである。広報を抑おさえ、予算を隠いん蔽ぺいする。目立つことはやらず、重要事じ項こう、とくに金が動く文化祭等のイベントだけは必かならずコントロール。さらに諜ちよう報ほうシステムを張はり巡めぐらせる。ポリティカルゲーム好きな彼女が年月をかけて築きずいた、強きよう靭じんなものであった。


　とくに生徒への隠蔽は念を入れられていた。一般生徒が生徒会活動について知ることになっても、それらは「コントロールされた情じよう報ほう」であり、突つっ込こまれようが人目にさらされようが、痛いたくもかゆくもない。玖里子がそう構こう築ちくしていた。


　選挙活動も例れい外がいではない。玖里子自身が立候補することはないが、彼女が指名した人間が勝つ。投とう票ひようは半なかばセレモニーと化し、誰だれが当選するかで地ち下か賭と博ばくは開かれても、本ほん命めいが順じゆん当とうに勝利するだけで博ばく打ちにならなかった。


　ところが、今回は違ちがうという。


「対立候補が立っちゃってさあ。せっかく無む風ふうで終わらせようとしたのに、台だい無なしよ」


「どうせ玖里子さんの候補の勝ちでしょう」


　和樹は苦く笑しようするが、彼女は首を振ふった。


「分かんないわ」


「え？」


「いつものように関係各所に根ね回まわしをして、接せつ待たいも欠かさなかったけど、どうも票ひようが読めないのよ。圧あつ力りよくかしら」


「珍めずらしいですね」


　この学校で玖里子に圧力をかけられる人間は多くない。そもそも成せい績せきが抜ばつ群ぐんにいいため、なにをやろうと黙もく認にんされる傾けい向こうにある。あえていうなら、姉であり、葵学園の理り事じでもある風椿麻ま衣い香かくらいだろうか。


「文もん句くくらいたまには出るわよ。でも、なんていうのかな、本気っぽいのよねえ」


　和樹は聞きつつ、小こ型がた冷れい蔵ぞう庫こ（治ち外がい法ほう権けんなのでこんなのもある）からペットボトルのお茶を出した。紙コップも出して玖里子に注つぐ。


「ありがと。……さっきの相手、美び術じゆつ部ぶの部長なんだけど、いつもは票をまとめてうちの候補に入れてもらってんの。代わりに予算で便べん宜ぎを図はかってるのよね。領りよう収しゆう書しよは白はく紙しでもスルー。二に重じゆう会かい計けい奨しよう励れい」


　役所や企き業ぎようがやったら間違いなく問題になるし、部活動でもどうかと思われるが、彼女は平へい然ぜんとしていた。


「なのに今回は駄だ目めとか言ってきた。予算流用と裏うら帳ちよう簿ぼをかぎつけられて、『学校側に通報する』って脅おどされてんだって。あれほど秘ひ密みつ管かん理りは気をつけろって言ってたのに」


　悔くやしげに机をばんばん叩たたく。


「はあ。それじゃ美術部の票は諦あきらめるしかないですね」


「それが美術部だけじゃないのよ。サッカー部も、陸上部も、天てん文もん部も、息のかかっているところは大半が『投票できない』って言ってきたの。ずっと連れん絡らくのつかない部長もいるわ。なんてこと」


　憮ぶ然ぜんとする玖里子。なるほど、これじゃ機嫌も悪くなるよな、と和樹は思った。


「肝かん心じんの邪じや魔まをしているのは誰なんです」


「それよ、あたしがあんたを呼んだのは」


　彼女は机の引き出しを開けた。書類の束たばを取り出して、放ほうる。


「読んでみて」


　和樹は一枚目を眺ながめた。


「三年Ｄ組西にし村むら伸しん太た……誰だれです？」


「それはあたしが立てた候補。成績中くらいで地じ味みなんだけど、私大への推すい薦せん入学狙ねらってる。内ない申しんを上げるのと引ひき替かえに、生徒会長立候補を承しよう知ちしたのよ。問題は次」


　紙をめくった。今度は一年生だった。


「一年Ｆ組深ふか居い貴たか巳み……これが？」


「そ。深居って名字、なんか聞き覚えない？」


「ええと、深居深居……あ！」


　つい声を出した。聞き覚えがある。


　少し前に、和樹は設楽したらヶが原はら高校の生徒会に拉ら致ちされたことがある。二年Ｂ組の活かつ躍やくというか邪じや魔まがあったもののなんとか解放されたのだが、そのときの生徒会長の名前が深居だった。


「深居の弟なのよ。あの間ま抜ぬけ女、絶対裏うらで糸引いてるわ。あたしに嫌いやがらせするために送り込んできたの」


「十三歳さいって書いてありますね」


「舞穂ちゃんと同じで飛び級で転てん入にゆう。頭は相そう当とういいみたい。あたしの票ひよう田でん潰つぶそうとするくらいだから、知ち恵えは回るやつだと思ってたけれど」


　写真は添てん付ぷされていない。だからどんな顔をしているか分からなかった。きっと大人おとなびていて、生意気なのだろう。それくらいタフでないと、玖里子に逆さからうのは難むずかしい。


「僕を呼んだ理由ってなんです？」


「二年Ｆ組の山やま瀬せさんに、妹がいるの知ってるでしょ」


「この前紹しよう介かいしてくれましたね」


　しゃきしゃきした女子生徒を思い出した。なんだか姉にべったりっぽい雰ふん囲い気きもあったが。


「どうも深居貴巳と関係がありそうなのよ。転入試験を同日に受けていて、親したしそうだったって証言もある。なんか探さぐれないかって思ってんの」


「僕はあんまり関係ないような」


　玖里子は軽く首を振ふる。


「馬ば鹿かね。山瀬さんルートなら仕し掛かけられるでしょ。向こうがあたしを潰しにかかるなら、こっちもやらせてもらおうじゃない。和樹なら可か能のう性せいがぐっと上がるわ」


「なんで僕なんです」


「言ったでしょ。山瀬さんだからよ」


　首をかしげた。


「なんで？」


「……だから馬鹿だっての」


　和樹はなんだかさっぱり分からんという顔をしたが、玖里子は強ごう引いんに終わらせた。


「とにかく、あんたしばらくあたしの手先になって動きなさい。なんとしても深居貴巳の会長就しゆう任にんを阻そ止しするのよ！」





　　　　○





　阻止といっても、なにをしたらいいのやらというのが、和樹の正直な意見だった。玖里子からは「山瀬さんルートでなんとかしろ」とせっつかれている。なので千早に会ってみることにした。


　一人では心細いので、夕菜に同行してくれるよう頼たのんだ。彼女は理由を聞くと、当とう然ぜんのように呆あきれた。


「玖里子さんったら、最近帰りが遅おそいと思ったらそんなことしてたんですか」


「葵学園で一番偉えらい人だからね」


「裏うら工作ばかりして、将来世せ界かい征せい服ふくでもたくらむ気かしら」


「玖里子さんならやりそうだよ」


　放ほう課か後ごまで待ち、とりあえず二年Ｆ組まで行く。


　Ｆ組はまるでドラマに出てくるような「青春しているクラス」であった。生徒は全員仲が良く、催もよおしごとには団だん結けつしてあたり、クラスメートの悲ひ劇げきは自みずからのことのように泣なく。成績も当然文句なく、模も範はん生徒として教師の間でも評価が高い。


　和樹はＢ組が金と権けん力りよくで争うたびに、「Ｆ組に移りたい」と考えている。快かい活かつで健けん康こうな千早にはぴったりのクラスであった。


　千早はまだ教室にいた。何人かの女子生徒と話し込んでいたが、呼んだら中ちゆう断だんしてきてくれた。


「なに、式森君」


「えーと、相談があるんだけど」


「ちょっと待って、支し度たくするから」


　彼女は手早く荷物をまとめると、廊ろう下かに出た。


「友達と話してたんじゃないの？」


「いいの。明日になれば会えるんだから」


　千早は教室の友人に手を振った。「千早、彼氏ー？　お幸しあわせにー」との台詞せりふが飛んできたので、「幸せになるよー」と返事をしている。夕菜の雰ふん囲い気きが悪くなったが、幸さいわい爆ばく発はつはしなかった。


　三人はしばらくうろうろしてから、駅前のファミリーレストランに行くことにした。


　昼食には遅く夕食には早い時間帯のため、あまり客がいなかった。おかげで悠ゆう々ゆう禁きん煙えん席せきに座すわることができた。


「……深居君のこと？」


　千早は烏龍ウーロン茶ちやを飲みながら、聞き返した。


「うん。妹さんと知り合いみたいだなって」


「あ、うん。神かみ代よは知ってるはず」


「どういう生徒？」


「ええとね、飛び級で頭が良くて、賢かしこそうで、美少年で、それから……」


　玖里子から聞いていたことと違いはない。知っていることばかり、とも言える。


「権力欲とかありそうかな」


「なにそれ」


「人の上に立つと凄すごく気分が良くなる、とか……」


「さあ……。あたしも一回しか会ってないから」


　千早もそれほど親しくはなさそうであった。


「じゃあ、陰いん謀ぼうを企たくらんでるとかない？」


「陰謀？」


「陰謀というか、野心というか。えーっとね……」


　和樹は会長選挙と玖里子のことを、大まかに説明した。


　千早は目を白黒させていた。


「風椿さんって、そんなこともするんだ」


「葵学園で一番偉いから」


「一年のころは、全然知らなかったなあ」


「へ？」


「ごめん、なんでもない。でも深居君が会長選挙だなんて、全然そんなタイプじゃないんだけど」


「立候補はしてたよ」


「ふーん……あ」


　千早は、なにかに気づいたような顔をしていた。


「どうしたんですか？」


　夕菜が訊きく。


「……違う、と思う。関係ないか」


　彼女は独ひとり言のように呟つぶやく。和樹は話を続けた。


「できれば山瀬さんにも協力して欲ほしいんだ。犯はん罪ざいをするわけじゃないから、なんていうか気き楽らくにしてくれればいいけど」


「いいけど……なにもできないよ。神代を呼ぶ？」


「お願い」


　千早は携けい帯たい電でん話わを取り出した。コール数回で話しはじめる。


　彼女の妹、山瀬神代は近くにいたようだ。すぐに来るとのこと。


　待つこと数分。神代はファミレスに入ってきた。制せい服ふく姿すがただ。


「こっち」


　千早が手を上げる。神代は彼女の隣に座った。


　和樹と夕菜は軽く挨あい拶さつをした。以前に会ったことはあるので、それほどの緊きん張ちようはない。


　神代は自分以外の人間の顔を、ちらちら眺ながめていた。どことなく、落ち着きがない。


「どうしたの？」


　千早が不ふ思し議ぎそうに訊く。


「……別に……」


　彼女は姉を見て、和樹を見、それから夕菜を見た。途と端たんに不ふ機き嫌げんそうになる。


「お姉ちゃんのお人ひと好よし」


「え？」


「お人好しだ」


　神代は言い放つと、メニューを広げた。


「あ、おごるから……」


　と和樹は言ったが、「自分で払はらいます」との言葉が返ってきた。


　しばらくの間、それほど居い心ごこ地ちの良くない時間帯が続いた。


　千早が、イチゴパフェを食べる妹に、ざっと説明する。


「……貴巳君が!?」


　神代は誰が見ても分かるくらいに動どう揺ようした。


「なんでそんなこと!?」


「神代なら知ってるんじゃないかと思って」


「しっ、知らないよ」


　彼女は乱らん暴ぼうな仕し草ぐさでパフェをかきこんだ。


「わたし全然知らない。貴巳君がなにをするのかなんて、聞いたことないもん」


「でも彼は、神代に認みとめてもらいたがっていると思うけど」


「へ……？」


「神代に気づいて欲しいんじゃないかな」


「気づいてるよ！　一いつ緒しよに転入試験受けたんだから」


「そういう意味じゃなくて」


　姉の台詞せりふに、妹は頰ほおを赤く染そめた。「ううう……」とうなる。


「困るよ……わたし、そういうことは……」


「相手が十三歳でも、あたしはしょうがないと思うけど」


「わたし、年上好きだもん！」


　神代は興こう奮ふんして立ち上がった。それから和樹の方を向き、


「式森さんはタイプじゃありません」


「……うん」


　返答のしようがなかったので、和樹は相づちだけに留とどめた。


　千早は妹に、座るよううながす。


「神代と深居君のことは、大体分かったけど……」


「本当に分かった!?」


「分かったって。でも風椿さんのやりたいことと神代は、あまり関係ないかなあ」


「うーん……」


　腕うでを組む和樹。


「でも深居さんは、妹さんに認めて欲しいんですから、選挙で勝っても別に認めないって言えばいいんじゃないんですか。そうすれば立候補を取り消すかも」


　と夕菜。貴巳のモチベーションが神代ならば、そこをどうにかしてしまおうという発はつ想そうだ。


　千早が隣を向く。


「どう、神代」


「あたし、言わない」


　神代はそっぽを向いた。


「貴巳君がなにをしたって、関係ないもん。別に彼氏じゃないし」


「彼だなんて言ってないわよ。一番親しいのは神代で、もしかしたらもっと仲良く……」


「だから！　そうじゃないの！」


「怒おこらないでよ」


「怒ってないよ！」


　怒ど髪はつ天てんを衝ついているわけではないが、どう贔ひい屓き目めに見ても興こう奮ふんしていた。


　千早は、まあまあとなだめるように手を動かす。


「そりゃ神代は、男の子に縁えんがないから、戸と惑まどうのは分かるわよ」


「お姉ちゃんだって……縁はあるけど、ないじゃん」


「まあ……そうだけど。でも深居君は、神代と一番親しくなりたいみたいじゃん。あたしにもそんなこと言ってたよ」


　また神代は「ううう……」とうめいて顔を赤くした。


「貴巳君、無む邪じや気きなんだもん。休み時間になると必ずわたしのとこに来て……」


「そうじゃないかと思ってた」


「誤ご解かい解ときたい……」


　解かない方がいいんじゃないかな。千早だけではなく、夕菜も和樹すらも思った。相手は並なみ々なみならぬ好こう意いを示しめしているのである。性欲等のまずいことに直ちよつ結けつしておらず、ストーカーとまでもいってないので、そう邪じや険けんにすることもないだろう。「大変な事じ態たい」でもない。


　だが神代にとっては、大変らしい。


「わたしからはなにもしたくないけど……」


　下を向いたまま、台詞を漏もらす。


「誤解が解けるなら、する」


　どうも和樹と夕菜に言っているようだ。内容に矛む盾じゆんがあるが、協力するにやぶさかではない模も様よう。


　和樹と夕菜は顔を見合わせた。


「どうしよ」


「手伝ってくれるのでしたら、玖里子さんは喜ぶかもしれませんけど……」


「伝えてみようか」


　和樹は、空からになったパフェの容よう器きを眺ながめている神代に向けて、慎しん重ちように言った。


「えーっと……一応玖里子さんに、話しておくから」


「…………」


「事情も話しちゃうけど……」


　返答はない。なので、了りよう承しようしたんだろうなと和樹は判はん断だんした。


　店の時計を確かく認にんする。かなりの時間がたっていた。外も薄うす暗ぐらくなっている。そろそろ帰ろうかと、和樹は腰こしを浮うかした。


「……あの……」


　ぽつりと、神代が言う。


「なに？」


「ここの代金、式森さんが払はらってください……」


　彼女はその後に、「お姉ちゃんの分も」と付つけ加くわえた。





　宮みや間ま健けん太た郎ろう邸てい。一階のリビング。


「あー、なに、積せつ極きよく的てきじゃないけど協力すんのね」


　玖里子はソファに寝ころびながら、ひらひらと手を動かした。


「十分十分。いくらだって手はあるから」


「誤解解きたいって言ってますよ」


「誤解でも六階でも好きなだけ解かせてあげるわよ。片がついたらね」


「はあ」


　和樹は呆あきれたような、気がかりがあるような声を出した。玖里子のことだから大きなミスはしないだろうが、一いち抹まつの不安は残のこる。


「選挙公示はまだ続くから、さっそく手を打たせてもらうわよ」


　彼女は半身を起こしつつ、不ふ敵てきに笑わらう。


「この風椿玖里子様に逆さからったらどうなるのか、教えてあげるんだから」


「えっと……僕はもういいですか」


「なに言ってんのよ。一いち蓮れん托たく生しよう。協力しなさい」


　和樹は返事をしなかった。こうなることは分かっていたのだ。


「じゃあせめて、ファミレス代出してください」


「なによ」


「四人分、全部僕が払ったんです」


　彼の哀あい願がんに、玖里子は冷つめたく宣せん言げんした。


「却きやつ下か。もちろんあんた持ち。これからも」





　　　　○





　翌よく日じつ、登とう校こう前に和樹と夕菜は玖里子に呼ばれた。彼女は二人をソファに座らせると、高らかに戦せん闘とう開かい始しを告つげた。


「いくら天才でも、あんな坊ぼうや相手に喧けん嘩かしたくないけど、深居の弟なら手は抜かないわ。這はいつくばるまでやる」


　二人は玖里子の熱ねつ弁べんを、かしこまって聞いていた。


　和樹が訊きく。


「気合い入ってますね。前は深居美み希き子こさんを、相手にしてなかったじゃないですか」


「あたしの権けん力りよくにまで手を出してきたら話は別よ。それに姉さんが思いっきりやれって言ってきた。理事の許可があれば大たい抵ていのことは揉もみ消せるわ」


「麻衣香さんが、なんで」


「飛ひ弾だ理事ってのが、深居貴巳を推すい薦せんしたらしいのね。姉さんと張り合っててうるさいから、ついでに黙だまらせたいみたい」


　さすがは風椿姉妹、こと権力絡がらみになると敏びん感かんであった。


「わたし達はどうするんです？」


　と夕菜。


「色々あるから、学校で働はたらいてもらうわ」


「舞まい穂ほちゃんに立りつ候こう補ほしてもらったらどうでしょう」


「もう立候補受付終わったのよ。それに舞穂ちゃんは、あたしの言うことなんか聞きゃしないから、駄だ目め駄目」


「はあ……」


　栗くり丘おか舞穂は、自分のやりたいことを優ゆう先せんする。というか、他ほかのことをあまりしたがらない。物で釣つっても、平気で忘れそうでもあった。


「ま、楽しみにしてて」


　にやにやする玖里子。腹ふく案あんはあるようだ。彼女は、二階から降りてきた剣けん豪ごう少女にも声をかける。


「凜りん！　あんたも手伝って。バイト代払うから」


　神かみ城しろ凜は眉まゆを顰ひそめた。


「いきなりなんですか」


「あんたの腕を貸かして欲しいの」


　玖里子は文字通り腕うでを叩たたく。


「まあ……構いませんが」


「よしよし。面めん子つは揃そろったわ、じゃ、行くわよ」


　彼女は先頭に立って家のドアを開けた。





　学校に着ついたら自分のクラスには寄らず、生徒会室に直ちよつ行こうであった。和樹は「遅ち刻こくになっちゃいますよ」と抗こう議ぎしたが、「姉さんがなんとかするから」と玖里子は告げた。


　葵学園の生徒会室は広い。元は狭せまかったのだが、玖里子が引っ越しさせたのだ。おまけに秘ひ密みつの会かい議ぎ室しつ兼けん情じよう報ほう室もあり、そこは生徒会の人間ですら滅めつ多たに出入りできない場所であった。


　和樹たちはそこに通された。


　室内にはパソコンが整せい然ぜんと並ならび、玖里子の部下らしき女子生徒が色々と作業をしている。何人かは見み覚おぼえもあった。


「票ひよう読よみの予よ測そくは？」


　入室して早々、玖里子が彼女たちに訊く。


「全校生徒のうち四十パーセントが深井貴巳に流れそうです。昨日きのうよりも微び増ぞうしています」


「予想はしてたけど、まずいわね」


　玖里子はパイプ椅い子すに座すわった。


「うちの候補は？」


「西村伸太は三十八パーセントです」


「むむ……」


「接せつ戦せんじゃないですか」


　和樹もパイプ椅子を広げる。


「そこがまずいのよ。残りの浮ふ動どう票がどう動くかで、がらりと変わるわ。それにね。あたしの票田から崩くずされているのが痛いわけ」


　彼女はパソコンの前に着席している女の子に、


「また寝ね返がえった部は出た？」


「水球部とハンドボール部が、正式に中立を表明しました。去きよ就しゆうを決めかねている部もかなり存そん在ざいします」


「あいつら……。地区予選一回戦負け常じよう連れんなのに派は手でな打ち上げができるのは、誰のおかげだと思ってんのかしら」


　憤ふん然ぜんとする玖里子。


「選挙予測は一時間毎ごとに出して。情報収集を怠おこたらないように」


「はい」


　玖里子は和樹たちに向き直る。


「というわけよ。見ての通り、いい状じよう況きようじゃないの」


「はあ。それで僕たちはなにを」


「決まってるじゃない。山瀬さんの妹に協力してもらうの」


「どうやって……」


「そこで凜の出番よ」


　剣豪少女は、自分で自分を指さした。


「私ですか？」


「ちょっと耳を貸かして」


　玖里子は凜の耳に、ごにょごにょ囁ささやいた。


「……え？」


　凜は思わず身体を離はなす。


「やって」


「いや……それは……」


「手伝いをするって言ったでしょ。やんの」


「しかしですね、人として……」


「権力のためなら神かみ様さまだって許ゆるしてくれるわよ。さあ、早く早く」


　凜は玖里子によって、生徒会室から外に出された。





「神代ー。お客さん」


　クラスメートから声をかけられ、神代は急いで鞄かばんを下ろした。


「なにー？」


「神代に用があるんだって。呼んでる」


「誰ー？」


　そのクラスメートは神代の側そばまでやってくると、声を小さくした。


「聞いたら驚おどろいて。神城凜」


「……神城さん？」


「あー、神代はまだ、凜のことよく知らないのか。生物部で剣豪の一年って言ったら有名だよ。人気あんだから」


「ふーん……」


　神代はまだぴんと来ない。その有名人が一体なんの用よう件けんなのか。


「顔を覚えてもらうのもいいかもよー？」


　クラスメートはそんなことを言っていた。


　神代は廊下に出て、凜と会った。


　確かに剣豪だ。竹刀しない袋ぶくろを持っている。真しん剣けんなのだろうか。自分より小こ柄がらで、ちゃんと抜けるのかと余よ計けいな心配をした。


　顔は引き締しまっている。精せい悍かんな美び形けいだ。もしかしたら、男の子より女の子に人気が高いかもしれない。


　だが今は、どうしてか申し訳なさそうにしていた。


「山瀬神代さん？」


「はあ……」


「神城です」


　凜がぺこりと頭を下げる。


「あ、どうも……」


「お呼び出ししてすみません」


「いえ……。あの、なんの用で……」


　凜はこほんと咳せき払ばらいをした。


「いやその、最初に謝あやまらなければなりません」


「はい？」


「少々非ひ合ごう法ほうなことですので」


「非合法……？」


「つまりですね」


　凜は何度か説明する仕し草ぐさを見せたが諦あきらめ、竹刀袋を振ふり上げた。


「こういうことです」


　袋の内側にある日本刀の衝しよう撃げきで、神代の意い識しきは一時的な休息を得うることになった。





　玖里子は凜から報告を受け、素す晴ばらしいとばかりに手を叩いた。


「いいわよ凜。バイト代は上うわ乗のせするわ」


「別に……お金は……」


　剣豪少女の顔は、なんだか後こう悔かいしきりといった感じだ。どうしてか、生徒会室の入り口から中に入ってこようとしない。


「で、肝かん心じんのゲストは？」


　ゲストってなんだ、と和樹と夕菜が疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。凜は自分の隣となり、壁かべに隠れているところをさした。


「ここにいます」


「連れてきて」


　凜はごそごそやると、目を回している人物を背せ負おって入ってきた。


「な……！」


　和樹と夕菜は同時に仰ぎよう天てんした。


「神代ちゃん!?」


　凜が強ごう引いん（？）に連れてきたのは、気き絶ぜつした神代であった。


　玖里子は満まん足ぞくげだ。


「いいわよ。これなら深居の弟も言うこと聞くわ」


「玖里子さん！　これって誘ゆう拐かいじゃないですか！」


　和樹が慌あわてながらも叫さけんだ。気を失っているところを見ると、どう考えても穏おだやかな手段で連れてきたのではない。違い法ほうすれすれどころか犯はん罪ざい。これで閉とじこめた日には、監かん禁きんのおまけまでつく。


「人聞きが悪いわね。協力してもらってるだけ」


「気き絶ぜつしてるのは協力って言いませんよ！」


「目が覚めれば分かってくれるわよ。そろそろかしら」


　彼女は神代の顔を覗のぞき込む。まぶたがぴくぴくしていた。


　やがてゆっくりと開かれる。


「ん……ん……」


　神代は意い識しきを取り戻した。ぼんやりしつつも、「あれ……」などと言っている。玖里子は手を振った。


「はーい、お目覚め？」


「……わたし……」


「あたしは風椿玖里子。こっちの連中は知ってるわね。ちょっとの間、協力してもらうから」


　彼女は矢や継つぎ早ばやに事情を説明した。ゆっくりと喋しやべらないのは、冷れい静せいに判はん断だんされる隙すきを与あたえないためでもある。


　だが貴巳の名前を出した途と端たん、神代の目はぱっちりと見開かれた。


「貴巳君!?　どこにいるんですか!?」


「いるとかいないじゃないわよ。彼が会長にならないように、協力してってこと」


「…………」


　神代は押おし黙だまった。


「いいでしょ？」


「でも……」


　なにやらはっきりしない。機き先せんを制して、玖里子が言う。


「誤ご解かいを解ときたいんじゃなかったっけ」


「そうなんですけど……」


「貴巳君に勝ってもらった方がいい？」


「そうじゃないんです、そうじゃないんです！　貴巳君が努ど力りよくしてるのはいいんですけど、気になるとかじゃなくて、わたしは貴巳君とはなんでもないから……」


　神代は焦あせったように喋り出した。


「じゃあいいわね」


「はい……」


　玖里子はにこにこして、神代の肩に手をかける。


「しばらくここにいてね。不自由はさせないわ」


　彼女は隣りん室しつに合あい図ずをする。生徒会の人間が出てきて、神代をどこかに連れて行った。


「これでよし。あとは圧あつ力りよくだけね」


　和樹と夕菜は啞あ然ぜんとしてるが、玖里子は満足げだった。


「山瀬さんにも話をつけておかないと」


「玖里子さんがやってくださいよ……」


　和樹は呆あきれた。滅め茶ちや苦く茶ちやである。彼女にも、十分自覚はあるらしく、「深ふか作さくかコッポラの映画みたいね」などと言いながら、不ふ敵てきに笑っていた。


「あの娘こはどうするんです？」


　和樹は念のために質問した。


「ゲストだから、ちゃんとしたところに滞たい在ざいしてもらうわ」


「深居貴巳には？」


「穏おだやかな手段で、穏やかに伝えるわよ。あんたのガールフレンドは預あずかったって」


「やっばり誘拐じゃないですか」と和樹は言ったが、玖里子は聞いていない。生徒会の人間に、矢や継つぎ早ばやに指示を出していた。





　　　　○





　選せん挙きよ戦せんも佳か境きようである。


　通常なら無む風ふうどころか楽しみにすらならない生徒会長選挙。だが今回は、玖里子（の操あやつり人にん形ぎよう）への対たい抗こう馬ばの出しゆつ現げんにより、にわかに活かつ気きづいた。しかも正せい々せい堂どう々どうではなく、泥どろ仕じ合あいじみているのでなおさらである。商しよう売ばいになると見るや地下賭と博ばくや予よ想そう屋やまで現われ、ここまで混こん戦せんになったのは、夕菜と和樹が対決したとき以来であると言われていた。


　玖里子側の選挙対たい策さく本部は生徒会室。玖里子とスタッフが常つねに詰つめており、あらゆる状じよう況きようを想そう定ていしたシミュレーションが繰くり返されていた。


「ふーん……なんとか持ち直してきたわね」


　玖里子はプリントアウトされた紙を眺めつつ、シャーペンで頭を搔かいた。スタッフの女子生徒が言う。


「実じつ弾だんが利きいてきたようです。欲よく望ぼうに勝てる人間はそうそう多くはありません」


「そうね」


「実弾……て、なんですか？」


　きょとんとする夕菜。


「賄わい賂ろ。出会い系とエロサイトの無料パスワードをばらまいてんの」


「……そんなことまでしてるんですか」


「選挙は産業よ」


　実生活では問題になりそうな発言である。


「逆ぎやく転てんできるんですか？」


　これは和樹。


「このまま推すい移いすればね。余よ計けいな邪じや魔まが入んなければ、まあなんとかなるわ」


「深居貴巳はどうしてるんです？」


「大人おとなしいわよ」


　さらっと玖里子は答える。


「へー、対たい抗こう馬ばなのに」


「手を打ったからね」


「……あれですか」


　和樹は複ふく雑ざつな気分になった。さすが玖里子ではあるのだが、色んな意味ですれすれである。まるで二年Ｂ組だ。やはり自分の足あし下もとにまで貴巳が嚙かみつこうとしたので、なりふり構わなかったのだろうか。


　そこに、さきほどの女子生徒が告げた。


「玖里子様、お客様です」


　生徒会の黒くろ幕まくは、にやりとした。


「そろそろだと思っていたわ」


「深居貴巳と名乗っています」


「ええーっ！」


　驚いたのは和樹と夕菜であった。玖里子は平へい然ぜんとしている。


「いちいち騒さわがないでよ」


「対たい立りつ候こう補ほが面会に来るんですか!?」


「そりゃ来るわよ。戦せん争そうしてるわけじゃないんだから。別に違い反はんじゃないわ」


　目を丸くしている和樹に、やんわりと、諭さとすように言う。それから女子生徒に、


「会うわ。通して」


　眼鏡めがねをかけた生徒は一いち礼れいする。玖里子は和樹と夕菜に「ここにいて。一緒にツラを拝おがもうじゃない」と言った。


　やってきた貴巳は、軽く笑えみを浮うかべていた。


　玖里子の前で頭を下げる。


「こんにちは風椿さん。初めまして、深居です」


　透すき通とおるような、綺き麗れいな声だ。和樹はともかく夕菜は初対面なので、感かん心しんしている。


　玖里子も初めて会うのだが、感じ入ったりはしていない。


「あたしはあんまり、初めてって気がしないんだけど」


「そうですか？」


　貴巳は首をかしげた。彼のような美少年がやると、実に似に合あう。


　玖里子は「座すわんなさいよ」と椅い子すを勧すすめた。彼は背せ筋すじを伸のばし、行ぎよう儀ぎ良く着席した。


「よく来たわね」


「呼ばれましたから」


「呼んでないわよ」


「え、でも僕を引っ張り出したんですよね」


　貴巳は少しだけ顔をしかめる。玖里子はにやりとした。


「まあね」


「何回か話し合いの使者を送ったのに、無む視しするから」


「風椿さんが怖こわかったんです」


「ちっとも怖そうに見えないわよ。まああたしとしては、荒あらっぽい手段を取らざるを得えなかったわけ」


「まともな手段とは思えません」


「時間がなくてね」


　どちらも余よ裕ゆうがありそうな態度である。特に貴巳は、とても十三歳には見えない。だが話の主しゆ導どう権けんは、やはり玖里子にあった。


「そこで提てい案あんなんだけど」


　彼女は本題に入った。


「会長選挙から手を引いてくれない？」


　貴巳は微かすかに、眉み間けんにしわを寄せた。


「……立候補は受理されましたよね」


「辞じ退たいに締しめ切きりはないの。知ってる？　学校側に指示された候補者を、辞やめさせるために作った規き則そくなんだって」


「そんなところでしょうね。僕が立候補を取りやめないと、どうなるんですか」


「どうもならないわよ」


　と玖里子。


「別に普通。学生生活がちょっと潤うるおいのないものになるかもしれないけど」


「それって脅きよう迫はくですよね」


「人聞きの悪い。でも山瀬神代ちゃんは、あんたが生徒会長になろうがなるまいが、興味はないみたいよ」


　さらっと、噓うそも交まじえつつ言う。


「そんなことないですよ」


「どうかしらね。あの娘こ、年上趣しゆ味みらしいし」


　貴巳はそっぽを向く。なんだか小動物がむくれているようで、愛らしさすらあった。


「僕は神代さんに、僕のことを知って欲しいだけです」


「あの娘は関係ないって言ってるけどねえ。ストーカー規き制せい法ほうって、十三歳にも適てき用ようされるのかしら」


「ストーキングはしてません」


「ええ。あたしもそう思うわ。だから、あんたがなに言っても意味ないってことね」


　あくどい、と和樹は思った。初めから貴巳の意見を聞く気がないのだ。ただ時間をかけているだけである。


「それで、僕が生徒会長立候補を辞めたら、どんなことがあるんですか」


「やっぱり、これまでと同じ。でも神代ちゃんになにをしようと、別に干かん渉しようはしないから」


「それ、今までと同じでしょう」


「でも立候補者のままだと、干渉ってことになるわ」


「…………」


　貴巳は、はあとため息をついた。


「……風椿さんの票田に手を出すのはやめます」


「素す直なおね」


「でも立候補は辞めません」


　玖里子の眉が、ぴくりと動く。貴巳は続ける。


「ですけど、生徒会の組織はこのままです。僕は会長になるだけでなにもしませんから。あとは風椿さんが自由にしてください」


「……あたしの傀かい儡らいになるっての？」


「はっきりとした返事は、したくありません」


　貴巳が睨にらんでいた。玖里子は余裕の笑み。


「いいわよ。それで手を打ちましょう。会長の席が埋うまるだけ。あとはいつも通り。ああ、飛ひ弾だ理事は黙だまらせてね。あんたの親しん戚せきでしょう」


「おばさんのことなら心配なく。神代さんは解放してください」


「元々監かん禁きんなんてしてないわ」


「僕が神代さんと仲良くなるのは……」


「不ふ干かん渉しようってことで」


　納なつ得とくしたらしい。貴巳は何回か首を縦たてに振った。


「じゃあ、お願いします。僕はこれで」


「あら、会長就しゆう任にん祝いわいに、なんか飲まない？」


「いりません。選挙が終わったらで」


　貴巳はそう言い残すと、生徒会室から出ていった。


「よーし、あたしの勝ち、あたしの勝ち」


　玖里子は満足げに、自分で手を叩いた。


「あれでいいんですか」


　和樹が訊く。


「いいわよ。相そう互ご不干渉なら上出来。会長の肩書きなんて興味ないから。西村伸太には手て間ま賃ちんとして、内ない申しんを良くするポストを提てい供きようするわよ」


　彼女は「神代ちゃんのとこに行こう」と言って、席を立った。





　生徒会室の隣にある小部屋。ここに神代はいる。この部屋は一応廊下に面しているのだが、扉とびらがほとんどカムフラージュ状態で分からない。しかも間取りに工く夫ふうがしてあるため、平面図にも載のっていないという秘ひ密みつの小部屋であった。


　神代は一人がけのソファに座っていた。


「やー、すんだわよ。ごめんね苦く労ろうかけて」


「いえ……」


「深居貴巳も納なつ得とくしたから」


「そうですか……」


　神代は、若じやつ干かんだが後ろめたそうな顔をしていた。


「彼は会長にすることにしたわ。またあんたのとこに行くかもしれないけど」


　はっとする神代に、玖里子は付け加える。


「安心して。雑ざつ用ようをたくさん押しつけるつもりだから。会長の仕事に忙いそがしければ、あんたに構かまう余裕もなくなるでしょ」


　和樹が玖里子の袖そでを引っ張った。


「それって、約束破やぶってません？」


「破ってないわよ。会長の仕事が忙しいのは当然でしょ」


　平へい然ぜんと答える。策さく士しであった。


　彼女は神代に向き直り、


「これで休み時間に、待ち構えられることもなくなるって」


「…………」


「あら、やっちゃいけなかった？」


「い、いえ！　そんなことないです。貴巳君とわたしがなんでもないってことになれば」


「なら、問題なしね」


「はい……」


　心中がどうあれ、神代はうなずいた。





　　　　○





　会長選の結果は、深居貴巳の無む風ふう当とう選せんと決まった。先に立候補していた西村伸太が辞じ退たいしたためだ。西村は空席だった文ぶん化か祭さい実じつ行こう委い員いん長ちようの座ざを獲かく得とくした。


　選挙にならなかったため、地ち下か賭と博ばくは軒のき並なみ潰つぶれることになった。払はらい戻もどしを求める生徒と揉もめるところも多く、大半は二年Ｂ組絡がらみらしい。


　玖里子は大変上じよう機き嫌げんであった。珍めずらしいことに、姉の麻衣香からも感かん心しんされたようだ。この日も自分から「一いつ緒しよに学校行こう」と言い出したくらいであった。


「面めん倒どうだったけど、こうなってみると暇ひまつぶしにはちょうど良かったわね」


　玖里子は先頭を歩きながら言った。


「誘ゆう拐かいはやりすぎだったような……」


　和樹が呟つぶやく。


「違ちがうわよ。神代ちゃんも納得してたでしょう。貴巳が勝手に勘かん違ちがいをしていただけ」


「バレたらどうするんです」


「バレないわよ。もう神代ちゃんと会わないはずだから」


　スキップこそしていないが、満足なのが端はたから見ても分かった。


　校門が近くなる。と、中から生徒が駆かけ出してきた。


「玖里子様！」


　生徒会所しよ属ぞくの、いつもの女子生徒であった。先日まで冷静だった顔に、焦あせりの色がうかがえる。


「どうしたの？」


「手入れです！　すぐ来てください！」


「はあ!?」


　いきなりの事じ態たいに、玖里子は大きく口を開けた。


「予告がありました。学校側から監かん査さが入ります。一時間後です！」


「いつもは一週間前に予告があるじゃない！　検査もおざなりで……」


「今回は本気です。抜ぬき打ちでやられるところでしたが、内通者から連れん絡らくがありました。かろうじて……」


「どうなってるのよ!?」


「飛弾理事の指示だと……」


「なによそれ！」


　飛弾理事は麻衣香と対立している。だが貴巳を通じて、大人しくさせているはずであった。


「貴巳……会長はどこよ！」


「生徒会室です」


　玖里子は女子生徒と共に走った。和樹たちも急いでついていく。


　荒あら々あらしく生徒会室の扉とびらを開ける。


　貴巳は相変わらずの無む邪じや気きな笑顔で、椅子に座っていた。読んでいるのは朝ちよう刊かんらしい。


「風椿さん。どうしたんですか、そんな顔して」


「あんたこそどういうつもりよ」


　玖里子はつかつかと詰つめ寄よった。


「生徒会に手入れが入るなんて前ぜん代だい未み聞もんよ。飛弾理事を抑おさえることも重要でしょうが」


「ああ、あれですか」


　貴巳はにこりとした。


「話はしました。どう判断するかは飛弾理事の勝手です」


「判断が重要なのよ！　そこを抑えろって意味に決まってるでしょうが！」


「そう説明していただかないと」


　少年は平へい然ぜんとしていた。玖里子は歯を嚙かみ鳴らす。


「この前の約束はチャラってことでいいかしら。会長職もどうなるか分かってんの」


「知ってますか。会長は自らの意い思しでない限り職を追われることはないと会則に……」


「聞いたようなことを。宣せん戦せん布ふ告こくってことね」


「それより、風椿さん。呑のん気きにしてない方がいいですよ」


　なに、と玖里子が言った途と端たん、またも女子生徒が飛び込んできた。


「大変です！　文化系部活動連合が、生徒会への非ひ協きよう力りよくを表ひよう明めいしました！」


「なによそれ！」


　文化系部活動連合とは、「予算を均きん一いつ化かさせて相そう互ご発はつ展てんにいそしむ」ために作られた生徒会外の組そ織しきである。作ったのは玖里子。今まではイエスしか言わないところだった。


「運動部系も、かなりの割わり合あいで非協力を伝えてきています。非公式集計ですが、六割は確実かと……」


「くっ……」


「あと図書委員会が、予算を学校側との折せつ衝しようで直接決めると連れん絡らくを」


「馬鹿！　新聞図書費は裏うら金がね作づくりに最さい適てきなのよ！　生徒会予算案に紛まぎれさせなきゃ駄だ目めよ！」


「それが図書委員長と連絡が取れなくて、一年生の委員による決定がそのまま流れて……」


　拳こぶしを握にぎりしめる玖里子。


「監査ですが、コンピューター技術者も同席するようです。このままでは、ほとんどのデータが……」


「……三十分以内にあらゆるデータを待たい避ひさせて。リムーバブルハードディスクに移したら、本体は塩しお水みずかけて通つう電でんさせるのよ。内部ハードディスクは磁じ石しやくくっつけたあと、ハンマーで叩たたき潰つぶして。早く！」


　女子生徒は隣りん室しつに駆かけ込んでいく。大おお騒さわぎになっているのが、ここまで伝わってきた。


　玖里子は貴巳の方へ向いた。


「やってくれたわね」


「約束通り、なにもしていません」


「噓うそつかないでよ。なんで部活の連中まで反はん抗こうしてくんの」


「僕が彼らと話をしたのは、風椿さんと話しあう前ですから」


「……選挙後に行動起こせって言っておいたんでしょう。サブマリン特とつ許きよみたいなことをして」


　貴巳は笑えみを崩くずさない。玖里子の怒いかりを流していた。


「うちの学校にどこまで食い込んでいるのよ」


「してませんよそんなこと」


　どう聞いても噓だった。想像以上に校内を把は握あくしている。手の内を少しずつ明かしているので、不気味ですらあった。


　玖里子は机に直接腰かけた。


「……あたしを生徒会から追い出すのが狙ねらい？」


「そんなつもりはありません」


「じゃあなに」


「本当になにかを要求するつもりはないんです。風椿さんが望のぞむなら、監査はおこなわれませんし、文化系部活動連合も運動部も、図書委員会だって今までと同じに戻ります」


「だから、そのための条件を訊いてんの！」


　彼女は、ばん、と机を叩く。貴巳はゆっくりと、


「……でも、風椿さんが自発的に好意を示してくれるのであれば、ありがたくいただこうと思います」


「腹はら芸げいはなしにしてよ。なに？」


「そうですね……」


　貴巳は一つだけ望のぞみを口にした。





　　　　○





　神代は登校した途端、見知らぬ女子生徒に呼び止められた。


「山瀬神代さん、お話が」


「え？」


　眼鏡めがねをかけた生徒だった。顔見知りではない。ぼんやりと、生徒会の人だったかな、と考えた。


　案内されたところはやはり生徒会室だった。女子生徒が扉を開ける。


「どうぞ」


「……入るの？」


「どうぞ」


　眼鏡の女子は機械的に繰くり返す。神代は仕し方かたなく足を踏ふみ入れた。


　中には玖里子と、貴巳がいた。


「来てくれましたね、神代さん」


　彼はいつものようににこやかだ。


「席は作りましたから、これからは自由に出入りしてください」


「……なに？」


　きょとんとする神代。玖里子が忌いま々いましそうに告つげた。


「今日きよう付づけで副会長ってことになったから」


「……ええーっ!!」


　神代は仰ぎよう天てんした。


「なっ……なんで……」


「会長の希望。副会長職を増ぞう設せつして空あきを作ったわ。三年までやれば、大学推すい薦せんのときに有利になるわよ」


「風椿さん……でも、貴巳君と……誤解が……」


　貴巳は嬉しそうに、


「初めから誤解なんてありませんよ。風椿さんも納得してくれました。僕もサポートしますから、一緒に生徒会を盛り上げていきましょうね」


　神代は返事をしなかった。ただ壁に背中をくっつけて、ずるずると崩くずれ落おちた。






　あとがき







　築つき地じです。家が寒さむいです。足がすごく冷つめたいのに、ネコは絶ぜつ対たいに私の膝ひざで丸まるくなろうとしません。嫌きらわれている？





　ついにまぶらほも二十冊さつ目になりました。ドラゴンマガジンの連れん載さい、「ノー・ガール・ノー・クライ」から読んでいる読者の方々、もちろん途と中ちゆうからの方々も、本当にありがとうございます。ここまで続けられたのは、ひとえに皆さんのおかげです。感かん謝しやの言葉もありません。


　当初はドラゴンマガジン誌上企き画かく、竜皇杯ドラゴンカツプエントリー小説の一つにすぎなかったのですが、なんと延えん々えん六年。そろそろ七年目となります。途中、マンガになったりアニメになったり猪いの口くち有ゆ佳かさん（凜りんの声せい優ゆうさん）にネットゲームに誘さそわれたりと、文字通り色々あったのですが、一段落ついて、ついでに憑つきものまで落ちた感じです。まぶらほは今後も続くので、また憑きものを背せ負おっていこうかと思います。





　で、ドラゴンマガジンを読まれている方は承しよう知ちのことだと思いますが、いつもの四人の女の子たちにくわえ、山やま瀬せ千ち早はやもレギュラー入りしました。人間関係はさらにややこしく、和かず樹きはより不幸になっていきます。キャラクターを幸福にする手段は、あまり思いつかないのですが、不幸にするのはいくらでも思いつきます。和樹君はしばらくこのままで。





　つぎのまぶらほはメイド編です。ファンタジアバトルロイヤルでの、今年中連載再開は適かないませんでしたが（申し訳ありません……）、その分たっぷり書き下ろします。お楽しみに。







二〇〇六年　十二月二十日




築地　俊彦





　初　出







第一話『謎の転校生』


　　……月刊ドラゴンマガジン２００５年７月号


第二話『千早の料理道場』


　　……月刊ドラゴンマガジン２００５年８月号


第三話『秘める想い』


　　……月刊ドラゴンマガジン２００５年９月号


第四話『試験勉強裏講座』


　　……月刊ドラゴンマガジン２００５年10月号


第五話『封印は記憶の奥に』


　　……月刊ドラゴンマガジン２００５年11月号


第六話『舞穂、デートをする』


　　……月刊ドラゴンマガジン２００５年12月号


番外編『グッド・デイ・サン……』


　　……書き下ろし





まぶらほ


～じょなんの巻・いち～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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